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はじめに

本書では、Solaris 10 10/08オペレーティングシステムについて説明します。Solaris 10
3/05、Solaris 10 3/05 HW1、Solaris 10 3/05 HW2、Solaris 10 1/06、Solaris 10 6/06、Solaris
10 11/06、Solaris 10 8/07、および Solaris 10 5/08の各リリースの詳細については、
『Solaris 10 5/08ご使用にあたって』 (Sun Part No. 820–4532)を参照してください。

本書『Solaris 10 10/08ご使用にあたって』では、インストール時および実行時の問題
点について詳細を説明します。本書には、SolarisTM 10オペレーティングシステムでの
ソフトウェアのサポート中止に関する情報も含まれています。

『Solaris 10 10/08ご使用にあたって』の最新版については、http://docs.sun.com
で『Solaris 10 10/08ご使用にあたって』を検索してください。

注 –このリリースでは、SPARC®および x86系列のプロセッサアーキテクチャー
(UltraSPARC®、SPARC64、AMD64、Pentium、Xeon EM64T)を使用するシステムをサ
ポートします。サポートされるシステムについては、Solaris 10 Hardware Compatibility
List (http://www.sun.com/bigadmin/hcl)を参照してください。本書では、プラット
フォームにより実装が異なる場合は、それを特記します。

本書では、「x86」という用語はAMD64あるいは Intel Xeon/Pentium製品系列と互換
性のあるプロセッサを使用して製造された 32ビットおよび 64ビットシステムを意味
します。サポートされるシステムについては、Solaris 10 Hardware Compatibility Listを
参照してください。

対象読者
本書は、Solarisに関する知識を持つ方、現在習得中の方を対象に、Solaris 10ソフト
ウェアをインストールして使用するために必要な情報を提供します。
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関連情報
Solaris 10ソフトウェアをインストールする際は、本書の内容を理解した上で、次の
マニュアルをご利用ください。

■ Java Desktop System Release 3 Solaris 10 Collection - Japanese
■ 『Solaris 10インストールの手引き』カード
■ 『Solaris 10の概要』
■ 『Solaris 10 10/08インストールガイド (基本編)』
■ 『Solaris 10 10/08インストールガイド (インストールとアップグレードの計画)』
■ 『Solaris 10 10/08インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計
画)』

■ 『Solaris 10 10/08インストールガイド (ネットワークインストール)』
■ 『Solaris 10 10/08インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』
■ 『Solaris 10 10/08 Patch List』
■ Solaris 10 System Administrator Collection - Japanese

最新のCERT勧告については、CERTの公式Webサイト http://www.cert.orgを参照し
てください。

ハードウェア構成によっては、Solarisソフトウェアのインストール時に別途作業が
必要になることがあります。その場合は、各ハードウェアの製造元から提供される

他社のWebサイト
このマニュアルでは、Sun以外のURLを挙げ、関連する補足情報を示す場合があり
ます。

注 –このマニュアルで説明する Sun以外のWebサイトの利用については、Sunは責任
を負いません。こうしたサイトや資源上またはこれらを通じて利用できるコンテン
ツ、広告、製品、その他の素材について Sunは推奨しているわけではなく、Sunはい
かなる責任も負いません。こうしたサイトや資源上で、またはこれらを経由して利
用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに伴って発生した
(あるいは発生したと主張される)いかなる損害や損失についても、Sunは一切の責任
を負いません。

はじめに
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マニュアル、サポート、およびトレーニング
SunのWebサイトでは、次のサービスに関する情報も提供しています。

■ マニュアル (http://jp.sun.com/documentation/)
■ サポート (http://jp.sun.com/support/)
■ トレーニング (http://jp.sun.com/training/)

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–1 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

はじめに
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■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェル

$ command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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インストールに関する注意事項とバグ情
報

この章では、Solaris 10オペレーティングシステムのインストールに関連した情報と
問題について説明します。

注 –修正されて Solaris 10 10/08ソフトウェアに適用されなくなったバグと問題につい
ては、付録A「Solaris 10オペレーティングシステムで統合された解決済みバグの
表」を参照してください。

一般情報
ここでは、Solaris 10 OSでの動作の変更点など、一般的な情報について説明します。

新しいメモリー要件
Solaris 10 10/08リリースの最小および推奨メモリー要件を次に示します。
■ UFSルートファイルシステム:

■ 最小メモリーは 384Mバイト
■ 推奨メモリーは 512Mバイト

■ ZFSルートファイルシステム:
■ 最小メモリーは 786Mバイト
■ ZFSパフォーマンス全体には 1Gバイトのメモリーが推奨される

Solarisリリースのアップグレードサポートの変更
SPARCシステムの場合、Solaris 10 8/07リリース以降にアップグレードできるのは、
次のリリースの Solaris OSだけです。
■ Solaris 8 OS

1第 1 章
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■ Solaris 9 OS
■ Solaris 10 OS

x86システムの場合、アップグレードできるのは、次のリリースの Solaris OSだけで
す。

■ Solaris 9 OS
■ Solaris 10 OS

Solaris 8より前のリリースのソフトウェアを Solaris 10 10/08ソフトウェアにアップグ
レードする場合は、最初に上記のいずれかのリリースにアップグレードしてくださ
い。そのあとに、Solaris 10 10/08リリースにアップグレードしてください。

Solaris OS以外の製品のサポート
Solaris 10 10/08は、Solarisの互換性保証に沿って以前のリリースとの互換性について
テスト済みです。このことは、Solarisの公開されているABIに準拠するアプリケー
ション (他社製のアプリケーションを含む)が Solaris 10 10/08で修正なしに動作するこ
とを意味します。詳細は、Solarisアプリケーション保証プログラム
(http://www.sun.com/software/solaris/guarantee.jsp)を参照してください。

Solarisソフトウェアに含まれないほかの製品を Solaris OSとともにシステムで実行す
る場合があります。このような製品には、Sunよって提供されるものと、他社に
よって提供されるものがあります。このシステムを Solaris 10リリースにアップグ
レードする場合は、このようなほかの製品が Solaris 10 OSでもサポートされることを
確認してください。これらの各製品の状態に応じて、次のどちらかの方法を実行で
きます。

■ 製品の既存のバージョンが Solaris 10ソフトウェアでサポートされていることを確
認します。

■ Solaris 10リリースでサポートされている製品の新しいバージョンをインストール
します。Solarisソフトウェアにアップグレードする前に、製品の以前のバー
ジョンを削除する必要がある場合もあります。詳細は、製品のマニュアルを参照
してください。

■ Solaris 10ソフトウェアにアップグレードする前に、製品を削除します。

始める前に
ここでは、Solaris 10 OSのインストールまたは Solaris 10 OSへのアップグレードを行
う前に知っておく必要がある重要な問題点について説明します。このような問題点
による影響で、インストールやアップグレードが正常に完了しない場合がありま
す。ここで説明する問題点が使用しているシステムに該当する場合は、インストー
ルやアップグレードを行う前に、推奨される回避方法を実行する必要があります。
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Solaris Live Upgradeと Solarisゾーン
Solaris 10 8/07リリース以降では、Solarisゾーンに Solaris Live Upgradeを使用できま
す。この詳細は、InfoDoc 206844
(http://sunsolve.sun.com/search/document.do?assetkey=1-61-206844-1)を参照して
ください。

Solaris Live Upgradeに関する制約事項
Solaris Live Upgradeが正しく動作するためには、使用するOSバージョンに特定の
パッチリビジョンのセットをインストールする必要があります。
http://sunsolve.sun.comを参照して、最新のパッチリストを使用しているかどうか確
認してください。Solaris 10 10/08リリースには、Solaris Live Upgradeに関する次の制
約事項があります。

■ Solaris Live Upgradeを使用して、現在の Solaris 8 OSを Solaris 10 10/08リリースに
アップグレードするには、次の手順を実行してください。

■ SPARCシステムの場合 - Solaris 8リリースから Solaris 10 10/08リリースへの
Solaris Live Upgradeがサポートされています。Solaris Live Upgradeを使用する手
順について
は、http://www.sun.com/bigadmin/features/articles/live_upgrade_patch.jsp

を参照してください。

■ x86システムの場合 - Solaris 8リリースから Solaris 10 10/08リリースへの Solaris
Live Upgradeはサポートされていません。代わりに、標準のアップグレード手
順を使用するか、Solaris 8 OSから Solaris 9 OSまたは Solaris 10 OSへの Solaris
Live Upgradeを実行してください。その次に、Solaris 9リリースまたは Solaris
10リリースから Solaris 10 10/08リリースへの Solaris Live Upgradeを実行できま
す。

■ Solaris Live Upgradeを使用して、現在の Solaris 9 OSを Solaris 10 10/08リリースに
アップグレードするには、次のパッチを適用します。

■ SPARCシステムの場合 – 137477-01またはそれ以降
■ x86システムの場合 – 137478-01またはそれ以降

■ Solaris Live Upgradeを使用して、現在の Solaris 10 OSを Solaris 10 10/08リリースに
アップグレードするには、次のパッチを適用します。

■ SPARCシステムの場合 – 137321-01またはそれ以降
■ x86システムの場合 – 137322-01またはそれ以降

これらのパッチには、新しい p7zip機能が備わっています。Solaris 10 10/08への
アップグレードをサポートするためには、Solaris Live Upgradeに p7zip機能が必要で
す。
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注 – Infodoc 72099に記載されていた Solaris Live Upgradeに最低限必要なパッチ情報
は、現在では Infodoc 206844に記載されています。

ZFSファイルシステムのゾーンルートでの Solaris
Live Upgradeの使用
Solaris 10 10/08リリースには、ZFSルートファイルシステムをインストールし、ZFS
上にゾーンルートを構成する機能が備わっています。通常、ゾーンルートは必要に
応じて ZFS上に作成および構成することができます。ただし、Solaris Live Upgradeで
は、ZFS上のゾーンルートに対して次の構成だけが現在サポートされています。
■ UFSルートファイルシステムがマウントされていて、すべてのゾーンルートが

UFS上にあり、次のいずれかのリリースを実行している場合:
■ Solaris 10 6/06、Solaris 10 11/06、Solaris 10 8/07、Solaris 10 5/08
■ Solaris 10 10/08

ルートファイルシステムが ZFSで、すべてのゾーンルートが ZFS上にあり、
Solaris 10 10/08リリースを実行する構成に移行できます。この構成には引き続き
パッチが適用され、以降の Solaris 10リリースが稼働するようにアップグレードさ
れる可能性があります。

■ ZFSルートファイルシステムが含まれている Solaris 10 10/08システムをインス
トールし、そのあとですべてのゾーンルートを ZFS上に構成できます。ゾーン
ルートは、グローバルルートファイルシステムと同じプール内にある必要があり
ます。この構成には引き続きパッチが適用され、以降の Solaris 10リリースが稼働
するようにアップグレードされる可能性があります。

これらの構成の設定方法の詳細は、『Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSをサポートす
るための Solarisインストールと Solaris Live Upgradeの要件」を参照してください。

ZFSルートファイルシステムへの移行を開始する場合、または ZFSルートファイルシ
ステムが含まれているシステムでゾーンを設定する場合は、この章に記載された情
報をよく確認してから行なってください。推奨手順に正確に従って ZFSルート
ファイルシステムが含まれているシステムにゾーンを設定して、そのシステムで確
実に Solaris Live Upgradeを使用できるようにしてください。

ラベル付きゾーンが構成された Solaris Trusted
Extensionsシステムのアップグレード
Solaris Trusted Extensionsが構成された Solarisシステムでは、非大域ゾーンが使用され
ます。これらのシステムのアップグレード方法は、ゾーンを使用する Solarisシステ
ムのアップグレード方法と同じであり、注意事項も同じです。
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■ ZFSゾーン–現在のところ、ZFSゾーンが構成されている Solarisシステムはアップ
グレードできません。ZFSゾーンが構成されている Solaris Trusted Extensionsシス
テムの場合は、代替手段としてゾーンを再作成します。ゾーンを再作成するに
は、次の手順を実行してください。

1. まず、tar -Tコマンドを使用してすべてのデータをバックアップします。
2. 次に、ゾーンを削除します。
3. システムをアップグレードし、すべてのゾーンを再構成します。
4. すべてのゾーンが構成されたあとで、すべてのデータを復元します。

■ NFSv4ドメイン–アップグレード後に、各ラベル付きゾーンを起動すると、NFSv4
ドメインの入力を求めるプロンプトが表示されます。このプロンプトが表示され
ないようにするには、アップグレードを行う前に、各ラベル付きゾーンの
/etc/default/nfsファイルに正しい NFSMAPID_DOMAIN値を追加します。詳細は、
CR 5110062を参照してください。

■ Live Upgrade–ゾーンが構成されている Solarisシステムの Live Upgradeに影響を及
ぼすバグが 2つあります。
■ 49ページの「非大域ゾーンで lucreateおよび lumakeコマンドが失敗する

(6659451)」
■ 50ページの「Solaris Live Upgrade後の非大域ゾーンでの /tmpのアクセス権が
正しくない (6619278)」

これらのバグは、Solaris Trusted Extensionsが構成されているシステムの Live
Upgradeにも影響します。回避方法も同じです。

■ ネームサービス–インストール時にシステムでネームサービスを使用するように
構成した場合、それがアップグレード中に使用されるネームサービスと異なって
いるときは、ブート後に大域ゾーンで正しいネームサービスを使用することがで
きます。

たとえば、システムのインストール時にネームサービスとしてNISを使用するよ
うに指定した場合、あとでシステムを LDAPクライアントに変換したときは、
luactivateブートを使用して、大域ゾーンで使用するネームサービスをNISに戻
すことができます。この原因はCR 6569407です。
回避方法としては、/var/svc/profileディレクトリの name_service.xmlシンボ
リックリンクを調整して、現在使用されているネームサービスに対応する正しい
xmlファイルを指すようにします。たとえば、インストール時にネームサービス
としてNISを指定した場合、name_service.xmlは ns_nis.xmlへのシンボリックリ
ンクになります。そのあとでシステムが LDAPクライアントに変換された場合、
Live Upgrade中に使用されたネームサービスが LDAPであれば、次のコマンドを
実行します。

# ln -fs ns_ldap.xml name_service.xml

これは、Live Upgradeを開始する前または lucreateコマンドを実行する前に行う
ようにしてください。ただし、lucreateの前にこのコマンドを実行しなかった場
合は、luactivateコマンドを実行したあとで次の手順を実行します。
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1. 新しいブート環境を lumountでマウントします。

# lumount <BE_name>

2. ブート環境の /var/svc/profileディレクトリに移動します。

# cd /.alt.<BE_name>/var/svc/profile

3. name_service.xmlリンクを適切に設定します。次に例を示します。

# ln -fs ns_ldap.xml name_sevice.xml

4. ブート環境を luumountでマウント解除します。

# luumount <BE_name>

注 –上記の手順を実行せずにシステムをブートした場合は、ネームサービスに関
連する適切な SMFクライアントサービスを手動で起動する必要があります。

SPARCおよび x86マシン上のミニルートへの
パッチの適用
SPARCおよび x86マシン上のミニルートにパッチを適用する場合に、Cターゲット指
定子を指定して -patchaddを使用する手順が変更されています。変更後の手順では、
ミニルートを展開し、パッチを適用してから、ミニルートを再度パッケージ化する
必要があります。

詳細な手順については、次のトピックを参照してください。

■ 『Solaris 10 10/08インストールガイド (ネットワークインストール)』の第 5
章「DVDメディアを使用したネットワークインストール (作業)」

■ 『Solaris 10 10/08インストールガイド (ネットワークインストール)』の第 6
章「CDメディアを使用したネットワークインストール (作業)」

■ 『Solaris 10 10/08インストールガイド (ネットワークインストール)』の第 7章「ミ
ニルートイメージへのパッチの適用 (作業)」

Solaris 10 Updateの Solaris Data Encryption
Supplement
Solaris 10 8/07リリース以降、Solaris 10 OSソフトウェアには Solaris Data Encryption
Supplementパッケージがデフォルトで含まれています。これらのパッケージをダウ
ンロードしてインストールする必要はなくなりました。
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Solaris 10 10/08リリース用のGNOMEディスプレイ
マネージャーパッチをインストールするときに必
要な追加手順
次のパッチは、CR 6277164およびCR 6214222で報告されている問題を解決するため
のパッチです。

■ パッチ ID 119366-05 (SPARCベースのシステム用)
■ パッチ ID 119367-05 (x86ベースのシステム用)

次の節では、それら報告済みの問題を完全に解決するために必要な追加手順につい
て説明します。詳細は、これらのパッチのパッチREADMEの Special Install
Instructionsセクションをお読みください。

x86: elxまたは pcelxNICを備えたシステムで
ネットワーク構成が失敗する
elxまたは pcelxネットワークインタフェースカード (NIC)を備えたシステムでは、
インストールが失敗します。NICの構成中に、次のエラーメッセージが表示される
ことがあります。

WARNING: elx: transmit or jabber underrun: d0<UNDER, INTR, CPLT>

詳細は、elxl(7D)または pcelx(7D)のマニュアルページを参照してください。

回避方法: elxまたは pcelx NICを使用していないシステムにインストールして実行し
てください。

/varファイルシステムのデフォルトのサイズが不
十分
/varファイルシステムが別のスライスに置かれている場合は、/varファイルシステ
ムのデフォルトのサイズが不十分なことがあります。

/varファイルシステムのスライスサイズを手動で大きくする必要があります。

注 – /varファイルシステムが別のスライスやパーティションに置かれていない場合、
この問題は発生しません。

回避方法:次のいずれかを選択してください。

始める前に

第 1章 • インストールに関する注意事項とバグ情報 25

http://docs.sun.com/doc/816-5177/elxl-7d?a=view
http://docs.sun.com/doc/816-5177/pcelx-7d?a=view


■ Solaris GUIインストールプログラムを使用している場合は、次の手順を実行しま
す。

1. インストールを開始します。
2. 「インストール形式の選択」から「カスタムインストール」を選択します。

Solarisインストールプログラムでは、いくつかの画面が表示され、インストー
ルするソフトウェアのローカリゼーション、製品、およびディスク配置をカス
タマイズできます。

3. 「ファイルシステムの配置」から「変更」を選択します。
ディスク配置画面が表示されます。

4. 特定のスライスの「ファイルシステム」列に /varと入力し、「適用」をク
リックします。

インストールプログラムによって /varファイルシステムのデフォルトのサイ
ズが提示されます。

5. /varファイルシステムの「サイズ」列のエントリを編集して、ディスク容量
サイズの 2倍に設定します。
たとえば、インストールプログラムで 40Mバイトの容量が割り当てられてい
る場合は、「サイズ」の値を 80に変更します。

6. インストールを完了します。
■ Solarisインストールプログラムのテキストインストーラを使用している場合は、
次の手順を実行します。

1. インストールを開始します。
2. 「インストール形式の選択」から「カスタムインストール」を選択します。

Solarisインストールプログラムでは、いくつかの画面が表示され、インストー
ルするソフトウェアのローカリゼーション、製品、およびディスク配置をカス
タマイズできます。

3. 「ファイルシステムの配置」から「自動配置」を選択します。
ディスク配置画面が表示されます。

4. 特定のスライスの「ファイルシステム」列に /varと入力します。

インストールプログラムによって /varファイルシステムのデフォルトのサイ
ズが提示されます。

5. /varファイルシステムのサイズをカスタマイズするには、F4_Customizeキー
を押します。

6. /varファイルシステムの「サイズ」列のエントリを編集して、ディスク容量
サイズの 2倍に設定します。
たとえば、インストールプログラムで 40Mバイトの容量が割り当てられてい
る場合は、「サイズ」の値を 80に変更します。

7. インストールを完了します。
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■ カスタム JumpStartプログラムを使用している場合は、filesysプロファイルキー
ワードを使用して /varファイルシステムのサイズを設定します。次の例では、ス
ライス 5の /varファイルシステムのサイズを 256Mバイトに設定しています。

filesys c0t0d0s5 256 /var

x86: BIOSバージョンGG.06.13のHewlett-Packard
(HP) Vectra XUシリーズのシステムをアップグレー
ドできない
Solaris 10ソフトウェアには、大きなパーティションをインストールできる機能が含
まれています。システム BIOSは Logical Block Addressing (LBA)をサポートしている必
要がありますが、BIOSバージョンGG.06.13は LBAアクセスをサポートしていませ
ん。このような衝突を Solarisブートプログラムは処理できません。このことはほか
のHP Vectraシステムにも影響します。

このシステムをアップグレードすると、HPシステムはブートしなくなります。暗い
画面上に点滅する下線が表示されるだけです。

回避方法:最新の BIOSバージョンGG.06.13のHP Vectra XUシリーズシステムを
Solaris 10リリースにアップグレードしないでください。Solaris 10リリースでは、こ
れらのシステムはサポートされていません。

ブートフロッピーディスクまたはブートCDを使用すれば、ブートにハードディスク
コードを使用しないので、システムをブートすることができます。その後、ブート
可能デバイスとして、ネットワークまたはCD-ROMドライブではなくハードディス
クを選択してください。

SPARC:古いファームウェアでは、ブート用 Flash
PROMを更新する必要がある
SPARCベースのシステムでは、Solaris 10 OSは 64ビットモードでのみ動作します。
一部の Sun4UTMシステムでは、OSを 64ビットモードで実行するために、Flash PROM
内のOpenBootTMファームウェアを高いレベルに更新する必要があります。次のシス
テムでは、Flash PROMの更新が必要となる場合があります。

■ UltraTM 2
■ Ultra 450および Sun EnterpriseTM 450
■ Sun Enterprise 3000、4000、5000、および 6000の各システム
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次の表に、UltraSPARCシステムと、64ビットの Solaris 10 OSを実行するために必要
な最小限のファームウェアバージョンを示します。システムタイプは、uname -iコマ
ンドを実行して確認できます。実行中のファームウェアバージョンは、prtconf -Vコ
マンドを実行して確認できます。

表 1–1 UltraSPARCシステム上で 64ビット Solarisソフトウェアを実行するために必要なファー
ムウェアバージョン

システムタイプ (uname -iで出力される)
必要最小限のファームウェアバージョン (prtconf -Vで出
力される)

SUNW,Ultra-2 3.11.2

SUNW,Ultra-4 3.7.107

SUNW,Ultra-Enterprise 3.2.16

この表に記載されていないシステムでは、Flash PROMを更新する必要はありませ
ん。Flash PROMを更新する方法については、 http://docs.sun.comで『Solaris 8 Sun
ハードウェアマニュアル』のいずれかの版を参照してください。

注 – SPARCシステムと x86システムの両方でファームウェアをアップグレードする
と、パフォーマンスが著しく向上する可能性があります。BigAdmin Patching Center
(http://www.sun.com/bigadmin/patches/overview.jsp)の Firmwareの節を参照してく
ださい。また、FAQ (http://www.sun.com/bigadmin/patches/firmware/faq.jsp)も参
照してください。

旧バージョンの Solaris管理コンソールソフト
ウェアは Solaris管理コンソール2.1ソフトウェア
と互換性がない
Solaris管理コンソール 2.1ソフトウェアは、旧バージョンの Solaris管理コンソール
1.0、1.0.1、1.0.2ソフトウェアと互換性がありません。Solaris管理コンソール 1.0、
1.0.1、1.0.2のいずれかのソフトウェアがインストールされた状態で Solaris 10リリー
スおよびその互換バージョンにアップグレードする場合は、Solaris管理コンソール
ソフトウェアをアンインストールする必要があります。システムに SEAS 2.0、SEAS
3.0、Solaris 8 Admin Packのいずれかがインストールされていると、Solaris管理コン
ソールソフトウェアが存在している可能性があります。

回避方法:次のいずれかを選択してください。

■ アップグレードする前に /usr/bin/prodregコマンドを実行して、Solaris管理コン
ソールソフトウェアのフルアンインストールを行います。
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■ Solaris 10リリースへのアップグレード前に Solaris管理コンソールソフトウェア
1.0、1.0.1、1.0.2をアンインストールしていなかった場合は、Solaris管理コンソー
ルソフトウェア 1.0、1.0.1、1.0.2のすべてのパッケージを削除する必要がありま
す。パッケージの削除には prodregコマンドではなく、pkgrmコマンドを使用しま
す。必ず、手順に記載された順番どおりに削除してください。次の手順を実行し
ます。

1. スーパーユーザーになります。

2. 次のコマンドを入力します。

# pkginfo | grep “Solaris Management Console“

前述の出力結果で、パッケージ名の説明文の先頭に「Solaris Management
Console 2.1」という文字列がない場合、そのパッケージは Solaris管理コンソー
ル 1.0ソフトウェアのパッケージです。

3. pkgrmを使用して、Solaris管理コンソール 1.0ソフトウェアパッケージのすべて
のインスタンスを次の順序で削除します。

注 –説明文に「Solaris Management Console 2.1」という文字列が含まれている
パッケージは削除しないでください。たとえば、SUNWmc.2は Solaris管理コン
ソール 2.1ソフトウェアのパッケージです。

pkginfoの出力に、複数のバージョンの Solaris管理コンソール 1.0ソフト
ウェアパッケージが含まれている場合は、pkgrmを使用して、すべてのバー
ジョンを削除してください。このとき、パッケージ名の末尾に番号が付いてい
ないものを先に削除します。その後、末尾に番号が付いているものを削除して
ください。たとえば、pkginfoの出力に SUNWmcmanと SUNWmcman.2が含まれてい
る場合、最初に SUNWmcmanを削除して、次に SUNWmcman.2を削除します。
prodreg は使用しないでください。

# pkgrm SUNWmcman

# pkgrm SUNWmcapp

# pkgrm SUNWmcsvr# pkgrm SUNWmcsvu

# pkgrm SUNWmc

# pkgrm SUNWmcc

# pkgrm SUNWmcsws

4. 端末ウィンドウで次のコマンドを実行します。

# rm -rf /var/sadm/pkg/SUNWmcapp

これで Solaris管理コンソール 2.1ソフトウェアが正しく機能するようになりま
す。将来 Solaris管理コンソール 2.1ソフトウェアの保守を行う場合や、Solaris管
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理コンソール 2.1ソフトウェアが正しく機能しない場合は、Solaris管理コンソー
ル 2.1ソフトウェアをいったん削除します。次の手順で再インストールしてくだ
さい。

1. pkgrmを使用して、Solaris管理コンソール 2.1ソフトウェアパッケージのすべて
のインスタンスを次の順序で削除します。

注 – SUNWmcと SUNWmc.2のように、ある Solaris管理コンソール 2.1ソフトウェア
パッケージに対して複数のインスタンスがシステム上に存在する場合は、最初
に SUNWmcを削除して、次に SUNWmc.2を削除してください。prodregは使用し
ないでください。

# pkgrm SUNWpmgr

# pkgrm SUNWrmui

# pkgrm SUNWlvmg

# pkgrm SUNWlvma

# pkgrm SUNWlvmr

# pkgrm SUNWdclnt

# pkgrm SUNWmga

# pkgrm SUNWmgapp

# pkgrm SUNWmcdev

# pkgrm SUNWmcex

# pkgrm SUNWwbmc

# pkgrm SUNWmc

# pkgrm SUNWmcc

# pkgrm SUNWmccom

2. Solaris 10 SOFTWARE - 4 CDをCD-ROMドライブに挿入します。端末ウィンド
ウで次のように入力します。

#

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Product

# pkgadd -d . SUNWmccom SUNWmcc SUNWmc SUNWwbmc SUNWmcex SUNWmcdev \

SUNWmgapp SUNWmga SUNWdclnt SUNWlvmr SUNWlvma SUNWlvmg SUNWpmgr \

SUNWrmui

これによって、すべての旧バージョンの Solaris管理コンソールソフトウェアが削
除され、Solaris管理コンソール 2.1ソフトウェアが正しく機能するようになりま
す。
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x86: BIOSデバイスのユーティリティーに障害が発
生すると、インストールまたはアップグレードを
完了できない (6362108)
特定の状況において、BIOSデバイスのユーティリティー (/sbin/biosdev)に障害が発
生し、インストールまたはアップグレードが正常に行われないことがあります。こ
のエラーは、次のいずれかの状況で発生する可能性があります。

■ パッチ ID 117435-02を適用したが、システムをリブートしなかった。
■ システムに、同一の fdiskパーティションを持つ複数の同一ディスクがある。

次のエラーメッセージが表示されます。

biosdev: Could not match any!!

回避方法:パッチ ID 117435-02を適用したあとは、必ずシステムをリブートしてくだ
さい。インストールまたはアップグレードに使用される同一のディスクが、異なる
fdiskパーティションレイアウトで構成されていることを確認してください。

次の例で使用するシステムには、同じ fdiskパーティションレイアウトで構成される
2つのディスクが含まれています。これらのレイアウトを変更するには、次の手順を
実行します。

1. スーパーユーザーになります。
2. ディスク管理ユーティリティーを起動します。

# format

システム上で使用できるディスクのリストが表示されます。

3. fdiskパーティションを変更するディスクを選択するために、ディスクの番号を入
力します。

4. 「Format」オプションのリストから、「fdisk」を選択します。
ディスクのパーティション情報と fdiskオプションのリストが表示されます。

5. ディスクのレイアウトを変更するために、次のいずれかの方法を選択します。
■ 別のアクティブパーティションを指定する場合は、2を押します。
■ 別のディスクパーティションを追加する場合は、1を押します。
■ 未使用のパーティションを削除する場合は、3を押します。

6. 変更を保存して fdiskメニューを終了するには、5を押します。
7. ディスク管理ユーティリティーを終了するには、「Format」オプションか
ら「Quit」を選択します。

8. システムを再起動します。
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9. システムをリブートしたあとに、エラーメッセージが表示されなくなったことを
確認します。スーパーユーザーとして、次のコマンドを入力します。

# /sbin/biosdev

それでもエラーメッセージが生成される場合は、前記の手順を繰り返します。た
だし、手順 5では別のオプションを選択してください。

10.同一の fdiskパーティションレイアウトを持つ同一のディスクがほかにもシステム
に含まれている場合は、それらのディスクに対して手順 1 - 9を繰り返します。そ
のようなディスクがない場合は、Solarisのインストールまたはアップグレードを
続行できます。

Solarisゾーンがインストールされている場合に、
Solaris Flashアーカイブを作成できない (6246943)
最新の Solarisリリースから、非大域ゾーンがインストールされているときに、Solaris
Flashアーカイブを適切に作成できなくなっています。Solaris Flash機能は、最新のリ
リースでは Solarisコンテナ (ゾーン)機能との互換性を持っていません。

flar createコマンドを使用して、次の環境に Solaris Flashアーカイブを作成しないで
ください。

■ 非大域ゾーン内
■ 非大域ゾーンがインストールされている場合の大域ゾーン内

このような環境に Solaris Flashアーカイブを作成すると、配置したアーカイブが適切
にインストールされないことがあります。

回避方法:インストールされているゾーンがすべて停止している場合は、それらの
ゾーンを含むシステムの Solaris Flashアーカイブを作成でる可能性があります。詳細
は、http://balrog.east/%7Ejvictor/Solaris/S10/Zones/FlarZone.htmlを参照してく
ださい。

.

x86: Sun Java Workstations 2100Zでは、Solaris 10
Operating System DVDからのブート時にパニック
が発生することがある (6214356)
Sun Java Workstation 2100ZのDVDコンボドライブのファームウェアが原因で、シス
テムパニックが発生することがあります。このパニックは、ワークステーションを
Solaris 10 Operating System DVDからブートするときに発生します。カーネル起動画面
が表示されたあと、次のメッセージがごく短時間に表示されます。
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panic[cpu0]/thread=fec1be20: mod_hold_stub:

Couldn’t load stub module sched/TS_DTBL

fec25cb0 genunix:mod_hold_stub+139 (fec04088, 63, fea11)

fec25cc4 unix:stubs_common_code+9 (1, 8, fec026e4)

fec25ce4 unix:disp_add+3d (fec026dc)

fec25d00 genunix:mod_installsched+a4 (fef01530, fef01518)

fec25d20 genunix:mod_install+2f (fef01518, fec25d3c,)

fec25d2c TS:_init+d (0, d6d89c88, fec25d)

fec25d3c genunix:modinstall+d9 (d6d89c88)

fec25d50 genunix:mod_hold_installed_mod+2e (d6d77640, 1, fec25d)

fec25d7c genunix:modload+ac (fec026c4, fec26c4)

fec25d98 genunix:scheduler_load+3d (fec026c4, fec026dc)

fec25db4 genunix:getcid+50 (fec026c4, fec28514)

fec25dcc unix:dispinit+df (fec25ddc, fe814ba9)

fec25dd4 unix:startup_modules+d5 (fec25dec, fe8cac37)

fec25ddc unix:startup+19 (fe800000, 166130, 7)

fec25dec genunix:main+16 ()

その後、システムが自動的にリセットされます。

回避方法:次のいずれかを選択してください。

回避方法 1: BIOSの構成設定の一部を変更します。この一時的な回避方法によって、
Solaris 10のインストールを完了できます。ただし、この方法では、DVDの読み取り
パフォーマンスが低下することがあります。次の手順を実行します。

1. システムのブート中に、プロンプトで F2キーを押してセットアップモードに入り
ます。

画面には、次のような接続タイプのオプションが表示されます。

Primary Master [ ]

Primary Slave [ ]

Secondary Master [CD-ROM]

Secondary Slave [ ]

2. DVDドライブの接続タイプを選択するために、CD-ROM用の接続タイプを選択
します。

注 –システムに光学式ドライブが複数ある場合など、画面にCD-ROM用の接続タ
イプが複数表示されることがあります。そのような場合は、システムのケースを
開き、DVDドライブの接続点を調べる必要があります。必ずDVDドライブに適
した接続タイプを選択してください。

3. 適切なCD-ROM接続タイプを選択したら、Enterキーを押します。
次に表示される画面では、Type:[Auto]が自動的に選択されています。

4. スペースバーを 2回押して選択を Type:[CD-ROM]に変更します。
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5. 矢印キーを使用して「Transfer Mode」を選択します。

6. Enterキーを押して、「Transfer Mode」のほかのオプションを一覧表示します。
7. 矢印キーを使用して「Standard」を選択し、Enterキーを押して確定します。
8. F10キーを押して、構成の変更を保存し、BIOSセットアップを終了します。
システムが再起動します。

回避方法 2: DVDコンボドライブのファームウェアを v1.12に更新します。この回避
方法を実行するには、Microsoft Windowsが稼働しているシステムにDVDコンボドラ
イブを接続する必要があります。次の手順を実行します。

1. DVDコンボドライブを Sun Java Workstation 2100zから取り外します。ドライブを
正しく取り外す手順については、ワークステーションのユーザーガイドを参照し
てください。

2. Microsoft Windowsが稼働しているシステムにドライブを接続します。必要な場合
は必ず、マスターおよびスレーブのジャンパ設定を変更してください。

3. AOpenのダウンロードセンター (http://download.aopen.com.tw/default.aspx)を
参照します。

4. 次の情報を使用して、使用しているDVDドライブのファームウェアを検索しま
す。
■ Product: Combo drives
■ Model: COM5232/AAH
■ Categories: Firmware

5. ファームウェアバージョンR1.12をダウンロードし、インストールします。
6. ドライブをワークステーションに再び取り付けます。必要に応じて、マスターお
よびスレーブのジャンパ設定を元に戻します。

注 –このサイトには、これよりも新しいバージョンのファームウェアが用意されてい
る可能性もあります。Sunのテストでは、パニックの問題は v1.12リリースで解決さ
れることが確認されています。v1.12より新しいバージョンのファームウェアでも同
様にこの問題が解決されるかどうかは、Sunでは確認できません。

x86:一部の Sun Fireシステムでは、シリアルコン
ソールが動作しない (6208412)
次の Sun Fireシステムでは、デフォルトではシリアルコンソール (ttya)が動作しませ
ん。

■ Sun Fire V20z
■ Sun Fire V40z
■ Sun Fire V60x
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■ Sun Fire V65x

シリアルコンソールを使用するには、システムの BIOSを手動で設定する必要があり
ます。

回避方法:この回避方法を実行するには、システムに Sunキーボードとディスプレイ
モニターが必要です。次の手順を実行します。

1. マシンをブートします。
2. システムのブート中に、プロンプトで F2キーを押して Phoenix BIOSにアクセスし
ます。

3. 「Peripherals」で、通信ポートを「disabled」から「enabled」に変更します。
4. 設定を保存し、システムをブートします。
5. eepromコマンドを使用して、入力デバイスと出力デバイスを ttyaに変更します。

注 –これらのシステムでは、システムのブート中に StopキーとNキーを押しても、
低レベルのファームウェアをデフォルトの設定にリセットすることはできません。

x86 fdiskブートパーティションがすでに存在して
いるシステムでは、Solaris GUIインストールプロ
グラムが失敗する場合がある (6186606)
x86ブートパーティションがすでに存在しているシステムでは、Solaris GUIインス
トールプログラムが失敗する場合があります。既存の x86ブートパーティションが
Solaris GUIインストールプログラムで作成された場合に、この失敗が発生します。
次のエラーメッセージが表示されます。

Default layout will not work on this system.

Error:

Error: ERROR: Could not create explicit fdisk partition on c0t0d0,

requested cylinders 14581 - 14597 in use by fdisk partition 1

Error:

Error: ERROR: System installation failed

Pfinstall failed. Exit stat= java.lang.UNIXProcess@a89ce3 2

artition on c0t0d0, requested cylinders 14581 - 14597 in use by fdisk

partition 1 ERROR: System installation failed

回避方法:次のいずれかを選択してください。

回避方法 1:インストールプログラムで、インストールの種類を選択するよう求める
プロンプトが表示されたら、「3 Solaris Interactive Text (Desktop Session)」を選択しま
す。
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回避方法 2: Solaris GUIインストールプログラムを使用している場合は、次の手順を
実行します。

1. インストールを開始します。
2. インストールの種類を選択するよう求めるプロンプトで、「カスタムインストー
ル」を選択します。

カスタムインストールのパネルでは、インストールするロケール、ソフト
ウェア、およびディスクに関する情報を入力するよう求められます。

3. システムに応じて、これらの画面の質問に適切に回答します。
4. Fdiskの選択画面で、x86bootパーティションが含まれているディスクにチェック
マークを付けます。

5. プルダウンメニューで x86bootパーティションを「UNUSED」に変更して、この
パーティションを削除します。

6. x86bootパーティションを「UNUSED」から元の「x86boot」に変更して、この
パーティションを追加します。

7. インストールを続行します。

インストールに関する注意事項とバグ情報
Solaris 10 OSのインストール時またはインストール後に発生するバグ情報について説
明します。

ローカライズされたインストールに関する注意事
項
ローカライズされた Solarisインストーラは、常に EUCまたは ISO8859ロケールで実
行されます。このため、インストールログは EUCまたは ISO8859エンコーディング
で作成されます。

回避方法:端末を介してローカライズされたCLI (コマンド行インタフェース)インス
トールを実行している間は、端末のロケールを EUCまたは ISO8859ロケールにする
必要があります。

SPARC: Solaris 10 10/08に対してWANブートインス
トールが失敗する
Solaris 10 10/08リリースからWANブートイメージをインストールするときに、イン
ストールが失敗します。次のエラーメッセージが表示されます。
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boot_file=/wanboot/wanboot.u-137111-04

root_file=/miniroot/miniroot.s10-1008

回避方法:インストールを続行するには、Solaris 10 10/08ミニルートイメージに
パッチを適用する必要があります。ネットワークインストールミニルートイメージ
にパッチを適用するには、次の手順を実行します。

注 –次の手順では、ネットワーク上に Solaris最新リリースが実行されているシステム
があり、そのシステムにネットワークを経由してアクセスできると仮定していま
す。

1. Solaris最新リリースが実行されているシステム上で、スーパーユーザーとしてロ
グインするか、同等の役割になります。

2. 作成したインストールイメージの Toolsディレクトリに移動します。

# cd install-server-path/install-dir-path/Solaris_10/Tools

install-server-path たとえば /net/installserver-1のように、ネットワーク上の
インストールサーバーシステムへのパスを指定します。

3. 新しいインストールイメージを作成し、そのイメージを Solaris最新リリースが実
行されているシステム上に置きます。

# ./setup_install_server remote_install_dir_path

remote_install_dir_path 新しいインストールイメージを作成する Solaris最新リ
リース上のパスを指定します。

このコマンドにより、Solaris最新リリース上に新しいインストールイメージが作
成されます。このイメージにパッチを適用するには、このイメージを Solaris最新
リリースが実行されているシステム上に一時的に置きます。

4. Solaris最新リリース上で、ネットワークインストールのブートアーカイブを展開
します。

# /boot/solaris/bin/root_archive unpackmedia remote_install_dir_path \

destination_dir

remote_install_dir_path Solaris最新リリース上のネットワークインストールイ
メージへのパスを指定します。

destination_dir 展開されたブートアーカイブを含むディレクトリのパス
を指定します。

5. Solaris最新リリース上で、展開したブートアーカイブにパッチを適用します。

# patchadd -C destination_dir path-to-patch/patch-id
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path-to-patch たとえば /var/sadm/spoolのように、追加するパッチのパスを指
定します。

patch-id 適用するパッチ IDを指定します。

patchadd -Mコマンドを使用すると、複数のパッチを指定できま
す。詳細については、patchadd(1M)のマニュアルページを参照し
てください。

注意 – patchadd -Cを使用する前には必ず、パッチの READMEを読むか、ご購入先に
おたずねください。

6. Solaris最新リリース上で、ブートアーカイブを作成します。

# /boot/solaris/bin/root_archive packmedia remote_install_dir_path \

destination_dir

7. パッチを適用したアーカイブをインストールサーバー上のインストールイメージ
にコピーします。

# cd remote_install_dir_path
# find boot Solaris_10/Tools/Boot | cpio -pdum \

install-server-path/install_dir_path

x86: Solaris 10 10/08より前のリリースで Solaris
Flashアーカイブのインストールが失敗する
(6735181)
Solaris 10 10/08より前のリリースの Solaris Flashアーカイブをインストールしようとす
ると、アーカイブのインストールに失敗します。Solaris 10 10/08以降のリリースで
は、Solaris 10 10/08以降のアーカイブであればインストールできます。次のエラー
メッセージが表示されます。

bootadm: biodev command failed for disk:

/dev/dsk/<c0t2d0s0>.

bootadm: 1s_bootdisk(): cannot determine BIOS disk ID "hd?" for disk:

/dev/dsk/<c0t2d0s0>

bootamd: get_grubroot(): cannot get (hd?, ?,?) for menu. menu not on bootdisk:

/dev/rdsk/<c0t2d0s0>

回避方法:次のいずれかを選択してください。

■ Solaris 10 10/08以降のリリースの Solaris Flashアーカイブをインストールします。
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■ 以前のリリースの Solaris Flashアーカイブをインストールする必要がある場合は、
そのリリースからブートし、アーカイブを展開します。

SPARC: WANブートプログラムを使用してインス
トールメディアから直接ブートすると失敗する
(6734066)
次のコマンドを使用してシステムをブートしようとすると、インストールに失敗し
ます。

# boot -F wanboot -vV -o prompt

その結果、システムパニックが発生します。次のエラーメッセージが表示されま
す。

wanboot: panic - boot: can’t alloc ramdisk memory

この問題は、Sun4uと Sun4vの両プラットフォームタイプで発生します。

回避方法: wanbootプログラムを使用してシステムをブートしないでください。代わ
りに、インストールメディアから直接システムをブートしてください。

一部のアジア語ロケールがカスタム JumpStartに
使用できない (6681454)
カスタム JumpStartによるインストール中に、th_TH.ISO8859-11、th_TH.TIS620、
ko_KR.EUC、ko_KR.UTF-8、zh_TW.EUC、zh_CN.EUC、zh_CN.GBK、zh_CN.UTF-8
などの一部のアジア語ロケールを使用できません。system_localeキーワードを使用
してロケールを sysidcfgファイル内に設定しているときに、次のエラーメッセージ
が表示されます。

xx_xx.xxxxx is not a valid system locale

JumpStartによるインストールが停止され、対話式インストールが開始します。

回避方法:長いロケール名ではなく、短めのロケール名 (th_TH、ko、ko.UTF-8、
zh_TW、zh、zh.GBK、zh.UTF-8など)を使用します。
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PRODRMに Solaris Trusted Extensionsの prodregエ
ントリの削除にかかわる問題がある (6616592)
Solaris Trusted Extensionsを Solaris 10 11/06または Solaris 10 8/07リリースから最新の
Solaris 10 10/08リリースにアップグレードする間に、Solaris Trusted Extensionsの
prodregエントリが削除されません。エラーメッセージは表示されません。

回避方法: Solaris Trusted Extensionsを最新のリリースにアップグレードしたあとで、
次のように手動で prodregエントリを削除してください。

# prodreg unregister -f -r -u "Solaris Trusted Extensions" -i 1

x86: NVidia SATAコントローラでATAPIデバイスが
サポートされない (6595488)
Solaris 10 10/08リリースに含まれているNVidia SATAコントローラMCP55および
CK804チップセット用のドライバでATAPI CD/DVDデバイスがサポートされませ
ん。

SATA CD/DVDデバイスを使用したシステムのインストールまたはアップグレード中
に、Solarisインストーラが起動し、機能しているように見えますが、次のエラー
メッセージを表示して失敗します。

■

ERROR: The disc you inserted is not a Solaris OS CD/DVD

■

There were problems loading the media from /cdrom

通常のシステムオペレーション中に、SATA CD/DVDドライブが設定されず、使用で
きません。

回避方法: USB CD/DVDを使用します。

Sunアップグレードの詳細なパッチ解析のパネル
はスクロールできない (6597686)
Solarisのアップグレード中、削除されるパッチを確認するために「Detailed
Analysis」を選択するとパッチがパネルに表示されますが、このパネルはスクロール
できません。削除されるパッチの完全なリストは表示できません。
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回避方法: analyze_patchesスクリプトを手動で実行します。

# cd <cdrom>/Solaris_10/Misc

# ./analyze_patches -R rootdir -N netdir -D databasedir

コマンドのオプションは次のとおりです。

-R rootdir rootdirは、インストールされたシステムのルートです。デ
フォルトのルートディレクトリは /です。

-N netdir netdirは、インストールするOSイメージのルートへのパスで
す。デフォルトのパスは /cdrom/cdrom0です。netdirは、
Solaris_10_606ディレクトリを含んでいるディレクトリへのパス
です。NFSマウントポイントから patch_analyzerを実行する場合
は、このオプションを使用する必要があります。

-D databasedir OSイメージ内の /Miscディレクトリ以外のディレクトリからスク
リプトを呼び出す場合、プログラムはパッチ解析に使用するデー
タベースを見つけることができません。-Dオプションを使用し
て、データベースへのパスを指定してください。このデータベー
スはOSイメージの Solaris_10_606/Misc/databaseディレクトリ
にありますが、これが見つからないとスクリプトは正しく動作し
ません。

dev_infoノードに親のデータがないためPCIeにパ
ニックが発生する (6517798)
driver.confファイルが parent属性を使って変更されている場合、NULLポインタ間
接参照によって Solaris OSにパニックが発生することがあります。次のエラー
メッセージが表示されます。

System panic: BAD TRAP: type=31 rp=2a101d31200 addr=8 mmu_fsr=0

occurred in module "pcie" due to a NULL pointer dereference

回避方法: PCI Express (PCIe)ベースの SPARCシステムに Solaris 10 10/08 OSをインス
トールする場合は、まず driver.confファイルが変更されているかどうかを次の手順
で確認します。

1. /kernel/drvディレクトリに移動します。

2. driver.confファイルに parent属性が設定されているかどうかを確認します。
parent属性が設定されている場合で、親の最後のノードに pciというワードが含
まれているときは、その行をコメントにします。必ずプロパティー全体をコメン
トにしてください。次に例を示します。
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# name="ACME,simple" parent="/pci@7c0/pci@0/pci@9"
# unit-address="3,1" debug-mode=12;

name="ACME,example" parent="pseudo" instance=1;

name="ACME,scsi" parent="/pci@7c0/pci@0/pci@9/scsi"
unit-address="3,1" debug-mode=12;

3. 次のディレクトリにある driver.confファイルに対して、手順 2を繰り返しま
す。
■ /usr/kernel/drv

■ /platform/‘uname -i‘/drv
■ /platform/‘uname -m‘/drv

4. Solaris 10 10/08 OSをインストールします。
5. パッチ 127747-01をインストールします。
6. 手順 1および 3に示されたディレクトリに移動します。手順 2でコメントにした

driver.confファイル内の行をすべてコメント解除します。

Solaris OSのインストール後、Linuxパー
ティションがGRUBメニューに表示されない
(6508647)
ディスクに Linuxがインストールされている場合、別のパーティションに Solaris OS
をインストールすると、LinuxパーティションはGRUBメニューに表示されません。
エラーメッセージは表示されません。

回避方法: GRUBメニューの menu.lstファイルを編集して、LinuxをGRUBメニュー
に追加します。次の手順を実行します。

1. Solaris OSをブートします。
2. /boot/grub/menu.lstにある menu.lstファイルを編集します。詳細は、『Solarisの
システム管理 (基本編)』を参照してください。

x86:メモリーが512Mバイトのシステムでインス
トールがハングアップする (6423854)
512Mバイトのシステム上でのインストールは、次の条件のときにメモリーが不足し
てハングアップすることがあります。

■ OSのネットワークインストールイメージを使用してインストールする。
■ Solarisインストールプログラムが次のウィンドウ環境である。

■ グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)。
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■ -textオプションまたは下記のメニューの「3. Solaris Interactive Text (Desktop
session)」。

利用可能なメモリーが使い果たされると、GUIインストール処理は速度が低下し、
最終的に失敗します。ウィンドウ環境への表示が正しく行われません。

回避方法:

この問題を回避するには、最初にインストールを開始するときに非ウィンドウ環境
を選択してください。インストールメディアから起動しているときに、次のメ
ニューが表示されます。

-----------

1. Solaris Interactive (default)

2. Custom JumpStart

3. Solaris Interactive Text (Desktop session)

4. Solaris Interactive Text (Console session)

5. Apply driver updates

6. Single user shell

Enter the number of your choice.

-----------

このとき、「4. Solaris Interactive Text (Console session)」を選択します。この非ウィン
ドウ環境ではテキストのみのインストールが開始され、大量のメモリーを消費する
プロセスは発生しません。

x86:インストール時の無効な /sbin/dhcpinfoエ
ラー (6332044)
x86ベースのシステムに Solaris 10 10/08 OSをインストールすると、次のエラー
メッセージが表示されます。

/sbin/dhcpinfo: primary interface requested but no primary interface is set

このエラーはインストールには影響がなく、インストールは成功します。

回避方法:このエラーメッセージは無視してください。
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x86: CDメディアからインストールしてリブート
を選択したあとに、ハングアップしているように
見える (6270371)
CDメディアを使用して Solarisインストールプログラムを実行しているときに、問題
が発生することがあります。Solaris 10 10/08 SOFTWARE CD - 4から Solarisソフト
ウェアをインストールしたあとに、次のプロンプトが表示されます。

Press Reboot now to continue.

「Reboot」を押しても、システムが応答しない場合があります。インストールは成
功します。ただし、このエラーにより、インストールプログラムが正常に終了しま
せん。つまり、標準のインストール後クリーンアップとシステムリブートを実行す
ることができません。

次の例のようなエラーメッセージが、/tmp/disk0_install.logファイルに記録されま
す。

Exception in thread "Thread-70" java.lang.IndexOutOfBoundsException:

Index: 6, Size: 5

at java.util.ArrayList.add(ArrayList.java:369)

at

com.sun.wizards.core.WizardTreeManager.

actualExitButtonPressed(WizardTreeManager.java:1499)

at

com.sun.wizards.core.WizardTreeManager.

exitButtonPressed(WizardTreeManager.java:1486)

at

com.sun.wizards.core.AutonextController.

run(AutonextController.java:736)

at

java.lang.Thread.run(Thread.java:595)

回避方法:次のいずれかを選択してください。

■ 回避方法 1:次の手順を実行します。
1. システムをシャットダウンしてから、電源を再投入します。
2. システムが起動したあとにCDを要求されたら、適切なCDを挿入します。CD
が挿入されても、追加のソフトウェアはインストールされません。すぐに、通
常のリブートが実行されます。

■ 回避方法 2:次の手順を実行します。
1. 端末ウィンドウを開きます。
2. スーパーユーザーとしてログインします。
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3. .instsuccessファイルへのアクセスを作成または変更します。

# touch /tmp/.instsuccess

4. Javaプロセスを停止します。

# pkill -9 java

CDメディアが要求されないまま、システムがリブートします。

x86:カスタム JumpStartインストールのあと、シ
ステムのブートが失敗する (6205478)
カスタム JumpStartインストール方式を使用して x86ベースのシステムへのインス
トールを行う場合は、スライス 2をオーバーラップスライスとして明示的に構成す
ると、エラーが発生します。インストールの完了後に、システムが正常にリブート
されません。次のエラーメッセージが表示されます。

Cannot find Solaris partition

オーバーラップスライス 2 (c0t0d0s2など)は、シリンダ 0ではなくシリンダ 1から始
まるように設定されるので、この失敗が発生します。

回避方法:カスタム JumpStartプロファイルで、スライス 2をオーバーラップスライス
として構成する filesysキーワードエントリを削除します。たとえば、次のようなキー
ワードエントリを削除します。

filesys c0t0d0s2 all overlap

エントリを削除したあと、カスタム JumpStartインストールを実行します。

x86: boot-device変数が設定されていない場合、
DVDから対話式GUIインストールを行うと失敗す
る (5065465)
Solaris 10 Operating System DVDから Solarisをインストールする場合、対話式GUIイ
ンストールは失敗することがあります。この失敗は、システムで boot-device構成変
数が設定されていない場合に発生します。

boot-device構成変数が設定されているかどうかを調べるには、次のコマンドを入力
します。
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# prtconf -pv | grep boot-device

このコマンドの出力が boot-device:のみで、関連付けられたデバイスがない場合、
対話式GUIインストールプログラムを使用して Solaris 10 Operating System DVDから
インストールを行うことはできません。

回避方法:対話式テキストインストーラを使用して Solaris 10ソフトウェアをインス
トールしてください。インストールプログラムで、インストールの種類を選択する
よう求められたら、オプション 3の「Solaris Interactive Text (Desktop Session)」を選択
します。

Solaris 10 Operating System DVDからのインストール方法の詳細については、
『Solaris 10 10/08インストールガイド (基本編)』を参照してください。

x86:一部のDell Precisionワークステーションで、
インストール中にUSBキーボードがフリーズする
(4888849)
一部のDell Precisionワークステーションでは、インストール中にUSBキーボードが
フリーズしたり部分的に機能しなくなったりして、インストールを実行できなくな
ることがあります。

回避方法:次のいずれかを実行してください。

■ ファームウェアのUSBエミュレーションモードを切り替えます。
■ PS/2キーボードに切り替えます。
■ リブートして再試行します。

あるいは、システムの BIOSを更新して問題を解決してください。

SPARC: hmeでのネットワークダウンロードのパ
フォーマンスが非常に低い (4704616)
オンボード hmeが搭載されたシステムで 180MバイトのミニルートファイルをRAM
にダウンロードするのに約 15分かかります。

回避方法: okプロンプトで、nvramに次の変更を行ってください。

1. nvramエディタを開きます。

ok> nvedit
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2. 次のパッチコードをバッファーに入力します。各行に自動的に番号が付けられま
す。

probe-all install-console banner

cd net

patch drop ms get-hme-status

patch use-frame-mode use-bit-bang-mode set-vectors

device-end

3. Control-Cキーを押します。

4. バッファーの内容を保存します。

ok> nvstore

5. 次のパラメータ値を設定します。

ok> setenv use-nvramrc? true

ok> setenv fcode-debug? true

ok> reset-all

CR 5106365も参照してください。

ファイルシステムの作成時に警告メッセージが出
力されることがある (4189127)
インストール中、ファイルシステムの作成時に、次のどちらかの警告メッセージが
出力される可能性があります。

Warning: inode blocks/cyl group (87) >= data blocks (63) in last

cylinder group. This implies 1008 sector(s) cannot be allocated.

または

Warning: 1 sector(s) in last cylinder unallocated

この警告メッセージは、作成中のファイルシステムのサイズと使用しているディス
ク上の容量が等しくない場合に表示されます。この場合、ディスク上に、作成中の
ファイルシステムには取り込まれない未使用の領域ができます。この未使用の
ディスク領域は、ほかのファイルシステムに割り当てることはできません。

回避方法:この警告メッセージは無視してください。
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アップグレードに関する注意事項とバグ情報

注 – Solaris 10 10/08リリース以降のアップグレードに関する最新のサポート情報につ
いては、19ページの「Solarisリリースのアップグレードサポートの変更」を参照し
てください。

ここでは、アップグレードに関するバグ情報について説明します。これらのバグに
は、Solaris 10 OSへのアップグレード中に発生するものもあれば、アップグレードの
完了後に発生するものもあります。

アップグレード中に SUNWsmbarが /etc/services

および /etc/inet/servicesファイルを削除する
(6756546)
Solaris 10 10/08 OSへのシステムのアップグレード中に、SUNWsmbarがインストール
されると、/etc/servicesおよび /etc/inet/servicesファイルが削除されます。リ
ブートすると、システムコンソールに次のエラーメッセージが表示されます。

line1-v215 console login: Oct 6 15:40:57 inetd[457]: Property ’name’ of instance

svc:/network/stdiscover:default is missing, inconsistent or invalid

Oct 6 15:40:57 inetd[457]: Property ’proto’ of instance

svc:/network/stdiscover:default is missing, inconsistent or invalid

Oct 6 15:40:57 inetd[457]: Invalid configuration for instance

svc:/network/stdiscover:default, placing in maintenance

Oct 6 15:40:57 inetd[457]: Property ’name’ of instance

svc:/network/stlisten:default is missing, inconsistent or invalid

Oct 6 15:40:57 inetd[457]: Property ’proto’ of instance

svc:/network/stlisten:default is missing, inconsistent or invalid

Oct 6 15:40:57 inetd[457]: Invalid configuration for instance

svc:/network/stlisten:default, placing in maintenance

回避方法: OSのアップグレード中に /etc/servicesと /etc/inet/servicesが削除され
るのを防ぐには、次の手順を実行します。

1. 実行中の Sambaサービスをすべて停止します。

#svcadm disable samba:default swat:default wins:default winbind:default

2. OSをアップグレードする前に SUNWsmbarパッケージをアンインストールしま
す。

#pkgrm SUNWsmbar
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3. OSを Solaris 10 10/08リリースにアップグレードします。
4. SUNWsmbarパッケージを再インストールします。

#pkgadd SUNWsmbar

非大域ゾーンで lucreateおよび lumakeコマンド
が失敗する (6659451)
実行状態にない非大域ゾーンで lucreateおよび lumakeコマンドを使用すると、それ
らのコマンドが正常に実行されないことがあります。元の非大域ゾーンの内容とコ
ピーの内容が異なっていることがあります。ユーザーが zloginコマンドを使用して
ゾーンのコンソールにログインできないことがあります。zloginコマンドの使用時
に、次のエラーメッセージが表示されます。

zlogin: makeutx failed

lucreateおよび lumakeコマンドの診断出力にはエラーは一切表示されません。

回避方法: lucreateおよび lumakeコマンドを使用する前に、すべての非大域ゾーンが
実行状態にあることを確認してください。

SPARC: Solaris Live Upgradeによる Solaris 8および
Solaris 9リリースからのアップグレードが失敗す
る (6638175)
Solaris Live Upgradeを使用して以前の Solaris 8および Solaris 9リリースから Solaris 10
10/08リリースへのアップグレードを実行すると、失敗します。インストールイメー
ジの圧縮ファイルは、7zaユーティリティーを使って解凍するようになりました。
Solaris 8および 9リリースには、SUNWp7zipパッケージが含まれていません。その結
果、Solaris Live Upgradeが失敗します。

回避方法:次のいずれかを選択してください。

■ 回避方法 1: Solaris Live Upgradeを使用して、現在の Solaris 8 OSを Solaris 10 10/08リ
リースにアップグレードするには、次の手順を実行してください。
■ SPARCシステムの場合 - Solaris 8リリースから Solaris 10 10/08リリースへの

Solaris Live Upgradeがサポートされています。Solaris Live Upgradeを使用する手
順について
は、http://www.sun.com/bigadmin/features/articles/live_upgrade_patch.jsp

を参照してください。
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■ x86システムの場合 - Solaris 8リリースから Solaris 10 10/08リリースへの Solaris
Live Upgradeはサポートされていません。代わりに、標準のアップグレード手
順を使用するか、Solaris 8 OSから Solaris 9 OSまたは Solaris 10 OSへの Solaris
Live Upgradeを実行してください。その次に、Solaris 9リリースまたは Solaris
10リリースから Solaris 10 10/08リリースへの Solaris Live Upgradeを実行できま
す。

■ 回避方法 2: Solaris Live Upgradeを使用して、現在の Solaris 9 OSを Solaris 10 10/08リ
リースにアップグレードするには、次のパッチを適用してください。
■ SPARCシステムの場合 – 137477-01またはそれ以降
■ x86システムの場合 – 137478-01またはそれ以降

■ 回避方法 3: Solaris Live Upgradeを使用して、現在の Solaris 10 OSを Solaris 10 10/08
リリースにアップグレードするには、次のパッチを適用してください。
■ SPARCシステムの場合 – 137321-01またはそれ以降
■ x86システムの場合 – 137322-01またはそれ以降

Solaris Live Upgrade後の非大域ゾーンでの /tmpの
アクセス権が正しくない (6619278)
Solaris Live Upgradeを使用した非大域ゾーンのアップグレードが完了したあと、その
ゾーンで /tmpを使って実行される各種プロセスがクラッシュすることがあります。
アップグレードプロセスによって /tmpディレクトリのアクセス権が変更され、その
ことがアプリケーションエラーの原因となっています。ユーザーに対して、正しい
アクセス権の drwxrwxrwxではなく、drwxr-xr-xが表示されます。

回避方法:次のいずれかを選択してください。

■ 回避方法 1:新しいブート環境をアクティブにする前に、次の手順を実行してくだ
さい。

1. ディスクをマウントします。

# mount /dev/dsk/c1t1d0s6 /mnt

2. アクセス権を修正します。

# chmod 1777 /mnt/zone/*/root/tmp

3. 次に、ディスクをマウント解除します。

# umount /mnt

この回避方法によって同時にすべてのゾーンが修正されます。
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■ 回避方法 2:新しいブート環境をすでにブートしている場合は、 rootユーザーとし
てシステムにログインします。ゾーンを停止し、/tmpディレクトリの正しいアク
セス権を手動で設定します。次のコマンドを入力します。

# chmod 1777 /path/root/tmp

pathにはゾーンのゾーンパスを指定します。

ゾーンを持つDSRのアップグレードに関する注意
事項 (6616788)
ゾーンを /optディレクトリにインストールした場合は、ゾーンを持つディスク容量
再割り当て (DSR)のアップグレードが失敗します。DSRアーカイブの復元中に
アップグレードが失敗することがあります。場合によっては、アップグレードが成
功することもありますが、システムをリブートすることはできません。

回避方法:アップグレードの前に、ルートファイルシステムの使用率が 100%でない
ことを確認します。アップグレードの前にファイルをいくつか削除して、ルートス
ライスの使用率が 90%未満になるようにします。

Solaris Trusted Extensionsのアップグレードに関す
る注意事項 (6616585)
Solaris Trusted Extensionsを Solaris 10 11/06または Solaris 10 8/07リリースから最新の
Solaris 10 10/08リリースにアップグレードすると、ローカライズされた不要な Solaris
Trusted Extensionsパッケージがシステムにインストールされます。このバグが発生
するのは、Solaris 10 11/06または Solaris 10 8/07リリースの Solaris Trusted Extensionsイ
ンストーラがローカライズされたパッケージをデフォルトでインストールするため
です。エラーメッセージは表示されません。

回避方法: Solaris Trusted Extensionsを最新のリリースにアップグレードする前に、
ローカライズされた次の Solaris Trusted Extensionsパッケージを削除してください。

SUNWjdtts SUNWkdtts

SUNWjmgts SUNWkmgts

SUNWjtsman SUNWktsu

SUNWjtsu SUNWodtts

SUNWtgnome-l10n-doc-ja SUNWtgnome-l10n-ui-ko
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SUNWtgnome-l10n-ui-it SUNWtgnome-l10n-ui-zhHK

SUNWtgnome-l10n-ui-sv SUNWtgnome-l10n-ui-es

SUNWtgnome-l10n-doc-ko SUNWtgnome-l10n-ui-ptBR

SUNWtgnome-l10n-ui-ja SUNWtgnome-l10n-ui-zhTW

SUNWtgnome-l10n-ui-zhCN SUNWtgnome-l10n-ui-fr

SUNWtgnome-l10n-ui-de SUNWtgnome-l10n-ui-ru

アップグレード後にシステムが ypbindと通信でき
なくなる (6488549)
このバグは、Solaris 10 Hardware 2リリースから最新の Solaris 10 10/08リリースに
アップグレードする際に発生します。

Solaris 10 Hardware 2リリースでは、NIS、NIS+、FILES、LDAPなどの任意のネーム
サービスに対して name_service.xmlファイルは次のようになっています。

# ls -l name_service.xml

lrwxrwxrwx 1 root root 10 Apr 10 16:26 name_service.xml -> ns_files.xml

ネームサービスがNISの場合、name_service.xmlファイルは ns_files.xmlにリンク
しています。ただし、ns_files.xmlの内容は ns_nis.xmlの内容と同じです。

# cat /etc/release

Solaris 10 3/05 HW2 s10s_hw2wos_05 SPARC

Copyright 2005 Sun Microsystems, Inc. All Rights Reserved.

Use is subject to license terms.

Assembled 26 September 2005

# cd /var/svc/profile

# ls -l name_service.xml ns_files.xml ns_nis.xml

lrwxrwxrwx 1 root other 12 May 21 04:06 name_service.xml -> ns_files.xml

-r--r--r-- 1 root sys 779 May 21 04:25 ns_files.xml

-r--r--r-- 1 root sys 779 Jan 21 2005 ns_nis.xml

#

# diff ns_files.xml ns_nis.xml

# diff name_service.xml ns_nis.xml

上記の出力で、ns_nis.xmlファイルと ns_files.xmlファイルは同じになっていま
す。つまり、name_service.xmlファイルのシンボリックリンクが、間違ったネーム
サービスファイルを指しています。name_service.xmlファイルは ns_files.xmlにリ
ンクしています。代わりに、name_service.xmlファイルは ns_nis.xmlにリンクする
べきです。
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注 – CR 6411084に対する修正は SUNWcsrインストールまたはインストール後スクリ
プトで行いますが、修正によって正しいリンクが作成されるのは、name_service.xml

がリンクファイルでない場合のみです。Solaris 10 Hardware 2リリースのように、
name_service.xmlがすでにシンボリックリンクファイルになっている場合、CR
6411084に対する修正は機能しません。

Solaris 10 Hardware 2から最新の Solaris 10 10/08リリースにアップグレードした後、次
のメッセージがコンソールに表示されるか、メッセージファイルに記録されます。

Oct 23 12:18:45 vt2000a automount[301]: [ID 366266 daemon.error]

can’t read nis map auto_master: can’t communicate with ypbind - retrying

また、/network/nis/client:defaultサービスがオフラインになります。

回避方法:次のいずれかを選択してください。

■ 回避方法 1:アップグレードの前に、/var/svc/profile/name_service.xmlファイル
を削除します。

■ 回避方法 2:アップグレード後に、ネームサービスに応じた正しい ns_<xxx>.xml

ファイルに /var/svc/profile/name_service.xmlをリンクします。

インストールされているがブートされていない
ゾーンを含むシステムでアップグレードが失敗す
る
インストールされているのに、ブートされていないまたは準備ができていない非大
域ゾーンによって、システムは正しくアップグレードされなくなります。エラー
メッセージは表示されません。

回避方法:

そういったゾーンが見つかった場合は、アップグレードを開始する前に、ゾーンの
準備を整えてから停止する必要があります。次に例を示します。

global# zoneadm -z myzone ready ; zoneadm -z myzone halt
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非大域ゾーンを持つ Solaris 10システムを Solaris
10 10/08リリースにアップグレードすると、ロー
カルファイルシステムサービスが失敗する場合が
ある (6428258)
非大域ゾーンを持つ Solaris 10 3/05システムまたは Solaris 10 1/06システムを Solaris 10
10/08リリースにアップグレードすると、ローカルファイルシステムをマウントする
SMFサービスが非大域ゾーンで失敗する場合があります。その結果、非大域ゾーン
内のその他のサービスが起動に失敗することがあります。

非大域ゾーンを持つ Solaris 10システムを Solaris 10 10/08リリースにアップグレード
したあとで、サービスが保守状態になる場合があります。次に例を示します。

# zlogin myzone svcs -x

svc:/system/filesystem/local:default (local file system mounts)

State: maintenance since Wed May 24 13:18:06 2006

Reason: Start method exited with $SMF_EXIT_ERR_FATAL.

See: http://sun.com/msg/SMF-8000-KS

See: /var/svc/log/system-filesystem-local:default.log

Impact: 18 dependent services are not running. (Use -v for list.)

回避方法:

大域ゾーンから非大域ゾーンをリブートします。次に例を示します。

global# zoneadm -z myzone reboot

Solaris 9 9/04 OSからアップグレードしたあとのデ
バイス IDの不一致
この Solaris 10リリースの Solarisボリュームマネージャーでは、デバイス IDが新しい
形式で表示されます。Solaris 9 9/04 OSでは、ディスクセットでのデバイス IDサポー
トが導入されましたが、この新しい形式は認識されません。Solaris 9 9/04リリースか
ら Solaris 10 OSにアップグレードするとき、既存のディスクセットアップに関連付け
られたデバイス IDは、Solarisボリュームマネージャーの構成で更新されません。
Solaris 9 9/04 OSに戻す必要がある場合、アップグレード後にディスクセットに加え
た構成の変更は、Solaris 9 9/04 OSで使用できないことがあります。詳細は、『Solaris
ボリュームマネージャの管理』の第 25章「Solarisボリュームマネージャのトラブル
シューティング (作業)」を参照してください。
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Solaris Live Upgradeの luupgradeコマンドを実行し
たときに進捗バーが表示されない (6239850)
Solaris Live Upgradeソフトウェアを次の方法で使用する場合は、アップグレード進捗
バーが表示されません。

■ Solaris 10 10/08 CDメディアを使用してOSをアップグレードする場合。
■ luupgradeコマンドを使用してブート環境をアップグレードするときに、次のオ
プションを指定する場合。

■ -i (CDメディアからインストールするオプション)
■ -O “-nodisplay -noconsole ” (2枚目のCDのインストーラをテキストモードかつ
ユーザーとの対話なしで実行するオプション)

■ Solaris 10 10/08ソフトウェアを次のリリースからアップグレードする場合。
■ Solaris 9リリース
■ Solaris 10リリース

たとえば、次のコマンドを実行した場合、次の出力が表示されたあとに進捗バーが
表示されるべきです。

Running installer on BE s10u1.

しかし、進捗バーは表示されません。

# luupgrade -i -n s10u1 -s /net/installsrv/export/s10u1

-O "-nodisplay -noconsole"

Validating the contents of the media /net/installsvr/export/s10u1.

The media is a standard Solaris media.

The media contains a standard Solaris installer.

The media contains Solaris 3 version 10.

Mounting BE s10u1.

Running installer on BE s10u1.

エラーメッセージは表示されません。

回避方法: prstatコマンドを使用してください。このコマンドでは、インストールが
進行してパッケージが追加されるに従って、その進捗を監視することができます。
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Solaris Live Upgradeを使用して以前の Solarisリ
リースからアップグレードするとき、古いアンイ
ンストーラが削除されない (6198380)
Solaris Live Upgradeを使用して Solaris 8または Solaris 9リリースから Solaris 10 OSに
アップグレードするとき、古いアンインストールプログラムは削除されません。こ
のような以前のOSのアンインストールプログラムは、システムの /var/sadm/prod

ディレクトリに残ります。

次に示す古いアンインストーラは削除されません。

uninstall_Alternate_Pathing_2_3_1.class

uninstall_CDRW_1_1.class o uninstall_CDRW_1_0.class

uninstall_Bonus_Localization_-_Catalan_CDE_Desktop.class

uninstall_Bonus_Localization_-_Polish_CDE_Desktop.class

uninstall_Bonus_Localizations_-_Russian_CDE_Desktop.class

uninstall_Capacity_on_Demand_1_0.class

uninstall_Java3D_1_3_1.class

uninstall_Java3D_1_3.class

uninstall_Java3D_1_2_1_04.class

uninstall_Java3D_1_2_1_03.class

uninstall_Lights_Out_Management_2_0.class

uninstall_Man_Page_Supplement.class

uninstall_OpenGL_1_3.class

uninstall_OpenGL_1_2_3.class

uninstall_Netra_ct_Platform_1_0.class

uninstall_Netra_t11xx_Alarms_2_0.class

uninstall_Netscape_6_2_3.class

uninstall_Netscape_6_2_1_Beta.class

uninstall_PC_launcher_1_0_2.class

uninstall_PC_launcher_1_0_1_PCfileviewer_1_0_1.class

uninstall_RSC_2_2_2.class

uninstall_RSC_2_2_1.class

uninstall_RSC_2_2.class

uninstall_ShowMeTV_1_3.class

uninstall_Solaris_9_French_Localization.class

uninstall_Solaris_9_German_Localization.class

uninstall_Solaris_9_Hong_Kong_Traditional_Chinese_Localization.class

uninstall_Solaris_9_Italian_Localization.class

uninstall_Solaris_9_Japanese_Localization.class

uninstall_Solaris_9_Korean_Localization.class

uninstall_Solaris_9_Simplified_Chinese_Localization.class

uninstall_Solaris_9_Spanish_Localization.class

uninstall_Solaris_9_Swedish_Localization.class

uninstall_Solaris_9_Traditional_Chinese_Localization.class

uninstall_Solaris_On_Sun_Hardware_Documentation.class
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uninstall_Sun_Hardware_AnswerBook.class

uninstall_SunATM_5_0.class

uninstall_SunATM_5_1.class

uninstall_SunFDDI_PCI_3_0.class

uninstall_SunFDDI_SBus_7_0.class

uninstall_Sun_Fire_880_FC-AL_Backplane_Firmware_1_0.class

uninstall_Sun_Fire_B10n_Load_Balancing_Blade_1_1.class

uninstall_SunForum_3_1.class

uninstall_SunForum_3_2.class

uninstall_SunHSI_PCI_3_0.class

uninstall_SunHSI_SBus_3_0.class

uninstall_SunScreen_3_2.class

uninstall_SunVTS_5_1_PS6.class

uninstall_SunVTS_5_1_PS5.class

uninstall_SunVTS_5_1_PS4.class

uninstall_SunVTS_5_1_PS3.class

uninstall_SunVTS_5_1_PS2.class

uninstall_SunVTS_5_1_PS1.class

uninstall_SunVTS_5_0.class

uninstall_System_Management_Services_1_4.class

uninstall_System_Management_Services_1_3.class

uninstall_System_Management_Services_1_2.class

uninstall_System_Service_Processor_3_5.class

uninstall_WBEM_DR_1_0.class

uninstall_Web_Start_Wizards_SDK_3_0_2.class

uninstall_Web_Start_Wizards_SDK_3_0_1.class

uninstall_Web_Start_Wizards_SDK.class

uninstall_XML_Libraries_2_4_12.class

回避方法:システムをアップグレードしたあと、/var/sadm/prodディレクトリにある
古いアンインストーラを手動で削除してください。

アップグレード後に、構成ファイル pam.confが自
動的に更新されない (5060721)
この Solaris 10リリースでは、pam_ldapの機能に変更が加えられています。このリ
リースにアップグレードするとき、既存の pam.conf構成ファイル内の pam_ldap構成
は更新されず、これらの変更は反映されません。pam_ldap構成が検出された場合
は、アップグレードの終了時に生成される CLEANUPファイルに、次のような通知が追
加されます。

/etc/pam.conf please examine/update the pam_ldap configuration

because its functionality has changed,

refer to pam_ldap(5) documentation for more information
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回避方法:アップグレード後に /etc/pam.confを調べます。必要に応じて、この
ファイルを手動で変更して、pam_ldapの新しい機能と互換性を持たせます。変更内
容は、use_first_passオプションや try_first_passオプションなどのパスワードプ
ロンプト機能、パスワード更新機能などです。pam.confの更新方法の詳細
は、pam_ldap(5)のマニュアルページを参照してください。

Solaris Live Upgradeの使用時にインストールプロ
グラムが表示するテキストに関する問題
(4736488)
Solaris Live Upgradeで luupgrade(1M)コマンドに -iオプションを指定して、アク
ティブでないブート環境をアップグレードした場合、言語によってはインストール
プログラムが表示するテキストが判読不能になります。これは、現在のブート環境
にある古いリリースに存在していないフォントを、インストールプログラムが要求
した場合に発生します。

回避方法:次のいずれかを選択してください。

■ 結合されたネットワークインストールイメージを使用してインストールします。

■ システムの環境変数を設定し、Cロケールを有効にします。
■ BourneシェルまたはKornシェルを使用している場合は、次の手順を実行しま
す。

1. Cロケールを設定します。

# LANG=C; export LANG

2. インストールを開始します。
■ Cシェルを使用している場合は、次の手順を実行します。

1. 次の行を入力します。

# csh

2. Cロケールを設定します。

# setenv LANG C

3. インストールを開始します。
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SPARC:アップグレードの際に、SUNWjxcft

パッケージの削除でエラーが記録される
(4525236)
Solaris 8ソフトウェアから Solaris 10リリースへのアップグレードの際、SUNWjxcft

パッケージが削除されるときに、次のようなエラーメッセージが upgrade_logファイ
ルに記録されます。

Removing package SUNWjxcft:

Can’t open /a/usr/openwin/lib/locale/ja/X11/fonts/TTbitmaps/fonts.upr

Can’t open /a/usr/openwin/lib/locale/ja/X11/fonts/TTbitmaps/fonts.scale

Can’t open /a/usr/openwin/lib/locale/ja/X11/fonts/TTbitmaps/fonts.alias

Can’t open /a/usr/openwin/lib/locale/ja/X11/fonts/TT/fonts.upr

Can’t open /a/usr/openwin/lib/locale/ja/X11/fonts/TT/fonts.scale

Can’t open /a/usr/openwin/lib/locale/ja/X11/fonts/TT/fonts.alias

Removal of <SUNWjxcft> was successful

回避方法:このエラーメッセージは無視してください。

Solaris 10リリースにアップグレードすると既存の
Secure Shellデーモン (sshd)が使用できなくなるこ
とがある (4626093)
/etc/init.d/sshdデーモンから第三者の Secure Shell (OpenSSHなど)を実行している
システムの場合、Solaris 10リリースにアップグレードすると、既存の Secure Shell
デーモンが使用できなくなります。アップグレード時に、Solaris 10ソフトウェアが
自身の sshdで /etc/init.d/sshdの内容を上書きし、既存の sshdが失われます。

回避方法:次のいずれかを選択してください。

■ システムに Secure Shellプロトコルサーバープログラムが不要な場合は、アップグ
レード時に SUNWsshdrパッケージと SUNWsshduパッケージをインストールしないで
ください。

■ システムに Secure Shellプロトコルサーバープログラムもクライアントプログラム
もどちらも不要な場合は、アップグレード時に Secure Shell Cluster (SUNWCssh)をイ
ンストールしないでください。
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/exportディレクトリが満杯に近いシステムの
アップグレードが失敗する (4409601)
/exportディレクトリの空き容量がゼロに近い状態で、システムを Solaris 10リリース
にアップグレードしようとすると、/exportディレクトリ容量の必要条件の計算に誤
りが発生し、アップグレードに失敗します。この問題は、ディスクレスクライアン
トがインストールされている場合によく発生します。または、/exportディレクトリ
に他社製のソフトウェアがインストールされている場合にも発生します。次の
メッセージが表示されます。

WARNING: Insufficient space for the upgrade.

回避方法:アップグレードの前に、次のいずれかを実行してください。

■ アップグレードが完了するまで、一時的に /exportディレクトリの名前を変更し
ます。

■ アップグレードが完了するまで、/etc/vfstabファイル内の /exportの行を一時的
にコメントにします。

■ /exportが独立したファイルシステムである場合は、アップグレードを実行する
前に /exportのマウントを解除します。

ディスクレスクライアントサーバーおよびディス
クレスクライアントのアップグレード (4363078)
現在のシステムが、Solstice AdminSuiteTM 2.3 Diskless Clientツールによってインストー
ルされたディスクレスクライアントをサポートしている場合、2つの手順を実行する
必要があります。

1. 既存のディスクレスクライアントのうち、サーバーと同じ Solarisバージョンで同
じアーキテクチャーのものをすべて削除します。

2. Solaris 10リリースをインストールするか、または Solaris 10リリースにアップグ
レードします。

具体的な手順については、『Solarisのシステム管理 (基本編)』を参照してください。

ディスクレスクライアントを削除せずに Solaris 10ソフトウェアをインストールしよ
うとすると、次のようなエラーメッセージが表示されます。

The Solaris Version (Solaris version-number) on slice

<xxxxxxxx> cannot

be upgraded.

There is an unknown problem with the software configuration installed

on this disk.
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このエラーメッセージの version-numberは、現在、システムで稼働している Solarisの
バージョンを表します。<xxxxxxxx>は、このバージョンの Solarisソフトウェアを実
行しているスライスです。

インストールに関するその他の注意事項
ここでは、Solaris OSのインストールに関連する注意事項について説明します。

smosservice addコマンドは指定された ARCH=all

パッケージをインストールしない (4871256)
smosservice addコマンドは、root (/)または /usrファイルシステムで ARCH=allが指
定されたパッケージをインストールしません。これらのパッケージがスキップされ
たことを示すエラーメッセージは表示されません。この問題はすべての Solaris OS
バージョンに存在し、SPARC®ベースと x86ベースの両方のクライアントに適用され
ます。

不足しているパッケージの一覧は、実行中の Solarisリリースによって異なります。

回避方法:不足している ARCH=allパッケージを検出し、インストールします。

不足しているパッケージの確認およびインストールに関する手順については、
『Solarisのシステム管理 (基本編)』の「失われたARCH=allパッケージを検出してイ
ンストールする方法」を参照してください。

StarOfficeと StarSuiteは同じシステムに共存でき
ない
Solaris 10 OSをインストールすると、選択した言語に応じて StarOfficeまたは StarSuite
TMソフトウェアのいずれかが自動的にインストールされます。言語の一覧とその言
語でサポートされているソフトウェアを次に示します。

選択した言語 サポートされるソフトウェア

中国語、日本語、韓国語 StarSuite

その他の言語 StarOffice

StarOfficeと StarSuiteは同じシステムに共存できません。誤ってインストールしたソ
フトウェアを置き換えるには、次の手順を実行します。

インストールに関するその他の注意事項
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1. Solaris 10 SOFTWARE - 4 CDまたは Solaris 10 Operating System DVDをドライブに挿
入します。

2. スーパーユーザーになります。
3. /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Productなどの Productディレクトリに移動します。
4. ソフトウェアを置き換えます。

■ StarOfficeを StarSuiteで置き換えるには、次のコマンドを使用します。

# pkgrm ‘pkginfo | grep staroffice- | awk ’{print $2}’‘

# pkgadd -d .SUNWstarsuite-*

■ StarSuiteを StarOfficeで置き換えるには、次のコマンドを使用します。

# pkgrm ‘pkginfo | grep starsuite- | awk ’{print $2}’‘

# pkgadd -d . SUNWstaroffice-*

Solaris CDを使用する場合は、言語 1または 2のCDにローカリゼーションパッケー
ジが含まれています。パッケージ名は次のとおりです。

■ SUNWstaroffice-lang* (langには es、fr、de、sv、または itが入ります)
■ SUNWstarsuite-lang* (langには ja、ko、zh-CN、または zh-TWが入ります)

選択したロケール以外のロケールもインストール
されることがある
Solaris 10リリースでは、インストールするロケールを選択した場合、関連するほか
のロケールもインストールされることがあります。これは、すべての完全ロケール
(メッセージが翻訳されている)とアジアおよび日本語の部分ロケールが、言語単位
でパッケージ化し直されたためです。ほかの部分ロケールは従来通りに地理上の分
類 (中央ヨーロッパなど)に基づいて、パッケージ化されてインストールされます。
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実行時の注意事項とバグ情報

この章では、問題として認識されている実行時の問題について説明します。

注 –修正されて Solaris 10 10/08ソフトウェアに適用されなくなったバグと問題につい
ては、付録A「Solaris 10オペレーティングシステムで統合された解決済みバグの
表」を参照してください。

共通デスクトップ環境
Solaris 10 OSの共通デスクトップ環境 (CDE)に関するバグ情報について説明します。

解像度を変更すると、トラステッドストライプが
画面に表示されなくなる (6460624)
/usr/X11/bin/xrander -sコマンドを入力して画面解像度を小さくすると、トラス
テッドストライプが表示されなくなります。これはTrusted CDEデスクトップに影響
しますが、Trusted Java DSデスクトップには影響しません。エラーメッセージは表示
されません。

回避方法:解像度を変更したあと、ワークスペースマネージャーを再起動します。
CDEワークスペースメニューから「ウィンドウ」->「ワークスペース・マネー
ジャの再起動」の順に選択し、「OK」をクリックします。
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x86: kdmconfigコマンドでXorg Xサーバー用のシ
ステム識別情報の構成ファイルを作成できない
(6217442)
JumpStartインストール方式を使用する場合は、プロセスによってシステム識別情報
の構成 (sysidcfg)ファイルが使用されることがあります。このファイルを使用し
て、システム用の固有のXsun構成ファイルが生成されます。sysidcfgファイルの
Xsun構成部分は、コマンド kdmconfig -dfilenameで作成します。ただし、デフォルト
のXorgサーバーを使用するシステムでは、このコマンドでXorg構成情報を含む
ファイルを作成できません。このため、準備手順を追加しないと、これらのシステ
ムで JumpStart方式を使用できません。

回避方法: Xorgサーバーを使用するシステムで JumpStartインストール方式を使用す
る前に、次の手順を実行します。

1. システムで使用する固有の xorg.confファイルを準備します。このファイルを
JumpStartサーバーの JumpStartディレクトリに格納します。
次のどちらかのコマンドを使用して xorg.confファイルを作成します。
■ /usr/X11/bin/Xorg -configure

■ /usr/X11/bin/xorgconfig

■ /usr/X11/bin/xorgcfg

2. xorg.confファイルをシステム内のインストール先の /etc/X11ディレクトリにコ
ピーする finishスクリプトを作成します。たとえば、次の行をこのスクリプトに
追加します。

cp ${SI_CONFIG_DIR}/xorg.conf /etc/X11/Xorg.conf

3. カスタム JumpStartの rulesファイルで、インストールするタイプのシステム用の
rulesエントリに finishスクリプトを追加します。

4. カスタム JumpStartインストールを実行します。

カスタム JumpStartインストールを実行する手順については、『Solaris 10 10/08イン
ストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』を参照してください。第 4章には
JumpStartの rulesファイルに関する情報が記載され、第 5章には finishスクリプトに
関する情報が記載されています。

CDEのリムーバブルメディア自動実行機能が削除
されている (4634260)
CDEデスクトップ環境のリムーバブルメディア自動実行機能は、Solaris 10ソフト
ウェアから一時的に削除されています。

共通デスクトップ環境
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回避方法: CD-ROMなどのリムーバブルメディアの自動実行機能を使用するには、次
のいずれかを実行する必要があります。

■ リムーバブルメディアのファイルシステムに移動し、最上位のディレクトリで
volstartプログラムを実行します。

■ CDに記載されている指示に従って、CDE以外の環境からリムーバブルメディア
にアクセスします。

Solaris PDA Syncがデスクトップ上の最後のエント
リを削除できない (4260435)
デスクトップから最後のエントリを削除したあとに、PDAデバイスに対して同期処
理を実行すると、最後のエントリが PDAデバイスからデスクトップに復元されてし
まいます。たとえば、カレンダの最後のアポイントメントやアドレス帳の最後のア
ドレスが、削除したあとに復元されてしまいます。

回避方法:同期処理を実行する前に、PDAデバイスから最後のエントリを手動で削除
してください。

ファイルシステム
Solaris 10リリースのファイルシステムに関するバグ情報について説明します。

ミラー化されたZFSルートプール内の主ディスク
をオフラインにする
ミラー化された ZFSルート構成では、主ディスクをオフラインにしないでくださ
い。ミラー化されたルートプール構成では、オフラインになっているディスクから
システムはブートしません。

回避方法:置換用のミラー化ルートディスクを切り離すか、それをオフラインにする
には、プール内の別のミラー化ディスクからブートします。次のいずれかの方法を
選択します。

■ ミラー化された ZFSルートプール内の主ディスクをオンラインに戻します。次に
例を示します。

# zpool online rpool c0t1d0s0

■ 主ディスクに障害が発生したか、置き換える必要がある場合は、プール内の別の
ディスクからブートします。
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対象のファイルシステムがZFSであり、ロケール
が日本語 EUCの場合、lucreateが失敗する
(6750725)
lucreateコマンドを使って ZFSルートファイルシステムを作成しており、かつ
LOCALEが英語以外のロケールに設定されていると、ZFSダンプボリュームの作成が
失敗します。次のエラーメッセージが表示されます。

ERROR: Unable to determine dump device for boot environment <{c1t1d0s0}>.

ERROR: Unable to create all required file systems for boot environment <zfsUp6>.

ERROR: Cannot make file systems for boot environment <zfsUp6>.

回避方法:次のいずれかを選択してください。

■ lucreateコマンドにロケール設定を含めます。次に例を示します。

# LC_ALL=C lucreate -n zfsUp6 -p rpool

■ 英語以外のロケールで、lucreateの処理中にダンプデバイス失敗のメッセージが
出る場合、ZFSダンプボリュームを手動で作成できます。次に例を示します。

# zfs create -V 2G -b 128k rpool/dump

UFSから ZFSに変換したあとで boot -Lが動作しな
い (6741743)
Solaris Live Upgradeを使用してUFSルートファイルシステムを ZFSに変換すると、
bootlstコマンドが正しい場所にコピーされません。このエラーにより、boot -Lコ
マンドが動作しなくなります。次のエラーメッセージが表示されます。

Evaluating: boot -L

The file just loaded does not appear to be executable.

Boot device: /pci@1f,0/pci@1/scsi@8/disk@1,0:a File and args:

Can’t mount root

Error in Fcode execution !!!

Evaluating: boot

The file just loaded does not appear to be executable.

回避方法: bootlstコマンドを /platform/‘uname -m‘/bootlstから /root
pool/platform/‘uname -m‘/bootlstにコピーします。たとえば、ルートプールが rpool

の場合は、次のコマンドを入力します。

# cp -p /platform/‘uname -m‘/bootlst /rpool/platform/‘uname -m‘/bootlst
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x86: rebootコマンドを使用して32ビットカーネ
ルをブートできない (6741682)
次のコマンドを使用してシステムを 32ビットモードでブートすると、正しく書式設
定されたGRUBメニューエントリを bootadmコマンドで作成できません。

■ reboot kernel/unix

■ reboot -- -r

その結果、システムは 64ビットモードでブートします。不正な menu.lstファイルが
次のように表示されることがあります。

findroot rootfs0

kernel /platform/i86pc/kernel/unix

module /platform/i86pc/boot_archive

前の例では、カーネル行にマルチブート情報が含まれていないため、正しくありま
せん。エラーメッセージは表示されません。

回避方法: /boot/grub/menu.lstファイルを手動で編集して、次の情報を追加します。

title Solaris 10 10/08

findroot rootfs0

kernel /platform/i86pc/multiboot kernel/unix

module /platform/i86pc/boot_archive

これらの変更を行なったあとで、システムを 32ビットモードでブートします。

注 – menu.lstファイルに加えた変更は、システムをリブートしても持続します。

別の方法として、次の例に示すように、ブート時にGRUBメニューを編集して、
kernel/unixブート引数を追加することもできます。

grub edit> kernel /platform/i86pc/multiboot kernel/unix

注 –ブート時にGRUBメニューを編集して加えた変更は、システムをリブートすると
無効になります。

詳細については、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の「x86システムのブート動作
を変更する」を参照してください。
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zpool attachによって不正なルートプールが作成
されることがある (6740164)
デバイスをルートプールに接続してミラー化ルートプールを作成するときに、
ディスク全体がプールに追加されていると、zpool attachによって不正なルート
プールが作成されることがあります。ZFSルートプールは、ディスク全体ではなく
ディスクスライスを使って作成する必要があります。ミラー化ルートプールに追加
されたディスク全体からブートしようとすると、システムはブートしません。

回避方法:次の手順を実行します。

1. ディスクをプールから切り離します。次に例を示します。

# zpool detach rpool c0t2d0

2. ディスクラベルをVTOC (SMI)ラベルに変更します。次に例を示します。

# format -e

.

.

.

Select disk c0t2d0

format> label

[0] SMI Label

[1] EFI Label

Specify Label type[0]:0

Ready to label disk, continue? yes

format> quit

3. ディスクスライスをプールに戻して追加し、ミラー化ルートプールを作成しま
す。次に例を示します。

# zpool attach rpool c0t2d0s0

69ページの「zpool attachコマンドによって bootblock情報がコピーされない
(6668666)」も参照してください。

SPARC: Solaris Live Upgradeによって menu.lst

ファイルが作成されない (6696226)
SPARCプラットフォームでは、menu.lstファイルをルートプールのデータセット内
に作成する必要があります。エラーメッセージは表示されません。

回避方法: menu.lstファイルを手動で作成します。たとえば、2つの ZFSブート環境
zfs1008BEおよび zfs10082BEが ZFSルートプール rpoolに存在する場合は、次のコマ
ンドを入力します。

ファイルシステム

Solaris 10 10/08ご使用にあたって • 2008年 10月68



# mkdir -p /rpool/boot

# cd /rpool/boot

# vi menu.lst

次のエントリを menu.lstファイルに追加します。

title zfs1008BE

bootfs rpool/ROOT/zfs1008BE

title zfs10082BE

bootfs rpool/ROOT/zfs10082BE

zpool attachコマンドによって bootblock情報が
コピーされない (6668666)
zpool attachコマンドを使用してディスクを ZFSルートプールに追加すると、新た
に追加したディスクに bootblock情報がコピーされません。この問題は、初期インス
トールで作成される、ミラー化された ZFSルートプールには影響しません。システ
ムは、ミラー化ルートプール内の代替ディスクからブートしません。

回避方法:次のいずれかを選択してください。

■ SPARCシステムでは、代替ディスクデバイスを特定し、ブート情報をインストー
ルします。次に例を示します。

# installboot -F zfs /usr/platform/‘uname -i‘/lib/fs/zfs/bootblk /dev/rdsk/c0t1d0s0

■ x86システムでは、代替ディスクデバイスを特定し、ブート情報をインストール
します。次に例を示します。

# installgrub /boot/grub/stage1 /boot/grub/stage2 /dev/rdsk/c0t1d0s0

x86:ブート中に ataがタイムアウトになる
(6586621)
Intelマルチプロセッサシステムでのシステムのブート中に ataドライバがタイムア
ウトになることがあります。これらのタイムアウトは、HBAコントローラが従来の
ataドライバにバインドされたドライブ上に、ルートデバイスが置かれている場合に
発生します。これらのタイムアウトにより、システムのブート中に一時ハング
アップ、深刻なハングアップ、またはパニック状態が発生して、次のようなコン
ソールメッセージが表示されます。

scsi: [ID 107833 kern.warning] WARNING: /pci@0,0/pci-ide@1f,2/ide@0 (ata0):

timeout: reset bus, target=0 lun=0

scsi: [ID 107833 kern.warning] WARNING: /pci@0,0/pci-ide@1f,2/ide@0 (ata0):
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timeout: early timeout, target=0 lun=0

gda: [ID 107833 kern.warning] WARNING: /pci@0,0/pci-ide@1f,2/ide@0/cmdk@0,0 (Disk0):

Error for command ’read sector’ Error Level: Informational

gda: [ID 107833 kern.notice] Sense Key: aborted command

gda: [ID 107833 kern.notice] Vendor ’Gen-ATA ’ error code: 0x3

gda: [ID 107833 kern.warning] WARNING: /pci@0,0/pci-ide@1f,2/ide@0/cmdk@0,0 (Disk0):

Error for command ’read sector’ Error Level: Informational

gda: [ID 107833 kern.notice] Sense Key: aborted command

gda: [ID 107833 kern.notice] Vendor ’Gen-ATA ’ error code: 0x3

scsi: [ID 107833 kern.warning] WARNING: /pci@0,0/pci-ide@1f,2/ide@0 (ata0):

timeout: abort request, target=0 lun=0

scsi: [ID 107833 kern.warning] WARNING: /pci@0,0/pci-ide@1f,2/ide@0 (ata0):

timeout: abort device, target=0 lun=0

scsi: [ID 107833 kern.warning] WARNING: /pci@0,0/pci-ide@1f,2/ide@0 (ata0):

timeout: reset target, target=0 lun=0

scsi: [ID 107833 kern.warning] WARNING: /pci@0,0/pci-ide@1f,2/ide@0 (ata0):

timeout: reset bus, target=0 lun=0

scsi: [ID 107833 kern.warning] WARNING: /pci@0,0/pci-ide@1f,2/ide@0 (ata0):

timeout: early timeout, target=0 lun=0

gda: [ID 107833 kern.warning] WARNING: /pci@0,0/pci-ide@1f,2/ide@0/cmdk@0,0 (Disk0):

Error for command ’read sector’ Error Level: Informational

gda: [ID 107833 kern.notice] Sense Key: aborted command

gda: [ID 107833 kern.notice] Vendor ’Gen-ATA ’ error code: 0x3

gda: [ID 107833 kern.warning] WARNING: /pci@0,0/pci-ide@1f,2/ide@0/cmdk@0,0 (Disk0):

回避方法:次のいずれかを選択してください。

注 –パフォーマンスの低下を防ぐためには、回避方法 5が使用できるようになるま
で、回避方法 3または回避方法 4を一時的にのみ使用するようにしてください。

■ 回避方法 1: BIOSのAHCIを有効にします (システムで使用できる場合)。この設定
を有効にするには、Solaris OSを再インストールする必要があります。

■ 回避方法 2: ataドライバを使用しないコントローラ上のディスクに Solarisをイン
ストールします。

■ 回避方法 3:シングルプロセッサが有効になるように、BIOS設定のMPを無効にし
ます。

■ 回避方法 4:シングルプロセッサが有効になるように、SolarisのMPを無効にしま
す。GRUB (Grand Unified Bootloader)メニューから次の手順を実行します。
1. eと入力して、選択した Solarisエントリを編集します。
2. カーネルで始まる行に移動します。
3. eと入力して、GRUB編集モードに切り替えます。
4. -kdをその行に追加します。

5. Enterキーを押して変更を受け入れます。
6. bと入力して、選択した Solarisエントリをブートします。
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7. kbmdプロンプトで、次のコマンドを入力します。

use_mp/W 0 :c

8. システムのブートを実行する場合は、手順 10に進みます。そうでない場合
は、Solaris 10 10/08ソフトウェアをインストールします。

9. インストールの終わりに、システムをリブートします。手順 1 - 7を繰り返し
ます。

10.この変更を永続的なものにして、以降のブートで上記の手順を繰り返す必要が
ないようにするには、次の手順を実行します。

システムのブートが完了したら、スーパーユーザーになります。

11. /etc/systemファイルを開きます。

12.次の行を追加します。

set use_mp = 0

■ 回避方法 5:マイクロコードの更新を無効にします。次のコマンドを入力します。

# mv /platform/i86pc/ucode /platform/i86pc/ucode.disabled

マイクロコードの更新は、システムが起動したあとに手動で呼び出すことができ
ます。

# ucodeadm -u /platform/i86pc/ucode.disabled/intel-ucode.txt

ZFS legacyマウントで zoneadm installが失敗する
(6449301)
`add fsサブコマンドで ZFSファイルシステムをマウントするように非大域ゾーンを
最初に構成して mountpoint=legacyを指定すると、そのあとでゾーンのインストール
を行うときに失敗します。次のエラーメッセージが表示されます。

ERROR: No such file or directory:

cannot mount </zones/path/root/usr/local> in non-global zone to install:

the source block device or directory </path/local> cannot be accessed

回避方法:非大域ゾーンをインストールしてから、ZFSファイルシステムへのアクセ
スを追加します。
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ZFSおよびUNIX/POSIX準拠に関する問題
ZFSは POSIX準拠のファイルシステムとして設計されており、ほとんどの場合、ZFS
は POSIXに準拠しています。ただし、次の 2つの極端な状況では、ZFSは POSIX準
拠テストに適合しません。

1. ZFSファイルシステム容量統計の更新。
2. 100パーセント満杯のファイルシステムによる既存のデータの変更。

関連するCR:

■ 6362314
■ 6362156
■ 6361650
■ 6343113
■ 6343039
■ 6742203

fdisk -Eは ZFSが使用するディスクを警告なしに
一掃する可能性がある (6412771)
fdisk -Eコマンドを使用して ZFSストレージプールによって使用されているディス
クを変更する場合、そのプールは使用不可になり、入出力エラーまたはシステムパ
ニックを引き起こすことがあります。

回避方法:

ZFSストレージプールによって使用されているディスクの変更に fdiskコマンドを使
用しないでください。ZFSストレージプールによって使用されているディスクにアク
セスする必要がある場合は、formatユーティリティーを使用してください。一般
に、ファイルシステムが使用中のディスクを変更するべきではありません。

ZFSと他社製のバックアップ製品の問題
Brightstor ARCserve Backup製品に関する問題は次のとおりです。

UNIX (Solaris)版BrightStor ARCserve Backupクライアントエー
ジェントとZFSサポート
UNIX (Solaris)版 BrightStor ARCserve Backup (BAB)クライアントエージェントを使用
して、ZFSファイルのバックアップと復元を行うことができます。

ただし、ZFSのNFSv4スタイルACLはバックアップ時に維持されません。従来の
UNIXファイルのアクセス権と属性は維持されます。
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回避方法: NFSv4スタイルACLを使用している ZFSファイルを維持するには、tarコ
マンドに -pオプションを指定するか cpioコマンドに -Pオプションを指定して、ZFS
ファイルを 1つのファイルに書き込みます。その後、この tarアーカイブまたは cpio

アーカイブを BABでバックアップします。

ZFS GUIは、各ウィザードの起動時に
/usr/lib/embedded_suをチェックする必要がある
(6326334)
embedded_suパッチのない Solaris 10 6/06より前のリリースを実行するシステムに
Solaris 10 10/08リリースの SUNWzfsgパッケージを追加する場合、ZFS管理アプリケー
ションウィザードは十分に機能しません。

embedded_suパッチのないシステム上で ZFS管理アプリケーションを実行しようとす
ると、ZFS構成を参照することしかできません。次のエラーメッセージが表示されま
す。

/usr/lib/embedded_su: not found

回避方法:

embedded_suパッチ (119574-02)を、Solaris 10 6/06より前のリリースを実行するシステ
ムに追加します。

パニック時にファイルシステムの同期に失敗する
(6250422)
ターゲットに対して発生する (Solaris iSCSIソフトウェアイニシエータを使用して接続
される)ファイルシステムの入出力によってホストがパニック状態に陥った場合、入
出力はターゲットデバイスのフラッシュまたはターゲットデバイスへの同期を実行
できないことがあります。このフラッシュまたは同期の不能によってファイルシス
テムが破壊される場合があります。エラーメッセージは表示されません。

回避方法:

UFSなどのジャーナリングファイルシステムを使用します。Solaris 10以降では、UFS
ロギングはデフォルトで使用可能になっています。UFSの詳細については、『Solaris
のシステム管理 (デバイスとファイルシステム)』の「ファイルシステムの新機能」
を参照してください。
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一部の Solaris Expressまたは Solaris 10リリースか
らのアップグレードにはファイルシステムの再マ
ウントが必要
NFSv4サーバーを Solaris Express 6/05から Solaris Express 7/05以降にアップグレード
(すべての Solaris 10アップデートを含む)したあと、プログラムによってEACCESエ
ラーが検出されることがあります。さらに、ディレクトリが間違って空になってい
るように見えることもあります。

これらのエラーを回避するには、クライアントのファイルシステムをいったんマウ
ント解除してから再マウントします。マウント解除がうまくいかない場合は、
umount -fを使用して強制的にファイルシステムをマウント解除する必要がありま
す。あるいは、クライアントをリブートしてもかまいません。

NFSv4アクセス制御リストの関数が正しく動作し
ないことがある
ネットワーク上のクライアントとサーバーが、異なる以前の Solaris 10リリースでイ
ンストールされている場合、NFSv4アクセス制御リスト (ACL)の関数が正しく動作し
ないことがあります。対象となるACL関数とその関数を使用するコマンド行ユー
ティリティーは次のとおりです。

■ acl()

■ facl()

■ getfacl

■ setfacl

これらの関数とユーティリティーについては、それぞれのマニュアルページを参照
してください。

たとえば、次の構成を含むネットワークではエラーが検出される可能性がありま
す。

■ Solaris 10ベータ版ソフトウェアが稼働しているクライアント
■ Solaris 10ソフトウェアが稼働しているサーバー

次の表に、異なる Solaris 10リリースがインストールされているクライアントとサー
バーの構成におけるACL関数の結果を示します。
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操作 クライアントの S10 OS サーバーの S10 OS 結果

get ACL S10ベータ版 S10 OS 正しくないACL *が作成
されます

get ACL S10 OS S10ベータ版 正常に機能します

set ACL S10ベータ版 S10 OS 正常に機能します

set ACL S10 OS S10ベータ版 エラー: EOPNOTSUP

回避方法: NFSv4 ACLの機能を正しく動作させるには、サーバーとクライアントの両
方で Solaris 10 OSの完全なインストールを実行します。

Solaris NFSv4クライアントとNFSv4サーバーとの
間にアクセスに関する問題がある
現在の Solaris 10バージョンでは、NFSv4アクセス制御リスト (ACL)の Solaris実装は
RFC 3530仕様に準拠しています。しかし、Solaris 10ベータ版 (Beta 2または Beta 1)を
使用するNFSv4クライアントではエラーが発生します。これらのクライアントで
は、現在の Solaris 10リリースを使用しているNFSv4サーバー内にファイルを作成す
ることができません。次のエラーメッセージが表示されます。

NFS getacl failed for server_name: error 9 (RPC: Program/version mismatch)

回避方法:ありません。

サイズの大きなディスクの場合に、mkfsコマンド
を使用してファイルシステムを作成できないこと
がある (6352813)
ディスクジオメトリによっては、8Gバイトより大きなサイズのディスク上に mkfsコ
マンドを使用してファイルシステムを作成できないことがあります。生成されるシ
リンダグループのサイズは、1Kバイトのフラグメントを使用するには大きすぎま
す。シリンダグループのサイズが大きいため、メタデータのサイズが大きくなり、1
ブロックに収めることができません。

次のエラーメッセージが表示されます。

With 15625 sectors per cylinder, minimum cylinders

per group is 16. This requires the fragment size to be

changed from 1024 to 4096.

Please re-run mkfs with corrected parameters.
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回避方法:代わりに、newfsコマンドを使用してください。または、mkfsコマンドを
使用するときに、4096などのより大きなフラグメントサイズを割り当ててくださ
い。

1Tバイトよりも大きなデバイスでシステムク
ラッシュダンプが失敗する (6214480)
システムでは、1Tバイト以上のパーティションにダンプを生成することができませ
ん。システム上にこのようなデバイスがある場合は、システムパニックが発生した
あとにシステムをブートすると、次のようなエラーが発生することがあります。

■ システムがダンプを保存しない。

■ 次のメッセージが表示されます。

0% done: 0 pages dumped, compression ratio 0.00, dump failed: error 6

回避方法:システムのダンプデバイスのサイズを 1Tバイト未満に設定してくださ
い。

smosserviceコマンドでOSサービスを追加する
と、ディスク容量不足のメッセージが表示される
(5073840)
smosserviceコマンドを使用してOSサービスをUFSファイルシステムに追加する
と、利用可能なディスク容量が不足しているというメッセージが表示されます。こ
のエラーは、EFIラベル付きディスクのUFSファイルシステムでのみ発生します。

回避方法:次の回避方法を完了してください。

1. SMI VTOCディスクラベルを適用します。
2. ファイルシステムを作成し直します。
3. smosserviceコマンドを再実行します。

ハードウェア関連の注意事項とバグ情報
Solaris 10リリースのハードウェア関連の注意事項とバグ情報について説明します。
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x86: i86_mwaitが意図したとおりに機能しない
(6736444)
インテルXeonプロセッサMP 7400番台を搭載したシステムで Solaris 10 10/08 OSを実
行している場合、使用率が低いときにパフォーマンスが低下し、消費電力が増加す
ることがあります。この問題は、CPUが休止せず、遊休中の電源管理が妨げられて
いるときに発生することがあります。エラーメッセージは表示されません。

回避方法: /etc/systemファイルに次の行を追加して、システムをリブートします。

set idle_cpu_prefer_mwait=0

Solaris 10 10/08リリースで L2ARCが無効になって
いる (6730309)
zpool upgrade -vコマンドの出力では、L2ARCキャッシュデバイスは利用可能であ
ると見なされます。しかし、Solaris 10 10/08リリースではキャッシュデバイスは利用
できません。さまざまなエラーメッセージが表示されます。

■ ZFSストレージプールの作成時にキャッシュデバイスを追加しようとすると、次
のメッセージが表示されます。

# zpool create pool mirror c1t1d0 c1t2d0 cache c1t3d0

cannot create ’pool’: operation not supported on this type of pool

■ 既存のプールにキャッシュデバイスを追加しようとすると、次のメッセージが表
示されます。

# zpool add pool cache c1t3d0

cannot add to ’pool’: pool must be upgraded to add these vdevs

回避方法:ありません。

HP NC326iアダプタと bgeドライバに関する問題
(6691658)
HP NC326iデバイスを使用すると、bgeが正常に動作できません。エラーメッセージ
は表示されません。

回避方法:ありません。
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SPARC: NCPデバイスドライバで19.55%のパ
フォーマンスの低下がある (6660074)
Solaris 10 10/08リリースがインストールされた Sun SPARC® Enterprise T5220マシンの
NCP (Niagara Crypto Provider)デバイスドライバでパフォーマンスの低下が発生しま
す。エラーメッセージは表示されません。

回避方法: /platform/sun4v/kernel/drv/ncp.conf構成ファイルに次の行を追加しま
す。

ncp-threads-per-core=6;

USBフロッピーディスクドライブをマウントでき
ない (6650724)
フロッピーディスクをUSBフロッピーディスクドライブに挿入しても自動的にマウ
ントされません。エラーメッセージは表示されません。フロッピーディスク上の
pcfsファイルシステムにアクセスできません。

回避方法: mountコマンドを実行して、フロッピーディスク上のファイルシステムを
手動でマウントできます。次に例を示します。

mount -F pcfs /vol/dev/dsk/c3t0d0/noname /rmdisk

USBストレージデバイスの切断時にエラー
メッセージが表示される (6624786)
USBストレージデバイスが切断されるときに、次のエラーメッセージが表示されま
す。

Disconnected device was busy, please reconnect.

このメッセージは、デバイスが正常にアンマウントされるときにも表示されます。

回避方法:ありません。このエラーメッセージは無視して構いません。

(ZFS) ARCがカーネルケージ内にメモリーを割り当
てるため、DRが実行できない (6522017)
ZFSでは、大規模なメモリー構成を備えたシステムのすべてのシステムボードにわ
たって、カーネルメモリーを割り当てることができます。メモリーを動的に再構成
するには、動的に再構成するボードのメモリーを未使用のボードにコピーできるよ
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うに、未使用のシステムボードが 1つ必要です。ZFSが稼働している大規模なメモ
リー構成のシステムでは、メモリーを動的に再構成することはできません。
SunFireTMハイエンドサーバーでは、この問題を回避するためにカーネルページを再
配置できます。これらのサーバーでは、32を超えるコアを持つドメインに対して
カーネルページ再配置 (KPR)が有効になっている必要があります。エラーメッセー
ジは表示されません。

回避方法: /etc/systemファイルで zfs_arc_maxパラメータを設定して、ZFSで割り当
て可能なカーネルメモリーの量を減らします。次の例では、最大サイズが 512Mバイ
トに設定されます。

set zfs_arc_max = 0x20000000

デバイス固有の負荷分散設定が mpathadmで表示さ
れない
mpathadm show logical-unit サブコマンドでは、Current Load Balance プロパティー
に対するグローバルな負荷分散設定値が表示されます。ただし、特定の製品の負荷
分散タイプを変更する csi_vhci.conf内のエントリは、その設定が有効になっている
場合でも、mpathadmの出力に反映されません。

登録ツールが原因で一部のフレームバッファー上
の電源管理が妨げられる (6321362)
登録ツールのバックグラウンドプロセスが実行されたままになっていると、Elite3D

および Creator3Dフレームバッファーは電源管理を停止します。この障害が発生する
と、システムが電源管理状態のときに節約される電力量が少なくなります。条件に
よっては、sys-suspendがハングアップすることもあります。エラーメッセージは表
示されません。システムの保存停止処理または復元再開処理中に、そのシステムが
ハングアップすることがあります。

回避方法:

ログインしてから約 60秒後に、毎回次のコマンドを実行してください。

# pkill -f basicreg.jar

# pkill -f swupna.jar
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SPARC: Solaris 10 OSで Sun Crypto Accelerator 4000
ボードバージョン1.0および1.1がサポートされて
いない
Solaris 10 OSには、新しい暗号化フレームワークが用意されていますが、バージョン
1.0および 1.1の Sun Crypto Accelerator 4000ボードのソフトウェアとファームウェアは
このフレームワークを利用しません。したがって、これらのバージョンは Solaris 10
OSではサポートされていません。

2.0リリースでは新しいフレームワークを使用します。Solaris 10 OSの使用を予定して
いる現在の Sun Crypto Accelerator 4000ユーザーは、このリリースを無償アップグ
レードで利用できます。Sun Crypto Accelerator 4000は輸出が規制されている製品であ
るため、Sunエンタープライズサービスまたは最寄りの販売ルートを通じて無償
アップグレードを受ける必要があります。詳細は、Sunの製品サイトにある Sun
Crypto Accelerator 4000 Webページを参照してください。

特定のUSB 2.0コントローラが使用できない
一部のUSB 2.0コントローラは EHCIドライバとの互換性がないため、サポートされ
ていません。次のメッセージが表示されます。

Due to recently discovered incompatibilities with this

USB controller, USB2.x transfer support has been disabled.

This device will continue to function as a USB1.x controller.

If you are interested in enabling USB2.x support please refer

to the ehci(7D) man page.

Please refer to www.sun.com/io for Solaris Ready products

and to www.sun.com/bigadmin/hcl for additional compatible

USB products.

USBデバイスに関する最新情報について
は、http://www.sun.com/io_technologies/USB-Faq.htmlを参照してください。

サポートされるUSBデバイスと対応するハブの構
成
この Solarisリリースでは、USB 1.1とUSB 2.0の両方のデバイスをサポートします。
次の表は、特定の構成で動作するUSBデバイスをまとめたものです。接続の種類
は、コンピュータに直接接続しても、USBハブ経由で接続してもかまいません。USB
1.1のデバイスとハブは低速または全速であることに注意してください。USB 2.0のデ
バイスとハブは高速です。ポートと動作速度の詳細については、『Solarisのシステ
ム管理 (デバイスとファイルシステム)』を参照してください。
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表 2–1 USBデバイスと構成

USBデバイス 接続の種類

USB 2.0ストレージデバイス 直接、USB 1.1ハブ、USB 2.0ハブ

USB 1.1デバイス (オーディオデバイスを除
く)

直接、USB 1.1ハブ、USB 2.0ハブ

USB 1.1オーディオデバイス 直接、USB 1.1ハブ

USB 2.0オーディオデバイス サポートされていません

x86: Solaris 10 OSで特定のデバイスドライバにい
くつかの制限がある
次のリストは、このリリースの Solaris 10 (x86版)における特定のドライバとインタ
フェースの制限事項を示しています。

チェックポイントの再開 この機能は、すべてのデバイスタイプでオフになってい
ます。detach()関数の DDI_SUSPENDコードでは、
DDI_FAILUREを返すようにしてください。

電源管理 この機能は、USBデバイスでは利用できません。電源管
理コンポーネントを作成しないでください。電源管理コ
ンポーネントが作成されるときにだけ pm_raise_power()

と pm_lower_power()が呼び出されるようにドライバを
作成します。

モニターのないシステムでのDVD-ROM/CD-ROM
リムーバブルメディアなどの対話型デバイスの電源管理は、モニターおよびモニ
ターを制御しているグラフィックスカードの電源管理と連動しています。画面が有
効になっているときは、CD-ROMドライブやフロッピーディスクなどのデバイスは
全電力モードとなります。モニターのないシステムでは、これらのデバイスは低電
力モードに切り替わることがあります。CDまたはフロッピーディスクの電力を元に
戻すには、volcheckと入力して、各リムーバブルデバイスから最新の状態を取得し
ます。

代替手段として、Dtpower GUIを使用して、使用しているシステムの電源管理を使用
不可にすることができます。電源管理を無効にすることにより、これらのデバイス
は常に通常の電力モードになります。
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x86: US英語以外のキーボードを指定するには手動
による構成が必要
デフォルトでは、kdmconfigプログラムはシステムに接続されているキーボードタイ
プとして、一般的なUS英語 (104キー)を指定します。システムのキーボードがUS
英語キーボードでない場合は、インストール時にそのキーボードタイプを手動で指
定する必要があります。指定しない場合、システムの実際のキーボードタイプと矛
盾しているデフォルトのキーボード仕様でインストールが続行されます。

回避方法 1:システムのキーボードがUS英語キーボードでない場合は、インストール
時に次の手順を実行してください。

1. 「Proposed Window System Configuration For Installation」が表示されたら、Escキー
を押します。

注 –キーボードタイプを含む「Proposed Window System Configuration For
Installation」の情報は 30秒間しか表示されません。構成の設定を変更する場合
は、30秒以内に Escキーを押す必要があります。そうしないと、表示された設定
でインストールが続行されます。

2. キーボードタイプをシステムのキーボードに対応するタイプに変更します。
3. Enterキーを押して変更を受け入れ、インストールを続行します。

回避方法 2:すでに Solaris 10 OSが動作しているシステムのキーボードタイプを変更す
る場合は、kdmconfigプログラムを使用します。システムで実行しているXサーバー
の種類に応じて、次のいずれかを実行してください。

■ Xsunサーバーを実行している場合は、次の手順を実行します。
1. kdmconfigを実行します。
2. 「Change Keyboard」オプションを使用して、キーボードタイプを変更しま
す。

3. 構成を保存します。
■ デフォルトのXorgサーバーを実行している場合は、次の手順を実行します。

1. kdmconfigを実行します。
2. Xsunサーバーを選択します。
3. 「Change Keyboard」オプションを使用して、キーボードタイプを変更しま
す。

4. 構成を保存します。
5. kdmconfigをもう一度実行してXorgサーバーに切り替えます。
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SPARC:テープデバイスに接続される特定のホスト
バスアダプタ用の jfcaドライバによってエラーが
発生することがある (6210240)
次のホストバスアダプタ (HBA)がテープデバイスに接続されるときに、そのHBA用
の jfcaドライバによってシステムパニックまたは入出力エラーが発生することがあり
ます。

■ SG-PCI1FC-JF2
■ SG-PCI2FC-JF2

特定の操作が実行されているときに、これらのHBA用の jfcaドライバは競合状態に
陥りやすいため、エラーが発生します。特定の操作は、次のとおりです。

■ リンクのリセット
■ ループのリセット
■ スイッチのリセット
■ 繰り返されるリンク障害

次の例のようなエラーメッセージが表示されることがあります。

■ 入出力エラーメッセージ

jfca: [ID 277337 kern.info] jfca4: Sequencer-detected error. Recover

immediately.

last message repeated 18376 times

jfca: [ID 716917 kern.notice] jfca4: ExgWarning: SendVerify(1): SHOULD

ABORT THE ORIG I/O PKG=30007520bd8!

scsi: [ID 107833 kern.warning] WARNING:

/pci@1e,600000/SUNW,jfca@3,1/fp@0,0/st@w2100001086108

628,1 (st3):

SCSI transport failed: reason ’timeout’: giving up

■ システムパニックメッセージ

panic[cpu1]/thread=2a100497cc0:

BAD TRAP: type=31 rp=2a1004978d0 addr=a8 mmu_fsr=0 occurred in module

"jfca" due to a NULL pointer dereference

回避方法:テープデバイスを SG-PCI1FC-JF2または SG-PCI2FC-JF2のHBAに接続しな
いでください。
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同一バスを共有する特定のデバイス間で競合が発
生する (6196994)
Quad FastEthernet (QFE)カードが次のアダプタのいずれかと同一バスを共有する場
合、バスの競合が発生します。

■ Sun GigaSwiftアダプタ
■ Sun Dual Gigabit Ethernet + Dual SCSI/Pアダプタ
■ Sun Quad GigaSwift Ethernetアダプタ

これらのアダプタによって使用される ceドライバの infinite-burstパラメータは、デ
フォルトで有効になっています。このため、同一バスを共有するQFEポートに利用
できるバス時間はほとんどないか、まったくありません。

回避方法: QFEカードをリスト内のネットワークアダプタと同じバス上に配置しない
でください。

hat_getkpfnum()DDI関数は旧式とされている
(5046984)
hat_getkpfnum() DDI関数は旧式とされています。開発者は、hat_getkpfnum() DDIイ
ンタフェースを使用しないようにデバイスドライバを更新する必要があります。ド
ライバが hat_getkpfnum()を使用していると、次のような警告メッセージが表示され
ます。

WARNING: Module mydrv is using the obsolete hat_getkpfnum(9F)

interface in a way that will not be supported in

a future release of Solaris. Please contact the

vendor that supplied the module for assistance,

or consult the Writing Device Drivers guide,

available from http://www.sun.com for migration

advice.

---

Callstack of bad caller:

hat_getkpfnum_badcall+93

hat_getkpfnum+6e

mydrv_setup_tx_ring+2d

mydrv_do_attach+84

mydrv_attach+242

devi_attach+6f

attach_node+62

i_ndi_config_node+82

i_ddi_attachchild+4a

devi_attach_node+4b
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devi_attach_children+57

config_immediate_children+6e

devi_config_common+77

mt_config_thread+8b

ドライバが hat_getkpfnum()を使用しているかどうかを確認するには、ドライバの
ソースコードを参照するか、nm()を使用してドライバのシンボルを調べます。たと
えば、ドライバ mydrvを調べる場合は、次の構文を入力します。

% nm /usr/kernel/drv/mydrv | grep hat_getkpfnum

ドライバが hat_getkpfnum()を使用しないように移行する方法については、『Writing
Device Drivers』の付録 B「Summary of Solaris DDI/DKI Services」を参照してくださ
い。

一部のDVDおよびCD-ROMドライブで Solarisを
ブートできない (4397457)
SunSwiftTM PCI Ethernet/SCSIホストアダプタ (X1032A)カードの SCSI部分のデフォル
トタイムアウトは、Sunの SCSI DVD-ROMドライブ (X6168A)のタイムアウト条件を
満たしていません。一部のメディアでは、DVD-ROMで頻繁にタイムアウトエラー
が発生します。例外は、OpenBoot PROMによって SCSIタイムアウト値を上書きする
Sun Fire 6800、4810、4800、および 3800システムのみです。

回避方法:ほかのプラットフォームでは、システムボード上の SCSIインタフェースま
たはDVD-ROM互換 SCSIアダプタを使用してください。次に例を示します。

■ X1018A (SBus: F501-2739-xx)
■ X6540A (PCI: F375-0005-xx)

iPlanet Directory Server 5.1に関する注意事項
ここでは、iPlanetTM Directory Server 5.1のユーザーがシステムを新しいリリースの
Solaris 10にアップグレードする際に重要な情報について説明します。

Directory Server 5.1のインストール
Solaris 9オペレーティングシステムに統合されていた iPlanet Directory Server 5.1は Sun
Java System Directory Server 5 2005Q1に置き換わりました。Solaris 10 OSでは、この新
しいDirectory Serverを Sun Java Enterprise Systemの一部としてインストールできま
す。
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注 – Sun Java System Directory Server 5 2005Q1については、http://docs.sun.comにある
Sun Java Systemのマニュアルを参照してください。

Solaris 10 OSでは、引き続きDirectory Server 5.1のサポートを行います。次の状況で
は、場合によりDirectory Server 5.1をインストールする必要があります。

■ Directory Server 5.1のデータを復元する必要がある場合。
■ データをDirectory Server 5 2005Q1に移行する場合。

Solaris 10リリースでは、Directory Server 5.1のインストールは手動で行います。次の
手順を実行します。

1. Solaris 10 SOFTWARE - 5 CDをCD-ROMドライブに挿入します。
2. スーパーユーザーになります。
3. 端末ウィンドウで、Directory Serverをインストールします。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Product/

# pkgadd -d . IPLTnls IPLTnspr IPLTnss IPLTjss IPLTpldap \

IPLTdsr IPLTdsu IPLTadmin IPLTcons IPLTadcon IPLTdscon \

IPLTadman IPLTdsman

簡体字中国語ローカリゼーションパッケージをインストールするには、さらに次
のコマンドを実行します。

# pkgadd -d . IPLTcdsu IPLTcadmin IPLTccons IPLTcadcon \

IPLTcdscon IPLTcadman IPLTcdsman

日本語ローカリゼーションパッケージをインストールするには、さらに次のコマ
ンドを実行します。

# pkgadd -d . IPLTjdsu IPLTjadmin IPLTjcons IPLTjadcon \

IPLTjdscon IPLTjadman IPLTjdsman

4. インストールが完了したら、iPlanet Directory Server 5.1を設定します。詳細は、
『System Administration Guide: Naming and Directory Services (DNS, NIS, and
LDAP)』の第 11章「Sun ONE Directory Server Configuration」を参照してくださ
い。
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Sun Java System Directory Server 5 2005Q1への移行

注意 – 2つのバージョンのDirectory Serverのデータベース形式には互換性がありせ
ん。したがって、Directory Server 5.1ユーザーは使用しているデータベースを Sun Java
System Directory Server 5 2005Q1用にフォーマットされたデータベースに移行すること
をお勧めします。

移行を行うには、Solaris 10 OSにアップグレードしたシステムに両方のバージョンの
Directory Serverが含まれている必要があります。圧縮されたアーカイブ (.tar.gz)配
信形式を使用しているDS 5.1ユーザーは、手順 2の移行処理にすぐに進むことができ
ます。

1. 端末ウィンドウで、 iPlanet Directory Server 5.1パッケージがシステムに存在してい
るかどうかを確認します。

$ pkginfo | grep IPLT

次のパッケージが出力として表示されたら、手順 2に進んで移行処理を開始でき
ます。この出力は、iPlanet Directory Server 5.1パッケージがシステムに含まれてい
ることを示します。

system IPLTadcon Administration Server Console

system IPLTadman Administration Server Documentation

system IPLTadmin Administration Server

system IPLTcons Console Client Base

system IPLTdscon Directory Server Console

system IPLTdsman Directory Server Documentation

system IPLTdsr Directory Server (root)

system IPLTdsu Directory Server (usr)

system IPLTjss Network Security Services for Java

system IPLTnls Nationalization Languages and Localization Support

system IPLTnspr Portable Runtime Interface

system IPLTnss Network Security Services

system IPLTpldap PerLDAP

$

パッケージが存在しない場合は、まず iPlanet Directory Server 5.1パッケージをイン
ストールします。詳細は、前節 85ページの「Directory Server 5.1のインストー
ル」の手順 1 - 4を参照してください。インストールが完了したら、手順 2に進ん
で移行処理を始めます。

2. iPlanet Directory Server 5.1のデータベースを現在のバージョンに移行します。手順
については、http://docs.sun.com/coll/DirectoryServer_05q1にある Sun Java System
Directory Serverのドキュメントを参照してください。
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データの移行後は、引き続き移行前に行ったのと同じ方法でディレクトリデータの
バックアップを行うようにしてください。今後の障害回復に、移行したデータベー
スが必要となることがあります。

デバッガ実行時の注意事項
カーネルデバッガに関する注意事項について説明します。

マスターCPUの変更後、システムがループになる
ことがある (4405263)
Solarisカーネルデバッガを実行して稼働中のシステムをデバッグしているシステム
は、不完全なエラーメッセージのループになることがあります。このループは、
OpenBoot PROMのマスターCPUを変更したときに発生します。リセットすればシス
テムを稼働状態に戻すことができます。しかし、元のエラーのトレースログが失わ
れます。したがって、重大なリセットの診断が実行不能になります。

回避方法:システムが PROMレベルにあるときは、OpenBootの okプロンプトが表示
されます。複数のCPUを備えたシステムでは、okプロンプトの前に中括弧で囲まれ
た数値が表示されます。この数値は、システム内のアクティブになっているCPUを
示しています。PROMレベル時にデバッグセッションを実行するには、次の手順を
実行します。

1. 次のコマンドを入力して、pilを fに変更します。

{0} ok h# 0f pil!

2. switch-cpuコマンドを使用して、選択的に現在アクティブになっているCPUを別
のCPUに切り替えます。たとえば、CPU #0からCPU #1に切り替えるには、次の
コマンドを入力します。

(0) ok 1 switch-cpu

これで、okプロンプトの前に、切り替えたCPUの番号が表示されます。

{1} ok

3. デバッガを実行します。
4. デバッガセッションの終わりで、reset-allコマンドを実行してシステムを通常
の使用状態に戻します。
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注 –必ずシステムを最新バージョンのOpenBoot PROMにアップグレードしてくださ
い。

ローカリゼーションに関する注意事項
ここでは、Solaris 10 OSのローカリゼーションに関する注意事項について説明しま
す。

スウェーデン語ソフトウェアの翻訳に関する注意
事項
Solaris 10 8/07リリース以降、スウェーデン語ソフトウェアの翻訳はコミュニティー
によって翻訳されたものを除き、更新されなくなりました。このため、更新された
メッセージは英語で表示されます。

回避方法:ありません。

Trusted Java DSに複数の入力方式スイッチアプリ
ケーションが表示される
Trusted Java DSにUTF-8ロケールまたはアジア言語ロケールでログインすると、デ
フォルトでは入力方式スイッチアプリケーション iiim-panelがラベルごとに表示さ
れます。したがって、複数ラベルの環境では複数の iiim-panelが表示されるため、
ユーザーを混乱させる可能性があります。

エラーメッセージは表示されません。

回避方法: iiim-panelの使用をやめます。次の手順を実行します。

■ iiim-panelを右クリックし、「設定」を選択します。入力方式設定エディタ
iiim-propertiesが表示されます。

■ 「一般」タブの「入力方式のステータスとスイッチの配置」リストから、「表示
しない」または「各アプリケーションに添付する」を選択します。

■ 「適用」を押すか、「了解」ボタンをクリックします。

入力言語を切り替えるには、ホットキーを使用することもできます。ホットキーを
有効にするには、次の手順を実行します。

■ iiim-propertiesの「その他」タブに移動します。
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■ 「ホットキーを使用して言語/スクリプト選択ウィンドウを有効にする」オプ
ションを選択します。

■ 「適用」を押すか、「了解」ボタンをクリックします。

注 –「各アプリケーションに添付する」が選択されている場合、GTKアプリケー
ションには言語切り替えリストは表示されません。ホットキーを使用して入力言語
を切り替えることができます。

Wnn8日本語入力方式
Wnn8サーバーが使用可能になっていない場合、Wnn8日本語入力方式は使用できま
せん。

回避方法: Wnn8サーバーを使用可能にします。

# svcadm enable wnn8/server

また、iiim-propertiesコマンドを実行して、日本語エンジンとしてWnn8を選択し
ます。

Primary Administrator権限で入力方式を有効にす
ることができない (6475081)
Primary Administrator権限を持っているユーザーが、特定のロケールの入力方式を使
用できず、文字を正常に入力できません。入力方式ステータスがワークスペースに
表示されません。エラーメッセージは表示されません。

回避方法:次の行を /etc/security/exec_attrファイルに追加します。

Primary Administrator:solaris:cmd:::/usr/bin/csh:uid=0;gid=0

Primary Administrator:solaris:cmd:::/usr/bin/ksh:uid=0;gid=0

Primary Administrator:solaris:cmd:::/usr/bin/sh:uid=0;gid=0

ファイルの書式については、exec_attr(4)のマニュアルページを参照してくださ
い。

ローカリゼーションに関する注意事項

Solaris 10 10/08ご使用にあたって • 2008年 10月90



IIIMF第12版へのアップグレードではNew ChuYin
入力方式がサポートされない (6492129)
OSを Solaris 10 6/06または Solaris 10 11/06リリースにアップグレードすると、入力方
式フレームワークおよび個々の入力方式が rev.10から rev.12にアップグレードされま
す。ただし、サポートされている入力方式のリストにはChuYin (繁体字中国語)が含
まれていません。また、ファンクションキー F2および F3を使用して入力方式を切り
替えることができません。

回避方法: Hanyu PinYinを使用して繁体字中国語の文字を入力するには、PinYinを使
用します。入力方式を切り替えるには、Ctrl + Shift を使用します。

一部のロシア語ロケールで AltGrがモードス
イッチとして機能しない (6487712)
ru_RU.KOI8-Rロケールと ru_RU.ANSI1251ロケールでは、AltGrキーがロシア語Xsun
配列のモードスイッチとして機能しません。

回避方法 1: ru_RU.UTF-8ロケールまたは ru_RU.ISO8859-5ロケールに切り替えます。

回避方法 2:ロシア語キー配列の代わりに IIIMFTMを使用します。

arロケールでアラビア語のテキストが表示されな
い
x86システムでXorgをデフォルトのXserverとして使用している場合は、arロケール
でアラビア語のフォント (iso7759-6)が表示されません。Xorgの代わりにXsunを使用
している場合は、このエラーは発生しません。

回避方法:次の手順を実行します。

1. スーパーユーザーとして、/usr/dt/config/Xserversを編集します。
■ 次の行をコメント解除するか、追加します。

:0 Local local_uid@console root /usr/openwin/bin/Xsun :0

-nobanner -defdepth 24

■ 次の行をコメントにします。

:0 Local local_uid@console root /usr/X11/bin/Xorg :0

2. システムを再起動します。
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別の方法として、ar_EG.UTF-8などのUTF-8ロケールにログインすることもできま
す。

Solaris PDASyncがマルチバイトの国際化された
PDAデバイスとのデータ交換をサポートしていな
い (4263814)
PDAデバイスと Solaris CDEとの間でマルチバイトのデータを交換すると、両方の環
境でデータが破壊されることがあります。

回避方法: Solaris PDASyncアプリケーションを実行する前に、PDAバックアップユー
ティリティーを使用してパーソナルコンピュータ上のデータのバックアップを作成
してください。誤ってマルチバイトのデータを交換し、そのデータを破壊してし
まった場合は、作成したバックアップからデータを復元します。

いくつかのアラビア語フォントはGNOMEで機能
しない (6384024)
GNOMEでは、特定のアラビア語フォントを選択すると、文字が表示されません。
この問題はGNOMEのフォントプロパティーメニューを使用して、アプリケー
ション、デスクトップ、またはウィンドウタイトルのフォントを選択するときに発
生します。影響を受けるフォントは次のとおりです。

■ Akhbar MT (標準、太字)
■ Shayyal MT (標準、太字)
■ Naskh MT (標準、太字)

エラーメッセージは表示されません。

回避方法:

新しく提供された Kacstフォントファミリを使用して、アラビア文字をGNOMEアプ
リケーションで表示します。
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セッション保存アプリケーションで入力言語を切
り替えられない (6360759)
UTF-8ロケールでは多言語入力がサポートされていますが、ログイン後にマウスボ
タン 1が最初にクリックされた場合、言語の切り替えはセッション保存アプリケー
ションで機能しません。この問題は Java Desktop System (Java DS)で発生します。エ
ラーメッセージは表示されません。

回避方法:

アプリケーションをクリックする前に、バックグラウンドワークスペースまたは起
動メニューでマウスボタン 1をクリックします。

ESロケールでのMozillaのキーボードショート
カットは独特であいまいである (6288620)
Mozilla 1.7のキーボードショートカットは、特にスペイン語ロケールで独特です。た
とえば、Ctrl + Sは保存だけでなくコピーにも使用されます。エラーメッセージは表
示されません。

回避方法:

ユーザー操作に割り当てられているショートカットキーを製品のメニューから確認
します。

UTF-8ロケールへの移行に関する注意事項
UTF-8ロケールに移行すると、それらのファイルはデータをインポートまたはエク
スポートするときに使用する方法に影響します。

Microsoft Officeファイル
Microsoft Officeファイルは、Unicodeでエンコードされています。StarSuiteアプリ
ケーションでは、Unicodeでエンコードされたファイルの読み取りと書き込みを行う
ことができます。

HTMLファイル
Mozilla ComposerなどのHTMLエディタを使用して作成したHTMLファイルや、
Webブラウザで保存されたHTMLファイルには通常、charsetエンコーディングタ
グが含まれています。エクスポートまたはインポートしたあとのHTMLファイル
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は、HTMLファイル内のエンコーディングタグに基づいて、Mozilla Navigator Webブ
ラウザで表示したり、Mozilla Composerを使用して編集したりすることができます。

壊れたHTMLファイルの修正
HTMLファイルが文字化けして表示されることがあります。この問題は通常、次の
理由で発生します。

■ charsetエンコーディングタグが正しくない。
■ charsetエンコーディングタグがない。

HTMLファイルの charsetエンコーディングタグを見つけるには、次の手順を実行し
ます。

1. Mozillaを使用してファイルを開きます。
2. Ctrl + Iキーを押すか、「表示」をクリックして「表示」メニューを開きます。
3. 「ページ情報」をクリックします。

charset情報は、「一般」タブの下に、次のように表示されます。

Content-Type text/html; charset=us-ascii

文字列 charset=us-asciiがファイルの実際のエンコーディングと一致しない場合、そ
のファイルは壊れているように見えることがあります。HTMLファイルのエンコー
ディングを編集するには、次の手順を実行します。

1. Mozilla Composerでファイルを開きます。
2. 「ファイル」メニューを開きます。
3. 「文字エンコードの保存および変更」を選択します。
4. 正しいエンコーディングを選択します。Mozilla Composerは、自動的にエンコー
ディングと charsetタグを適切に変換します。

汎用形式で保存された電子メール
現在の電子メールには、MIME charsetタグが指定されています。電子メールおよび
カレンダアプリケーションは、MIME charsetタグに対応しています。エンコー
ディング変換を実行する必要はありません。

プレーンテキストファイル
プレーンテキストファイルには、charsetタグがありません。ファイルがUTF-8エン
コーディング形式でない場合には、エンコーディング変換を行う必要があります。
たとえば、繁体字中国語 (BIG5)でエンコードされているプレーンテキストファイル
をUTF-8に変換するには、次のコマンドを実行します。
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iconv -f big5 -t UTF-8 inputfilename

> outputfilename

ファイルシステム検査器を使用して、エンコーディングを変換することもできま
す。

テキストエディタを使用して文字エンコーディングテキストの読み取りおよび書き
込みを行うことができますが、自動的にエンコーディングが変換される場合と、
ファイルを開くか保存するときに明示的にエンコーディングを指定する場合があり
ます。

テキストエディタを起動するには、「起動」をクリックし、「アプリケーション」
->「アクセサリ」->「テキストエディタ」の順に選択します。

ファイル名とディレクトリ名
複数バイト文字を使用するファイル名やディレクトリ名がUTF-8エンコーディング
形式でない場合は、エンコーディング変換を行う必要があります。ファイルシステ
ム検査器を使用して、レガシー文字エンコーディングによるファイル名、ディレク
トリ名、およびプレーンテキストファイルの内容を、UTF-8エンコーディングに変
換することができます。詳細は、ファイルシステム検査器のオンラインヘルプを参
照してください。

ファイルシステム検査器を起動するには、「起動」をクリックし、「アプリケー
ション」->「ユーティリティ」->「ファイルシステム検査器」の順に選択します。

ファイルマネージャーを使用して SMB経由でMicrosoft Windows上のUTF-8以外の
ファイル名やディレクトリ名にアクセスする場合は、エンコーディングを変換しな
くてもUTF-8以外のファイル名やディレクトリ名にアクセスできます。

従来のロケール固有のアプリケーションの起動
Unicode UTF-8への移行準備が整っていないアプリケーションの場合、フロントパネ
ルに起動ツールを作成すると、従来のロケールでアプリケーションを開始できま
す。コマンド行からそれらのアプリケーションを直接起動することもできます。ア
プリケーションの起動ツールを作成するには、次の手順を実行します。

1. パネル上で起動ツールを配置する場所を右クリックします。
2. 「パネルに追加」->「ランチャー」と選択します。
3. 「ランチャーの作成」ダイアログの「コマンド」フィールドに、次の書式で必要
な項目を入力します。
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env LANG=locale LC_ALL=

locale application name

たとえば、/usr/dt/binからmotif-appという名前のアプリケーションを中国語
(BIG5)ロケールで起動する場合は、「ランチャーの作成」の「コマンド」フィー
ルドに、次のテキストを入力します。

env LANG=zh_TW.BIG5 LC_ALL=zh_TW.BIG5 /usr/dt/bin/motif-app

4. 「了解」をクリックすると、パネルに起動ツールが作成されます。

従来のロケール固有のCLI (コマンド行インタフェース)アプリケーションを実行する
必要があるときは、まず従来のロケールで端末ウィンドウを開いてから、その端末
ウィンドウでCLIアプリケーションを実行します。端末ウィンドウを従来のロケー
ルで開くには、次のコマンドを入力します。

eng LANG=locale LC_ALL=locale GNOME-TERMINAL –disbable-factory.

従来のロケールで新規の端末ウィンドウを開く代わりに、現在の端末ウィンドウ
の「文字エンコーディングの設定」メニューでエンコーディングを変更すること
で、ロケール設定をUTF-8から従来のロケールに切り替えることもできます。この
場合、現在のシェルに対して LANGおよび LC_ALL環境変数を設定し直す必要がありま
す。

一部のキー配列タイプ6および7のハードウェア
が使用できない
Solaris OS用に、いくつかのキー配列のソフトウェアサポートが追加されました。
ユーザーは、必要に応じて標準U.S.キー配列を変更できます。このため、柔軟性の
高いキーボード入力が可能になります。

現時点では、次のキー配列タイプに適合するハードウェアは入手できません。

アルバニア ベラルーシ

ベラルーシ フランス語 (カナダ)

クロアチア チェコ語

デンマーク エストニア

ハンガリー アイスランド

ラトビア リトアニア

マルタ (英国) マルタ (米国)
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ポーランド ポルトガル語 (ブラジル)

ルーマニア セルビア・モンテネグロ

スロバキア スロベニア

回避方法:次のいずれかを選択してください。

■ 回避方法 1:このキーボードソフトウェアを利用するには、kbd -sコマンド行ユー
ティリティーを使用してキーボード入力を設定します。UTF-8ロケール環境を備
えたデスクトップセッションの場合は、入力方式設定エディタを使用します。必
要なキー配列が kbd -sユーティリティーに含まれていない場合は、回避方法 2を
使用してください。

■ 回避方法 2: /usr/openwin/share/etc/keytables/keytable.mapファイルを変更しま
す。たとえば、カナダ用タイプ 6キーボードの場合、次の変更を行います。
1. /usr/openwin/share/etc/keytables/keytable.mapファイル内のUS6.ktエントリ
をCanada6.ktに変更します。たとえば、次のように変更します。

6 0 Canada6.kt

2. システムをリブートすると、変更内容が有効になります。

ヨーロッパ言語の UTF-8ロケールで、ソート機能
が正しく動作しない (4307314)
ヨーロッパ言語の UTF-8ロケールでソート機能を実行すると、正しく動作しません。

回避方法:フランス語、イタリア語、ドイツ語、スペイン語、スウェーデン語の
UTF-8ロケールでソートを行う前に、LC_COLLATE変数をその言語の ISO8859-–1ロ
ケールに設定してください。

# echo $LC_COLLATE

> es_ES.UTF-8

# LC_COLLATE=es_ES.IS08859-1

# export LC_COLLATE

上記のように LC_COLLATE変数を設定後、ソートを行なってください。
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ネットワーク接続に関する注意事項
Solaris 10リリースのネットワーク接続に関するバグ情報について説明します。

x86: bnxドライバでBroadcom NetXtreme II 5709
チップセットがサポートされない (6637053)
Solaris 10 10/08リリースでは、Broadcom NetXtreme II 5709 (BCM5709)チップセットは
サポートされていません。

回避方法: Webサイト
http://www.broadcom.com/support/ethernet_nic/downloaddrivers.phpから bnxドライ
バをダウンロードします。

注 –ダウンロードしたドライバをインストールすると、既存のチップセットのパ
フォーマンスが低下することがあります。

SPARC: NFS/RDMAの接続エラー (6229077)
NFSサーバーと、RDMA (Remote Direct Memory Access)を使用しているクライアント
との間で接続エラーが発生することがあります。このエラーにより、バッファー
プールの資源が使い果たされ、システムがパニックになります。次のエラー
メッセージが表示されます。

rpcib: WARNING: rib_rbuf_alloc: No free buffers!

回避方法:次のいずれかを選択してください。

■ TCPが有効になるようにNFSサーバーを設定します。/etc/default/nfsファイル
で、(NFSD_PROTOCOL=tcp)に変更します。

■ proto=tcpマウントオプションを使用してクライアント側からNFSファイルシス
テムをマウントします。

詳細は、mount_nfs(1M)および nfs(4)のマニュアルページを参照してください。
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2つのポータルを持つ iSCSIターゲットで、1つが
不正なポータルの場合は、ログインが失敗する
(6476060)
iSCSIターゲットまたはアレイから send target応答の一部として複数の IPアドレス
が返された場合、イニシエータはこれまでのリリースのようにリスト内の最初のア
ドレスだけを考慮するのではなく、最後のアドレスだけを考慮します。その結果、
最後の IPアドレスが不正または無効な場合は、このターゲットへの接続が失敗しま
す。

回避方法: send target応答で、各エントリについて異なるターゲットポータルグルー
プタグ (TPGT)を返します。イニシエータは接続を成功させるために、すべての IP
アドレスに対して接続を確立しようとします。

システムDOIを設定できない (6314248)
システムDOI (Domain of Interpretation)を設定できません。Solaris管理コンソールを
使用して新しいトラステッドネットワークテンプレートを作成するとき、Solaris管
理コンソールによってDOIが 0に設定され、Solaris Trusted Extensionsが正しく機能し
ません。さまざまなエラーメッセージが表示されます。

回避方法: Solaris管理コンソールを使用してDOIを 1に設定します。

Solaris 10 OSでは IP転送がデフォルトで無効に
なっている
この Solarisリリースでは、IP転送はデフォルトで無効になっています。この設定
は、ほかのシステム構成に関係なくIPv4と IPv6の両方に適用されます。以前はデ
フォルトで IPパケットを転送していた複数の IPインタフェースを持つシステムに
は、もうこの自動機能はありません。マルチホームシステムでの IP転送を有効にす
るには、管理者は手動でいくつかの設定手順を実行する必要があります。

回避方法:コマンド routeadmを実行して IP転送を有効にできます。routeadmを使用
して行われた構成変更は、システムのリブート時にも保持されます。

■ IPv4転送を有効にするには、routeadm -e ipv4-forwardingと入力します。
■ IPv6転送を有効にするには、routeadm -e ipv6-forwardingと入力します。
■ 有効になった IP転送の設定を現在実行しているシステムに適用するには、

routeadm -uと入力します。

IP転送の詳細は、routeadm(1M)のマニュアルページを参照してください。
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IPアドレスが失敗した IPネットワークマルチパス
グループに属していると、ゾーンはブートしない
(6184000)
ゾーンの IPアドレスが IPネットワークマルチパス (IPMP)グループの一部になるよ
うにゾーンを構成できます。構成方法については、『Solarisのシステム管理 (Solaris
コンテナ :資源管理と Solarisゾーン)』の「IPネットワークマルチパス機能を共有 IP
非大域ゾーンに拡張する方法」を参照してください。

IPMPグループに含まれるすべてのネットワークインタフェースが失敗すると、その
IPMPグループに属している IPアドレスを持つゾーンはブートしません。

次の例は、ゾーンをブートしようとした場合の結果を示しています。

# zoneadm -z my-zone boot

zoneadm: zone ’my-zone’: bge0:1:

could not set default interface for multicast: Invalid argument

zoneadm: zone ’my-zone’: call to zoneadmd failed

回避方法:グループ内のネットワークインタフェースの少なくとも 1つを修復してく
ださい。

DataDigestsの使用時にエラーが断続的に発生する
ことがある (5108515)
DataDigestsが有効になっている場合に、Internet SCSI (iSCSI)ターゲットがCRC (巡回
冗長検査)エラーを報告することがあります。iSCSIイニシエータにデータを転送し
たあとに入出力バッファーを更新するユーザーアプリケーションでは、CRCが正し
く計算されないことがあります。ターゲットがCRCエラーを返すと、iSCSIイニシ
エータは正しいDataDigest CRCを含むデータを再転送します。データの整合性は維
持されます。ただし、データ転送のパフォーマンスに影響します。エラーメッセー
ジは表示されません。

回避方法: DataDigestオプションは使用しないでください。
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フィルタリングが有効な2つの IPノード間に複数
のトンネルを設定するとパケットが失われること
がある (4152864)
2つの IPノード間に複数の IPトンネルを設定し、ip_strict_dst_multihomingまたは
その他の IPフィルタを有効にした場合、パケットが失われることがあります。

回避方法:次のいずれかを選択してください。

■ まず、2つの IPノード間に IPトンネルを 1つだけ設定します。次に、addifオプ
ションを指定した ifconfigコマンドによって、トンネルにアドレスを追加しま
す。

■ 2つの IPノード間のトンネルで ip_strict_dst_multihomingを有効にしないでくだ
さい。

セキュリティーに関する注意事項
Solaris 10リリースのセキュリティーに関する注意事項について説明します。

pam_ldapを有効にしておくと、パスワードなし
のログインが失敗する (6365896)
LDAP用のアカウント管理 PAMモジュール (pam_ldap)を有効にした後、ユーザーは
システムにログインするときにパスワードを指定する必要があります。結果とし
て、パスワードなしのログインは失敗します。これには、次のようなツールを使用
したログインが含まれます。

■ リモートシェル (rsh)
■ リモートログイン (rlogin)
■ セキュアシェル (ssh)

回避方法:ありません。

Sun StorEdge T3が不正なパラメータによってパ
ニックになることがある (4319812)
Sun StorEdgeTM T3システムは、アプリケーションがHTTPインタフェースを使って有
効範囲外のパラメータを含むトークンを送信したときに、パニックになることがあ
ります。
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サービス管理機能
ここでは、Solaris 10 OSのサービス管理機能に関する注意事項について説明します。
Solaris OSのサービス管理機能については、『Solaris 10の概要』の「Solarisサービス
マネージャー」を参照してください。

ファイルシステムがマウントされる前にログイン
プロンプトが表示される場合がある (5082164)
システムの起動中、リモートファイルシステムとネーミングサービスが利用可能に
なる前に、コンソールまたは sshログインなどのログインサービスが起動する場合が
あります。その結果、ユーザー名が認識されなかったり、ユーザーのホームディレ
クトリが利用できないことがあります。

回避方法:エラーが発生した場合は、数秒待ってから再度ログインします。あるい
は、ローカルアカウントからログインしてシステム状態を確認します。

スマートカード
Solaris 10 OSのスマートカードに関するバグ情報について説明します。

スマートカードに対してシステムが反応しない
(4415094)
ocfservが終了し、ディスプレイがロックされている場合は、スマートカードを挿入
しても取り出しても、システムはロックされたままになります。

回避方法:次の手順を実行してシステムのロックを解除してください。

1. ocfservプロセスが終了したマシンにリモートログインして接続します。

2. スーパーユーザーになります。

3. 端末ウィンドウで次のように入力して、dtsessionプロセスを終了させます。

# pkill dtsession

ocfservプロセスが再起動し、スマートカードのログインおよびその他の機能が復元
されます。
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Solarisのコマンドと標準
次の節では、Solaris 10 OSにおける特定のコマンドと標準の動作変更について説明し
ます。

SPARC: 8バイト境界整列mutexに準拠しないアプ
リケーションが失敗する (6729759)
mutex_tおよび pthread_mutex_t型のオブジェクトは、8バイト境界で整列されるアド
レスで始まる必要があります。この要件を満たさないアプリケーションは失敗しま
す。次のエラーメッセージが表示されます。

*** _THREAD_ERROR_DETECTION: lock usage error detected ***

...

"mutex is misaligned"
OR:

"condvar is misaligned"

回避方法:環境変数を次の値に設定すると、整列エラーが stderrで報告されます。

■ THREAD_ERROR_DETECTION=1

■ THREAD_ERROR_DETECTION=2

THREAD_ERROR_DETECTION環境変数をこのどちらかの値に設定してアプリケーションを
テストし、準拠していないアプリケーションを修正するように依頼してください。

winbindによって最初の1000人のActive Directory
ユーザーしか取得されない
このバグは、Active Directory環境で winbindを指定して Sambaサーバーを使用してい
るときに発生します。Solaris 10 10/08リリースには、Sambaバージョン 3.0.28が含ま
れています。Active Directoryサーバーからすべてのユーザーまたは 1000人を超える
ユーザーのクエリー検索を行うと、winbindによって最初の 1000件の結果だけが取
得されます。

回避方法:ありません。

PgAdmin III 1.6でPostgreSQLバージョン8.3がサ
ポートされない
PgAdmin III 1.6は、PostgreSQLバージョン 8.3の管理には使用できません。PgAdmin
1.6は、新規バージョンの PostgreSQLに含まれるカタログ構造を認識しません。さま
ざまなエラーメッセージが表示されます。
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回避方法: PgAdmin IIIバージョン 1.8にアップグレードします。

Solaris Trusted Extensionsの変更されたマニュアル
ページはリファレンスマニュアルだけに記載され
ている
このリリースでは、次に示す Solaris Trusted Extensionsのマニュアルページが改訂さ
れています。

■ add_allocatable(1M)

■ remove_allocatable(1M)

■ label_to_str(3TSOL)

■ tsol_getrhtype(3TSOL)

■ tnzonecfg(4)

改訂されたマニュアルページは、manコマンドでは表示できません。改訂されたマ
ニュアルページを確認するには、『Solaris Trusted Extensions Reference Manual』を参
照してください。

Bash 3.00でいくつかの環境変数が設定されなく
なった
Solaris 10 OSには Bash 3.00が含まれていますが、このシェルでは次の変数が自動的に
は環境にエクスポートされなくなりました。

■ HOME
■ PATH
■ SHELL
■ TERM
■ HOSTNAME

■ HOSTTYPE

■ MACHTYPE

■ OSTYPE

この動作変更は、シェルによってこれらの変数にデフォルト値が割り当てられる場
合にも適用されます。

回避方法:これらの変数を手動でエクスポートしてください。
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新しい lnユーティリティーには -fオプションが
必要
/usr/bin/lnの動作は、SVID3からXCU6までのすべての標準に準拠するように変更
されました。-fオプションの付かない lnコマンドを使用して既存のターゲット
ファイルにリンクすると、リンクは確立されません。代わりに、診断メッセージが
標準エラーに書き込まれ、残りのリンク元ファイルのリンクが続行されます。最後
に、lnコマンドはエラー値を返して終了します。

たとえば、ファイル bがある場合、構文 ln a bを実行すると、次のメッセージが生
成されます。

ln: b: File exists

この動作変更は、-fオプションの付かない lnコマンドを含む既存のシェルスクリプ
トやプログラムに影響します。このため、以前正常に動作していたスクリプトが
Solaris 10 OSでは失敗することがあります。

回避方法: lnコマンドには -fオプションを付けて使用してください。linkユーティリ
ティーを実行する既存のスクリプトがある場合は、必ずコマンドの新しい動作に適
合するようにこれらのスクリプトを変更してください。

新しい tcshにより、ハイフンまたは等号が使われ
ている setenv変数名が拒否される
Solaris 10 OSでは、tcshはバージョン 6.12にアップグレードされました。このバー
ジョンは、名前にハイフンや等号が使われている環境変数を受け入れなくなりまし
た。setenv行を含み、以前の Solarisバージョンで動作するスクリプトを現在の
Solaris 10リリースで実行すると、エラーが生成されることがあります。次のエラー
メッセージが表示されます。

setenv: Syntax error

詳細は、Solaris 10 OS用の tcshのマニュアルページを参照してください。

回避方法:環境変数名にハイフンや等号を使用しないでください。
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STDIO getcファミリのファイル終了条件の動作が
変更になった
厳しい標準C準拠モードで作成されたアプリケーションは、一部のライブラリ関数
の動作変更による影響を受けます。たとえば、cc -Xcまたは c89準拠モードでコンパ
イルされたアプリケーションがこれに当たります。動作が変更されたライブラリ関
数は次のとおりです。

■ fgetc()

■ fgets()

■ fgetwc()

■ fgetws()

■ getc()

■ getchar()

■ gets()

■ getwc()

■ getwchar()

■ getws()

1990 C標準の正式な解釈では、ファイル終了条件が設定されたら、それ以降の入力
操作ではファイルからデータを返さないようにする必要があります。ただし、
ファイルポインタの位置を変更したり、アプリケーションによってエラーとファイ
ル終了フラグが明示的にクリアされている場合は例外です。

ほかのすべての準拠モードの動作は変わりません。特に、このインタフェースで
は、ファイル終了インジケータの設定後に、新しく書き込まれた追加データをスト
リームから読み取ることができます。

回避方法:ストリームのファイル終了条件が報告されたあとで追加データを読み取る
には、ストリームに対して fseek()または clearerr()を呼び出します。

psコマンドの出力列が広くなった
UID、プロセッサ ID、および累積実行時間が大きくなったため、psコマンドの出力
列が広くなりました。カスタムスクリプトは、出力列が固定されていると仮定しな
いようにするべきです。

回避方法:スクリプトでは psコマンドの -oオプションを使用するようにしてくださ
い。

詳細は、ps(1)のマニュアルページを参照してください。
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コマンド ping -vが IPv6アドレスに対して機能し
ない (4984993)
コマンド ping -vは、インターネットプロトコルバージョン (IPv6)を使用するアドレ
スに適用されると失敗します。次のエラーメッセージが表示されます。

ping: setsockopt IPV6_RECVRTHDRDSTOPTS Invalid argument

回避方法:ありません。ping -vによって得られるのと同じ ICMPパケット情報を取得
するには、snoopコマンドを使用します。

Solarisボリュームマネージャー
Solaris 10リリースの Solarisボリュームマネージャーに関するバグ情報について説明
します。

Solarisボリュームマネージャーの metattachコマ
ンドが失敗することがある
ファイルシステムがシリンダ 0から始まっていない Solarisボリュームマネージャー
のミラー化が存在するルート (/)ファイルシステムの場合には、接続されるサブミ
ラーにシリンダ 0から始まるものを含めることはできません。

最初のサブミラーがシリンダ 0から始まらないミラーに、シリンダ 0から始まるサブ
ミラーを接続しようとすると、次のエラーメッセージが表示されます。

can’t attach labeled submirror to an unlabeled mirror

回避方法:次のいずれかを選択してください。

■ ルートファイルシステムとほかのサブミラー用のボリュームの両方がシリンダ 0
から始まるようにします。

■ ルートファイルシステムとほかのサブミラー用のボリュームの両方がシリンダ 0
から始まらないようにします。
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注 – JumpStartインストールのデフォルトでは、swapパーティションがシリンダ 0か
ら始まっていて、ルートファイルシステム /はディスク上のほかの場所から始まって
います。システム管理者は通常、スライス 0をシリンダ 0から始めようとします。デ
フォルトの JumpStartインストールにおいて、スライス 0上にあるがシリンダ 0から
始まっていないルートパーティションを、別のディスクのシリンダ 0から始まるス
ライス 0にミラー化しようとすると、問題が発生する場合があります。その結果、
ミラーを追加しようとする際に、エラーメッセージが出力されます。Solarisインス
トールプログラムのデフォルト動作の詳細については、Solaris 10インストールガイ
ドを参照してください。

Solarisボリュームマネージャーの metassistコマ
ンドが英語以外のロケールで失敗する (5067097)
英語以外のロケールでは、Solarisボリュームマネージャーの metassistコマンドがボ
リュームの作成に失敗することがあります。たとえば、LANGを ja (日本語)に設定し
た場合は、次のエラーメッセージが表示されます。

xmlEncodeEntitiesReentrant : input not UTF-8

Syntax of value for attribute read on mirror is not valid

Value "XXXXXX"(unknown word) for attribute read on mirror

is not among the enumerated set

Syntax of value for attribute write on mirror is not valid

Value "XXXXXX"(Parallel in Japanse) for attribute write on mirror

is not among the enumerated set

metassist: XXXXXX(invalid in Japanese) volume-config

回避方法:スーパーユーザーとして、LANG変数を LANG=Cに設定してください。

Bourne、Korn、および Bashシェルの場合は、次のコマンドを実行します。

# LANG=C; export LANG

Cシェルの場合は、次のコマンドを実行します。

# setenv LANG C

ディスクがフォーマットされていないシステムで
はボリュームの作成に失敗する (5064066)
フォーマットされていないディスクがシステムに存在する場合、metassistコマンド
による Solarisボリュームマネージャーのボリューム構成の作成が失敗することがあ
ります。次のエラーメッセージが表示されます。
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metassist: failed to repartition disk

回避方法:フォーマットされていないすべてのディスクを手動でフォーマットしてか
ら、metassistコマンドを実行してください。

SolarisボリュームマネージャーRAID-1 (ミラー)ま
たはRAID-5ボリュームがソフトパーティション上
に構築されたディスクセット内に作成されると、
ホットスペアが正しく動作しない (4981358)
SolarisボリュームマネージャーRAID-1 (ミラー)またはRAID-5ボリュームをソフト
パーティションの上に構築されたディスクセットに作成すると、ホットスペアデバ
イスが正しく動作しません。

次の問題が発生する可能性がありますが、ほかの問題が発生することもあります。

■ ホットスペアデバイスがアクティブになっていない可能性がある。
■ ホットスペアデバイスの状態が変わった、つまりデバイスが壊れている可能性が
ある。

■ ホットスペアデバイスが使用されているが、不適切なドライブと再同期処理され
ている。

■ 使用中のホットスペアデバイスに障害が生じたが、破壊された状態が報告されて
いない。

回避方法:この構成では、ディスクセットに Solarisボリュームマネージャー
RAID-1またはRAID-5ボリュームを作成しないでください。

論理デバイス名がすでに存在しない場合、Solaris
ボリュームマネージャーの metadevadmコマンドが
失敗する (4645721)
障害が発生したドライブは Solarisボリュームマネージャーソフトウェアで構成され
たドライブに交換できません。交換するドライブは Solarisボリュームマネージャー
ソフトウェアにとって新しいドライブである必要があります。Sun StorEdge A5x00上
のあるスロットから別のスロットにディスクを物理的に移動した場合、metadevadm

コマンドが失敗することがあります。この問題は、スライスの論理デバイス名がす
でに存在しないときに発生します。ただし、ディスクのデバイス IDはメタデバイス
複製に存在しています。次のメッセージが表示されます。

Unnamed device detected. Please run ’devfsadm && metadevadm -r to resolve.
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注 –このとき、新しい場所にあるディスクにはアクセスできますが、スライスにアク
セスするためには、古い論理デバイス名を使用する必要があります。

回避方法:ドライブを物理的に元のスロットに戻してください。

Solarisボリュームマネージャーの metarecoverコ
マンドが metadb名前空間の更新に失敗する
(4645776)
システムからディスクを物理的に取り外して交換して、metarecover -p -d コマンド
を使用して適切なソフトパーティションの特定の情報をディスクに書き込むと、
オープンエラーが発生します。このコマンドはメタデバイスデータベースの名前空
間を更新せず、ディスクデバイス識別情報の変更を反映しません。この状態になる
と、ディスクの一番上に構築された各ソフトパーティションでオープンエラーが発
生し、次のメッセージが表示されます。

Open Error

回避方法: metarecoverコマンドを実行してソフトパーティションを回復するのでは
なく、新しいディスクにソフトパーティションを作成してください。

注 –ソフトパーティションがミラーまたはRAID5の一部である場合、次の
metareplaceコマンドを -eオプションをつけずに使用して、古いソフトパー
ティションを新しいソフトパーティションに交換します。

# metareplace dx mirror or RAID 5
old_soft_partition new_soft_partition

Sun Java Desktop System
この節では、Solaris 10 OSの Sun Java Desktop System (Java DS)に適用される問題につい
て説明します。

電子メールとカレンダ
この節では、電子メールとカレンダに関する問題について説明します。
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認証タイプの変更に関する問題 (6246543)
受信メールサーバーの認証タイプを変更したあとに、電子メールとカレンダが正し
く動作しないことがあります。

回避方法:電子メールとカレンダを再起動してください。

連絡先フォルダの連絡先の一覧が不完全である (5088514)
いくつかの連絡先を含む LDIF (LDAP Data Interchange Format)ファイルをインポート
したあとに、連絡先フォルダに一部の連絡先しか表示されません。これは、単なる
表示上の問題です。電子メールとカレンダには、すべての連絡先がインポートされ
ています。

回避方法:電子メールとカレンダを再起動してください。

ログインの問題
この節では、ログインの問題について説明します。

ログインエラーメッセージ
Java Desktop Systemセッションにログインしたときに、次のエラーメッセージが表示
されることがあります。

Could not look up internet address for hostname.

This will prevent GNOME from operating correctly.

It may be possible to correct the problem by adding

hostname to the file /etc/hosts

回避方法: /etc/hostsファイルにホスト名が正しく設定されていることを確認してく
ださい。次の手順を実行します。

1. /etc/hostsファイルにホスト名を次のように設定します。

127.0.0.1 localhost loghost hostname
localhost.localdomain

hostnameはシステムの名前です。
2. ホスト名が /etc/nodenameファイルに指定されていることを確認します。この
ファイルに次の行も追加する必要があります。

127.0.0.1 localhost loghost hostname
localhost.localdomain
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ヘルプシステム

ボリュームコントロールのヘルプウィンドウが違う (6253210)
Yelpブラウザを使用してボリュームコントロールのオンラインヘルプを開くと、代
わりに「キーボードアクセシビリティ」パネルアプリケーションのヘルプファイル
が開きます。

回避方法:ありません。

オンラインヘルプが動かなくなる (5090731)
アプリケーションのオンラインヘルプを開くときに、そのアプリケーションのヘル
プファイルが存在しない場合には、エラーダイアログボックスが表示されます。
「了解」をクリックしない限り、そのオンラインヘルプシステムが動かなくなり、
それ以降に起動するその他のアプリケーションのオンラインヘルプを開けなくなり
ます。

回避方法:エラーダイアログボックスで「了解」ボタンをクリックする必要がありま
す。

Mozillaブラウザ

Mozillaブラウザから印刷できないドキュメントがある
BMP (Basic Multilingual Plane)形式ではないUnicode文字が含まれているドキュメント
は、Mozillaブラウザから印刷できません。

回避方法:ありません。

システムレベルの問題

ユーザー設定の互換性が完全でない
旧バージョンのGNOMEデスクトップでは、ホームアカウントのユーザー設定と
Java Desktop System Release 3のユーザー設定との間に完全な互換性がない場合があり
ます。

回避方法:ユーザー設定を設定し直してください。次の手順を実行します。

1. Java Desktop Systemからログアウトします。
2. 「セッション」をクリックし、「端末の復旧」を選択します。
3. ログインします。
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4. 「端末の復旧」ウィンドウで、次のコマンドを入力します。

% gnome-cleanup exit

5. 再度ログインします。
GNOME設定が設定し直されました。

StarSuiteソフトウェアのオンライン登録に関する問題 (6208829)
StarSuiteソフトウェアがシステム上にMozillaを検出できない場合に、StarSuiteソフ
トウェアのオンライン登録を完了できない場合があります。StarSuiteソフトウェアが
電子メールとカレンダアプリケーションを検出できない場合には、ドキュメントを
正常に送信することができません。

回避方法: /usr/sfw/binを PATHに追加します。次の手順を実行します。

1. 端末ウィンドウを開きます。
2. 次のコマンドを入力します。

% export PATH=/usr/sfw/bin:$PATH

3. StarSuiteソフトウェアを起動するために、次のコマンドを実行します。

% soffice

4. StarSuite登録手順を完了します。

サウンドレコーダに関する問題
サウンドレコーダが new.wavファイルを録音しているときに、スライドバーとサイド
カウンタが機能しません。

回避方法:ありません。

Nautilus ACLマスクがグループのアクセス権と同
期されない (6464485)
「パーミッション」タブの「グループ」アクセス権と「アクセス」タブの「マス
ク」アクセス権は同じになるはずですが、状況によっては同期されないことがあり
ます。

回避方法:「閉じる」ボタンをクリックし、「リロード」をクリックします。ファイ
ルのプロパティーを再度表示します。これで、「グループ」アクセス権と「マス
ク」アクセス権が同期された状態に戻ります。アクセス権としては、前の手順で変
更した「マスク」アクセス権が設定されます。
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strftime(3c)は%-mと%-dでGNU拡張をサポー
トするべき (6448815)
Java DSメニューバーおよび Evolutionなどの一部のアプリケーションで、中国暦の日
付が正しく表示されません。不正な日付は %-m M %-d D の形式で表示されます。この
MとDは、それぞれ中国暦の月と日です。

回避方法:次の手順を実行します。

1. /usr/share/locale/LC_MESSAGES/gnome-panel*.moファイルをバックアップしま
す。

2. gnome-panel.gnome-2-16.zh_CN.poを http://l10n.gnome.org/

POT/gnome-panel.gnome-2-16/gnome-panel.gnome-2-16.zh_CN.poからダウンロード
し、/tmpディレクトリに保存します。

3. gnome-panel.gnome-2-16.zh_CN.poファイルを編集して、すべての %-mを %Omで置
き換え、%-dを %eで置き換えます。

4. 新しい gnome-panel.gnome-2-16.zh_CN.poファイルを生成します。

msgfmt -v -o gnome-panel.gnome-2-16.zh_CN.mo /tmp/gnome-panel.gnome-2-16.zh_CN.po

このファイルを /usr/share/locale/LC_MESSAGES/ディレクトリにコピーします。

5. システムからログアウトし、再度ログインします。

x86:ビデオカードが1枚しかないシステムで全画
面の拡大鏡を設定できない
ビデオカードを 1枚しか使用していない Solaris 10システムでは、全画面の拡大鏡を
設定することはできません。このような構成の場合には、ダミードライバの設定を
定義した別の構成ファイルを使用する必要があります。最初に、Xserverが動作して
いないことを確認します。そのあとに、次の手順を実行してください。

1. コマンド行セッションにログインします。
■ GNOMEディスプレイマネージャーを使用する場合は、次の手順を実行しま
す。

a. スーパーユーザーとしてセッションにログインします。
b. プロンプトで、svcadm disable application/gdm2-login と入力します。
c. 再度スーパーユーザーとしてログインします。

■ dtloginを使用する場合は、次の手順を実行します。
a. dtloginウィンドウで、「オプション」をクリックし、「コマンド行ログイ
ン」を選択します。

b. スーパーユーザーとしてログインします。
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2. 新しい xorg.confファイルを作成します。

# /usr/X11/bin/Xorg -configure

ルート (/)ディレクトリに xorg.conf.newが作成されます。

3. 新しい構成ファイルを /etc/x11ディレクトリにコピーし、ファイルの名前を
xorg.confに変更します。

# cp /xorg.conf.new /etc/X11/xorg.conf

4. 次のサンプル構成を使用して、ファイルの構成を変更します。
■ 新しいモニターセクションを追加します。

Section "Monitor"
Identifier "monitor_dummy"
ModelName "dummy"
HorizSync 10-200

VertRefresh 20-90

EndSection

■ 新しいデバイスセクションを追加します。

Section "Device"
BoardName "dummy"
Driver "dummy"
Identifier "device_dummy"
VendorName "dummy"
videoram 10000

EndSection

注 –グラフィックスカードの画面の幅と高さ、および発色数に応じて、
videoram値の調整が必要になる場合があります。値 (Kバイト)は、使用する画
面に適した大きさにする必要があります。たとえば、幅 *高さ * bpp/8という
式を使用して値を計算します。

■ 新しい画面セクションを追加します。

Section "Screen"
DefaultDepth 24

SubSection "Display"
Depth 24

Modes "1280x1024"
EndSubSection

Device "device_dummy"
Identifier "screen_dummy"
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Monitor "monitor_dummy"
EndSection

注 –解像度の値は、システムの設定に応じて調整が必要になる場合がありま
す。

5. ServerLayoutセクションで次の行を探します。

Screen 0 "Screen0" 0 0

6. この行の下に、次の行を挿入します。

Screen 1 "screen_dummy" RightOf "Screen0"

この追加した行により、Screen1が定義されます。2番目のダミー画面として、物
理的な主画面である Screen0の論理的に右側に割り当てられます。

7. 変更を保存します。

8. コマンド行セッションからシステムをリブートします。
■ GDMを使用する場合は、次の操作を実行します。

a. svcadm enable application/gdm2-login と入力します。
b. システムを再起動します。

■ dtloginを使用する場合は、システムをリブートし、ログインします。

9. Gnopernicusスクリーンリーダーを起動します。

10.「起動モード」を「拡大鏡」に変更します。

11.「設定」をクリックしてから、「拡大鏡」を選択します。

12.「追加/変更」をクリックします。

13.「拡大鏡」設定に次の値を割り当てます。
■ ソース: 0.1
■ 拡大表示の位置:

■ 左と上部: 0
■ 右と下部:最大値

14.「適用」をクリックします。

全画面拡大の画面が上に表示され、Gnopernicusウィンドウが表示されなくなりま
す。この状態で、全画面拡大を設定することができます。
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一部の表示オプションを使用すると、ファイルマ
ネージャーでエラーが発生することがある
(6233643)
次の表示オプションを使用すると、ファイルマネージャーでエラーが発生すること
があります。

■ カタログ表示
■ 画像コレクション表示

使用する表示オプションに応じて、次のエラーメッセージが表示されることがあり
ます。

■ エラー:

The application nautilus has quit unexpectedly

■ エラー:

The Catalog view encountered an error while starting up

■ エラー:

The Image Collection view encountered an error while starting up

回避方法:ありません。これらの問題が発生したら、ファイルマネージャーを再起動
するか、クラッシュダイアログボックスで「アプリケーションの再起動」ボタンを
クリックしてください。

特定の種類のアーカイブを作成するときの問題
(5082008)
アーカイブ管理を使用して、次の種類のアーカイブを作成することはできません。

■ .arj
■ .lha
■ .bzip
■ .lzop
■ .zoo

回避方法:ありません。
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システム管理
ここでは、Solaris 10 OSのシステム管理に関するバグ情報について説明します。

SPARC: FKU 137137-xxでは他社製のボリュームマ
ネージャーソフトウェアがサポートされない
FKU 137137-xxパッチでは、いくつかの例外を除き、他社製のボリュームマネー
ジャーソフトウェアがサポートされません。このサポートが欠けているのは、
prepatch、postpatch、および postbackoutの実装によるためです。サポートされていな
い他社製のボリュームマネージャーソフトウェアを使用する場合は、FKUパッチを
適用できません。パッチのインストール中に次のエラーメッセージが表示されま
す。

unsupported root slice type xxxxx

ただし、富士通およびベリタス製のボリュームマネージャーソフトウェアはサポー
トされています。

回避方法:ありません。

非大域ゾーンが含まれているシステムで patchadd

-Mを使用してパッチをインストールしてはいけな
い
非大域ゾーンが含まれているシステムでは、 patchadd -M オプションを使用しないこ
とをお勧めします。patchadd -Mの現在の実装では、まず大域ゾーンにすべての
パッチが適用され、その次に非大域ゾーンに適用されます。このオプションをお勧
めしないのは、いくつかのパッチが大域ゾーンには適用され、非大域ゾーンにはま
だ適用されていないときに問題が発生した場合、大域ゾーンと非大域ゾーンの同期
が大幅にずれてしまい、回復が困難な状況に陥る可能性があるからです。

回避方法: patchadd -a - M を使用して、パッチセットの有効なインストールシーケン
スを作成し、パッチが問題なく確実にインストールされるようにすることができま
す。

詳細は、BigAdmin Patching Hubの成功事例の記事
(http://www.sun.com/bigadmin/features/articles/patch_management.jsp)を参照して
ください。
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::findleaksコマンドが失敗する (6720107)
Solaris 10 10/08 OSでは、mdbデバッガの ::findleaksコマンドは失敗します。次のエ
ラーメッセージが表示されます。

mdb: couldn’t walk ’modctl’: unknown walk name

回避方法: ::findleaksコマンドを使用する前に、::load krtldコマンドを入力しま
す。

voldによって Solaris 10 10/08 DVDメディアが自動
的にマウントされないことがある (6712352)
実行時に、Solaris 10 10/08 DVDはデフォルトではマウントされません。エラー
メッセージは表示されません。

回避方法:次の手順を実行します。

1. スーパーユーザーになります。
2. voldを無効にします。

■ Solaris 10システム:

# svcadm disable -t volfs

■ Solaris 8および Solaris 9システム:

/etc/init.d/volmgt stop

3. # mount -F hsfs <ブロックデバイスへのパス> <マウントポイントへのパス> コマ
ンドを使用して手動でメディアをマウントします。次に例を示します。

# mount -F hsfs /dev/rdsk/c0t2d0s2 /mnt

Solaris Trusted Extensionsを有効にしたあとで
Solaris管理コンソールにログインできない
(6639493)
Solaris Trusted Extensionsを有効にしたあと、SolarisTM管理コンソールがハングアップ
し、Solaris管理コンソールに rootとしてログインできません。Solaris管理コンソール
がハングアップする際に、次のエラーメッセージが表示されることがあります。

Configuring the Management Server...
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回避方法:次の手順を実行します。

1. Solaris Trusted Extensionsを設定してから、Solaris管理コンソールを起動します。

2. 「コンソール」メニューから「ツールボックスを開く」を選択します。

3. localhostを選択します (リストに含まれている場合)。

4. localhostがリストに含まれていない場合は、localhostと入力します。

5. Policy=TSOLツールボックスを選択します。

6. もう一度 Solaris管理コンソールに rootとしてログインします。

7. (省略可能) Solaris管理コンソールへの 2回目のログインも失敗した場合は、手順 1
- 5を繰り返します。その際、手順 3では localhostではなく127.0.0.1と入力して
ください。

zoneadm attachコマンドが失敗することがある
(6550154)
元のホストと新しいホストに同じパッチレベルのパッケージがインストールされて
いても、中間のパッチ履歴が異なっている場合は、ゾーンの接続に失敗することが
あります。さまざまなエラーメッセージが表示されます。表示されるエラー
メッセージは、2つのホストのパッチ履歴によって異なります。

回避方法:元のホストマシンと新しいホストマシンとで、各パッチが同じバージョン
順序で適用されるようにします。

SATAコントローラのレガシーモードとAHCIモー
ドの切り替えを Solarisで処理できない (6520224)
AHCI準拠の SATAコントローラを備えたシステムの場合、通常は BIOS設定でコン
トローラをAHCI、レガシー、またはRAIDモードに設定できます。SolarisはAHCI
モードとレガシーモードをサポートしています。

Solarisの初期インストール後は、BIOSの SATAモードの設定を変更してはいけませ
ん。Solarisのアップグレードの前後にも、SATAモードの設定を変更してはいけませ
ん。Solarisのインストール後に BIOSの SATAモード設定を変更すると、システムが
リセットされ、ブートに失敗しますが、その原因は示されません。

回避方法: BIOS設定を変更した結果ブートに失敗した場合、Solarisをブートするに
は、元の設定に戻してください。
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遅延起動パッチの適用 (6486471)
パッチ 119254-42および 119255-42以降、パッチインストールユーティリティー
patchaddおよび patchrmが変更され、実行中のシステムと互換性のない既存ファイル
や新しい機能を提供する一部のパッチの処理方法が変わりました。このユーティリ
ティーの変更は、これらのパッチをどの Solaris 10リリースにインストールする場合
にも影響します。これらの「遅延起動」パッチは、カーネルパッチで提供される広
範な変更をより適切に処理します。

遅延起動パッチでは、ループバックファイルシステム lofsを使ってルートファイル
システムのコピーが作成されます。パッチ対象の元のファイルは安全な場所にコ
ピーされ、ルートファイルシステムの lofsコピーにパッチが適用されます。次に、
元のファイルは、パッチが適用された状態で、新しいファイルの上に、lofsマウン
トで戻されます。このことは、パッチを適用している間、実行中のシステムの一貫
性が保持され、ユーザーがリブートするまで、新しい機能がアクティブにならず、
互換性のない変更がすべて隠されることを意味します。

ユーザーは遅延起動パッチの適用後はできるだけ早くリブートする必要があります
が、即座にリブートする必要はなく、引き続き追加のパッチを適用してからリブー
トしてもかまいません。

パッチのREADMEには、どのパッチでリブートが必要になるかが説明されていま
す。

注 –パッチの操作は、パッチのREADMEで推奨されている場合は特に、シングル
ユーザーモードで実行することを強くお勧めします。

非大域ゾーンを実行している場合や lofsが無効になっている場合は、遅延起動
パッチをインストールまたは削除する際に、次の点を考慮してください。

■ このパッチ操作のためには、すべての非大域ゾーンを停止状態にする必要があり
ます。パッチを適用する前に非大域ゾーンを停止してください。

■ 遅延起動パッチの適用を正常に完了するには、ループバックファイルシステム
lofsが必要です。Sun Cluster 3.1か Sun Cluster 3.2を実行しているシステムは、
lofsが有効になったときのHA-NFS機能の制限によって、lofsが無効になってい
る可能性が高いです。したがって、遅延起動パッチをインストールする前に、次
の手順に従ってループバックファイルシステムを再度有効にする必要がありま
す。

1. /etc/system ファイルにある次の行を削除するかコメントにします。

exclude:lofs

2. システムをリブートします。
3. パッチをインストールします。
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4. パッチのインストール操作を完了した後、/etc/systemファイルから同じ行を
復元するか、コメントを解除します。

5. リブートして通常の操作を再開します。

エラーメッセージは表示されません。

回避方法:パッチの適用を管理するには Solaris Live Upgradeをお勧めします。Solaris
Live Upgradeは、実行中システムへのパッチ適用の問題を防ぎます。Solaris Live
Upgradeは、パッチの適用に伴う停止時間を短縮し、問題発生時のフォールバック機
能を提供してリスクを低減します。詳細は、『Solaris 10 10/08インストールガイド
(Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』を参照してください。

大規模なファイルシステムで、32ビットアプリ
ケーションでファイルシステムの状態を取得する
際にエラーが発生する可能性がある (6468905)
ZFSなどの大規模なファイルシステムで実行されるアプリケーションでは、
statvfs(2)または statfs(2)を使用してファイルシステムの状態に関する情報を取得
すると、エラーが発生します。次のエラーメッセージが表示されます。

Value too large for defined data type

回避方法:アプリケーションでは、代わりに statvfs64()を使用するようにしてくだ
さい。

ゾーンに対応していないシステムでは、patchadd

の -Rオプションを使用して代替ルートパスを指
定することは制限すべき (6464969)
ゾーンに対応していない Solarisリリースを実行しているシステムでは、patchadd -R

コマンドなどの -Rオプションを受け入れるコマンドを使用して、非大域ゾーンがイ
ンストールされている大域ゾーンに代替ルートパスを指定しても、正常に機能しま
せん。

luupgrade [-t、-T、-p、-P]コマンドを使用した場合に表示されるエラーメッセージ
とは異なり、この場合は、コマンドレベルでの妥当な制限の使用に関するエラー
メッセージは表示されません。

-Rオプションが機能しなかったことを示すものは何もありません。このコマンドが
失敗した結果として、インストールされているどの非大域ゾーンにも Solaris 10の
パッケージやパッチはインストールされません。
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この問題は、パッケージやパッチをインストールまたはアンインストールするとき
に発生します。

注 –代替ブート環境に非大域ゾーンが構成されていても、非大域ゾーンがインストー
ル済みでない場合には、-Rオプションが機能します。ただし、潜在的な問題を回避
するには、あるいは、代替ルートパスとして使用される非大域ゾーンがインストー
ルされているかどうかわからない場合は、常に -Rオプションの使用を制限してくだ
さい。

詳細は、次のマニュアルページを参照してください。

■ patchadd(1M)
■ patchrm(1M)
■ pkgadd(1M)
■ pkgrm(1M)

回避方法 1: OSを Solaris 10 1/06リリース以上にアップグレードします。

Solaris 10 3/05リリースを実行している場合は、次のパッチをインストールして、代
替ルートパスを作成するための -Rオプションを受け入れるコマンドを使用可能にし
ます。

■ SPARCベースのシステムの場合は、パッチ ID 119254-19。
■ x86ベースのシステムの場合は、パッチ ID 119255-19。

回避方法 2: patchadd -Rコマンドなど、代替ルートパスを作成するための -Rオプ
ションを受け入れるすべてのコマンドの使用を制限します。

代わりに、代替ルート (Solaris 10リリースなど)をアクティブOSとしてブートしま
す。その後、-Rオプションは使用せずに、Solaris 10のパッケージとパッチのインス
トールやアンインストールを行います。

Sun Patch Manager Tool 2.0に旧バージョンとの互
換性がない
Sun Patch Manager Tool 2.0が動作するシステムでは、Sun Patch Manager Tool 1.0などの
パッチマネージャーツールが動作するリモートシステムを管理できます。

ただし、旧バージョンのパッチマネージャーツールが動作するシステムで、Patch
Manager Tool 2.0が動作するリモートシステムを管理することはできません。旧バー
ジョンは次のとおりです。

■ Sun Patch Manager Base Software 1.x
■ Sun Patch Manager Tool 1.0
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注 – Solaris 8 OSにはパッチマネージャーツール用のCIM/WBEM (Common Information
Model/Web Based Enterprise Management)サポートがありません。したがって、Solaris
8システムではパッチマネージャーによるリモート管理が行えません。

既存のディスクレスクライアントをシステムから
削除できない (6205746)
smdisklessコマンドを使用してディスクレスクライアントを削除すると、コマンド
は失敗します。ディスクレスクライアントは、システムデータベースから削除され
ません。次のエラーメッセージが表示されます。

Failing with error EXM_BMS.

回避方法:クライアントを追加する前に、/exportパーティションの共有を解除して
ください。

SPARC: smosservice deleteコマンドですべての
ディレクトリが正常に削除されるとは限らない
(6192105)
smosservice deleteコマンドを使用してディスクレスクライアントサービスを削除し
た場合、すべてのサービスディレクトリが正常に削除されるとは限りません。

回避方法:次の手順を実行します。

1. そのサービスを使用するクライアントが存在しないことを確認します。

# unshare /export/exec/Solaris_10_sparc.all

# rm -rf /export/exec/Solaris_10_sparc.all

# rm -rf /export/exec/.copyofSolaris_10_sparc.all

# rm -rf /export/.copyofSolaris_10

# rm -rf /export/Solaris_10

# rm -rf /export/share

# rm -rf /export/root/templates/Solaris_10

# rm -rf /export/root/clone/Solaris_10

# rm -rf /tftpboot/inetboot.sun4u.Solaris_10

2. 次のエントリを /etc/bootparamsファイルから削除します。

fs1-24 boottype=:os
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注 –このエントリを削除するのは、このファイルサーバーが関数や資源をほかの
サービスに提供していない場合に限られます。

3. 次のエントリを /etc/dfs/dfstabファイルから削除します。

share -F nfs -o ro /export/exec/Solaris_8_sparc.all/usr

4. /var/sadm/system/admin/services/Solaris_10ファイルを変更します。

■ ファイルサーバーが Solaris_10でない場合は、そのファイルを削除します。
■ ファイルサーバーが Solaris_10である場合は、冒頭の 3行を残し、あとのエン
トリをすべて削除します。削除した行は、/export/root/templates/Solaris_10

に含まれるサービスUSR_PATHおよび SPOOLED ROOTのパッケージとサポー
トされるプラットフォームを示します。

kill -HUPによって必ずしもエージェントが
snmpd.conf構成ファイルを再度読み取るとは限ら
ない (4988483)
snmpd.confの内容を変更したあとは、コマンド kill -HUP snmp Process IDを実行でき
ます。このコマンドによって snmpプロセスが停止します。その後、システム管理
エージェントのマスターエージェント(snmpd)に信号が送信されて snmpd.confが再
度読み取られ、導入した変更が実装されます。このコマンドによって必ずしもマス
ターエージェントが構成ファイルを再度読み取るとは限りません。その結果、この
コマンドを使用しても、必ずしも構成ファイル内の変更が有効になるとは限りませ
ん。

回避方法: kill -HUPを使用する代わりに、変更を snmpd.confに追加したあとでシス
テム管理エージェントを再起動してください。次の手順を実行します。

1. スーパーユーザーになります。

2. 次のコマンドを入力します。

# /etc/init.d/init.sma restart
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x86: BIOSのブート時に F4キーを押すとサービス
パーティションのブートに失敗する (4782757、
5051157)
これは、Solaris 10 OS (x86版)がインストールされた、サービスパーティションを保
持する Sun LX50のブート時に発生します。F4ファンクションキーを押すことでサー
ビスパーティションのブートを選択できますが、オプションを選択すると画面が空
白になります。その後、システムはサービスパーティションのブートに失敗しま
す。

回避方法: BIOSブート画面の表示時に、F4キーを押さないでください。タイムアウ
ト後に「Current Disk Partition Information」画面が表示されます。type=DIAGNOSTICに
対応する「Part#」列の番号を選択します。続いてReturnキーを押します。サービス
パーティションがブートします。

XML/HTTPトランスポートプロトコル環境では
com.sunアプリケーションプログラミングインタ
フェースメソッド呼び出しが失敗することがある
(4497393、4497399、4497406、4497411)
javaxアプリケーションプログラミングインタフェースではなく、com.sunアプリケー
ションプログラミングインタフェースを使用してWBEMソフトウェアを開発する場
合、全面的にサポートされるのはCommon Information Model (CIM)リモートメ
ソッド呼び出し (RMI)だけです。XML/HTTPなど、ほかのプロトコルについては、
com.sunアプリケーションプログラミングインタフェースで完全に機能するという保
証はありません。

次の表に、RMIでは正常に実行され、XML/HTTPでは失敗する呼び出しの例を示し
ます。

メソッド呼び出し エラーメッセージ

CIMClient.close() NullPointerException

CIMClient.execQuery() CIM_ERR_QUERY_LANGUAGE_NOT_SUPPORTED

CIMClient.getInstance() CIM_ERR_FAILED

CIMClient.invokeMethod() XMLERROR: ClassCastException
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特定システムに関する注意事項

この章では、Sunのミッドレンジサーバーおよびハイエンドサーバーに固有の注意事
項について説明します。現在の Sunのサーバーは Sun Fireシステムファミリに含まれ
ます。古いサーバーは Sun Enterpriseシステムファミリに含まれます。

注 – Sun Validation Test Suiteリリースノートは分離したマニュアルとなりました。こ
れは http://sun.comで参照できます。

注 –修正されて Solaris 10 10/08ソフトウェアに適用されなくなったバグと問題につい
ては、付録A「Solaris 10オペレーティングシステムで統合された解決済みバグの
表」を参照してください。

Sun Fireハイエンドシステムでの動的再構成
ここでは、Solaris 10ソフトウェアを実行している Sun Fireハイエンドシステムでのド
メイン側の動的再構成 (DR)の主なバグについて説明します。

■ Sun Fire 25K
■ Sun Fire 20K
■ Sun Fire 15K
■ Sun Fire 12K

Sun Management ServicesでのDRのバグについては、使用しているシステムで実行さ
れている SMSのバージョンに対応した『SMSご使用にあたって』を参照してくださ
い。
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注 –この情報は、ここに記載されているサーバーで実行されるDRだけに当てはまり
ます。ほかのサーバーでのDRについては、サーバーのリリースノート、プロダクト
ノート、または説明が記載された節を参照してください。

ソフトウェアおよびハードウェアの既知のバグ
Sun Fireハイエンドシステムに関するソフトウェアおよびハードウェアのバグ情報に
ついて説明します。

deleteboardを実行するとリークエラーが表示される (4730142)
SunSwift PCIカード、Option 1032を使用するように構成されているシステムでDRコ
マンドを実行すると、警告が表示されることがあります。このような警告は、Solaris
8、Solaris 9、または Solaris 10ソフトウェアが稼働しているドメインで発生します。
警告の例を次に示します。

Aug 12 12:27:41 machine genunix: WARNING:

vmem_destroy(’pcisch2_dvma’): leaked

このような警告が表示されても問題はなく、DR操作中にDVMA (Direct Virtual
Memory Access)空間は正常にリフレッシュされます。実際には、カーネルのメモ
リーリークは発生していません。

回避方法:この警告が表示されないようにするには、/etc/systemファイルに次の行
を追加します。

set pcisch:pci_preserve_iommu_tsb=0

GigaSwift Ethernet MMFのリンクが、DR接続後のCISCO 4003ス
イッチで停止する
Sun GigaSwift Ethernet MMF Option X1151Aを備えたシステムと一部のCISCOスイッチ
の間でリンクが失敗します。次のいずれかのスイッチに接続されているシステムで
DR操作を実行しようとすると、この失敗が発生します。
■ CISCO WS-c4003スイッチ (ファームウェア: WS-C4003 Software, Version NmpSW:

4.4(1))
■ CISCO WS-c4003スイッチ (ファームウェア: WS-C4003 Software, Version NmpSW:

7.1(2))
■ CISCO WS-c5500スイッチ (ファームウェア: WS-C5500 Software, Version McpSW:

4.2(1)およびNmpSW: 4.2(1))

この問題はCISCO 6509スイッチでは見られません。
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回避方法:別のスイッチを使用するか、一覧に示したスイッチのパッチについて
Cisco社にお問い合わせください。

Sun Fireミッドレンジシステムでの動的再構成
ここでは、次の Sun Fireミッドレンジシステムでの動的再構成 (DR)に関連する重要
な問題について説明します。

■ Sun Fire E6900
■ Sun Fire E4900
■ Sun Fire E6800
■ Sun Fire E4810
■ Sun Fire E4800
■ Sun Fire E3800

注 –この情報は、ここに記載されているサーバーで実行されるDRだけに当てはまり
ます。ほかのサーバーでのDRについては、サーバーのリリースノート、プロダクト
ノート、または説明が記載された節を参照してください。

最小構成のシステムコントローラファームウェア
表 3–1で、Solarisソフトウェアと、DRを実行する各 Sun Fireミッドレンジシステム
のシステムコントローラ (SC)ファームウェアの許容可能な組み合わせを示します。

注 –最新のファームウェア機能とバグ修正を利用するには、Sun Fireミッドレンジシ
ステム上で最新の SCファームウェアを実行してください。最新のパッチについて
は、http://sunsolve.sun.comを参照してください。

表 3–1 各プラットフォームと Solarisリリースの組み合わせで最小構成の SCファームウェア

プラットフォーム Solarisリリース 最小構成の SCファームウェア

UltraSPARC IV+が搭載された
Sun Fire E6900/E4900

Solaris 10 3/05 HW1 (限定リリー
ス)または Solaris 10 1/06

5.19.0

UltraSPARC IV+が搭載されてい
ない E6900/E4900

Solaris 9 4/04 5.16.0

Sun Fire 6800/4810/4800/3800 Solaris 9 4/04 5.16.0

Sun Fire 6800/4810/4800/3800 Solaris 9 5.13.0

Sun Fireミッドレンジシステムのシステムファームウェアは、ファームウェアイメー
ジが格納されている FTPまたはHTTPサーバーに接続することによってアップグ
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レードすることができます。詳細は、READMEファイルと Install.infoファイルを参
照してください。これらのファイルは、使用しているドメインで動作中のファーム
ウェアリリースに含まれています。パッチは、Webサイト
(http://sunsolve.sun.com)で入手できます。

DRソフトウェアの既知のバグ
ここでは、DRに関する重要なバグについて説明します。

プログラムでネットワークデバイスが開いた状態に保持されてい
ると、デバイスの取り外しが失敗する (5054195)
プロセスによってネットワークデバイスが開いた状態に保持されていると、そのデ
バイスが関連するDR操作はすべて失敗します。参照カウントを保持しているデーモ
ンやプロセスによって、DR操作が中止されます。

回避方法:スーパーユーザーとして次の手順を実行します。

1. /rplbootディレクトリを削除するか、またはディレクトリ名を変更します。

2. NFSサービスを停止します。

# sh /etc/init.d/nfs.server stop

3. ブートサーバーサービスを停止します。

# sh /etc/init.d/boot.server stop

4. DRによる切り離し操作を実行します。
5. NFSサービスを再起動します。

# sh /etc/init.d/nfs.server start

6. ブートサーバーサービスを再起動します。

# sh /etc/init.d/boot.server start

ポート0が使用不可のときは、cPCIボードを構成解除できない
(4798990)
Sun Fireミッドレンジシステムでは、CompactPCI (cPCI)入出力ボード上のポート 0
(P0)が使用不可になっているときは、このボードを構成解除することはできませ
ん。この問題は、Solaris 10および Solaris 9ソフトウェアで発生します。また、次の
パッチが 1つ以上インストールされている Solaris 8ソフトウェアでも発生します。
■ パッチ ID 108528-11 - 108528-29
■ パッチ ID 111372-02 - 111372-04
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また、このエラーは cPCIボードを使用するDR操作中にのみ発生します。次のよう
なエラーメッセージが表示されます。

# cfgadm -c unconfigure NO.IB7

cfgadm: Hardware specific failure: unconfigure N0.IB7: Device

busy:/ssm@0,0/pci@1b,700000/pci@1

NO.IB7は、P0が使用不可となっているCompactPCI入出力ボードです。

回避方法:ポート 0ではなく、スロットを使用不可にします。

Sun Enterprise 10000に関するリリース情報
ここでは、Sun Enterprise 10000サーバーでの次の機能に関連する注意事項について説
明します。

■ システムサービスプロセッサの要件
■ 動的再構成 (DR)
■ InterDomain Networks (IDNs)
■ Sun Enterprise 10000ドメイン上の Solarisオペレーティングシステム

注 – Solaris 10ソフトウェアは、Sun Enterprise 10000システム内の個々のドメイン上で
実行できます。ただし、このリリースでは、Sun Enterprise 10000システムサービスプ
ロセッサはサポートされていません。

システムサービスプロセッサの要件
システムサービスプロセッサ (SSP)で Solaris 10ソフトウェアをサポートするには、
SSP 3.5ソフトウェアが必要です。まず、SSP 3.5を SSPにインストールしてくださ
い。その後、Sun Enterprise 10000ドメインで Solaris 10 OSのインストールやアップグ
レードを行うことができます。

SSP 3.5ソフトウェアは、ドメインをDRモデル 3.0用に正しく構成するためにも必要
です。

動的再構成に関する注意事項
ここでは、Sun Enterprise 10000ドメインでの動的再構成 (DR)に関連する注意事項に
ついて説明します。
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DRモデル3.0
Solaris 9 12/03リリース以降の Solaris OSが動作している Sun Enterprise 10000ドメイン
では、DRモデル 3.0を使用する必要があります。DRモデル 3.0とは、SSP上で次の
コマンドを使用してドメインDR操作を実行する機能のことです。

■ addboard

■ moveboard

■ deleteboard

■ showdevices

■ rcfgadm

ドメインで cfgadmコマンドを実行して、ボードの状態情報を取得することもできま
す。DRモデル 3.0は、Reconfiguration Coordination Manager (RCM)とのインタフェー
スを通じて、ドメインで動作しているほかのアプリケーションとのDR操作の調整も
行います。

DRモデル 3.0の詳細は、『Sun Enterprise 10000 Dynamic Reconfigurationユーザーマ
ニュアル』を参照してください。

DRと結合ユーザープロセス
この Solarisリリースでは、DRは切り離されたCPUとユーザープロセスとの結合解
除を自動的に実行しません。切り離し操作を開始する前に、手動でこの操作を実行
する必要があります。プロセスが結合されているCPUが検出されると、ドレイン操
作が失敗します。

プログラムでネットワークデバイスが開いた状態に保持されてい
ると、デバイスの取り外しが失敗する (5054195)
プロセスによってネットワークデバイスが開いた状態に保持されていると、そのデ
バイスが関連するDR操作はすべて失敗します。参照カウントを保持しているデーモ
ンやプロセスによって、DR操作が中止されます。

回避方法:スーパーユーザーとして次の手順を実行します。

1. /rplbootディレクトリを削除するか、またはディレクトリ名を変更します。

2. NFSサービスを停止します。

# sh /etc/init.d/nfs.server stop

3. ブートサーバーサービスを停止します。

# sh /etc/init.d/boot.server stop

4. DRによる切り離し操作を実行します。
5. NFSサービスを再起動します。
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# sh /etc/init.d/nfs.server start

6. ブートサーバーサービスを再起動します。

# sh /etc/init.d/boot.server start

InterDomain Networks
ドメインを InterDomain Networkに接続する場合、そのドメインにあるボードのう
ち、メモリーが動作しているボードについては、動作中のCPUが少なくとも 1つ必
要です。

OpenBoot PROM変数
OpenBoot PROMプロンプト (OK)で boot netコマンドを実行する前には、
local-mac-address?変数が falseに設定されていることを確認してください。これは
出荷時のデフォルト値です。この変数の値が trueになっている場合は、この値が
ローカルな構成として適切かどうかを確認してください。

注意 – local-mac-address?が trueに設定されていると、ネットワーク上でのそのドメ
インのブートが正しく行われない場合があります。

netconウィンドウでは、OpenBoot PROMプロンプトで次のコマンドを使用して、
OpenBoot PROM変数の値を表示できます。

OK printenv

local-mac-address?変数をデフォルト値にリセットするには、setenvコマンドを使
用します。

OK setenv local-mac-address? false

Sun Enterpriseミッドレンジシステムでの動的再構成
ここでは、Solaris 10ソフトウェアを実行する次のようなミッドレンジサーバーでの
動的再構成 (DR)機能について、最新情報を提供します。

■ Sun Enterprise 6x00
■ Sun Enterprise 5x00
■ Sun Enterprise 4x00
■ Sun Enterprise 3x00
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Sun EnterpriseサーバーのDRの詳細については、『Sun Enterprise 6x00、5x00、4x00、
3x00システムDynamic Reconfigurationユーザーマニュアル』を参照してください。
Solaris 10リリースは、上記のリストに示したシステムのすべてのCPU/メモリーボー
ドとほとんどの入出力ボードをサポートしています。

サポートするハードウェア
DRを実行する前に、システムが動的再構成をサポートしていることを確認してくだ
さい。システムの設計が古い場合は、コンソールまたはコンソールログに次のよう
なメッセージが表示されます。このようなシステムは動的再構成をサポートしてい
ません。

Hot Plug not supported in this system

次の入出力ボードは現在サポートされていません。

■ タイプ 2 (グラフィックス)
■ タイプ 3 (PCI)
■ タイプ 5 (グラフィックスと SOC+)

ソフトウェアに関する注意事項
ここでは、DRに関する一般的なソフトウェア情報について説明します。

動的再構成を有効にする
動的再構成を有効にするには、/etc/systemファイルで 2つの変数を設定します。ま
た、CPU/メモリーボードの取り外しを有効にするために、もう 1つの変数を設定す
る必要があります。次の手順を実行します。

1. スーパーユーザーとしてログインします。
2. /etc/systemファイルを編集して、次の行を追加します。

set pln:pln_enable_detach_suspend=1

set soc:soc_enable_detach_suspend=1

3. CPU/メモリーボードの取り外しを有効にするには、次の行をファイルに追加しま
す。

set kernel_cage_enable=1

この変数の設定により、メモリーの構成解除が可能になります。

4. 変更を適用するために、システムをリブートします。
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休止テスト
次のコマンドを使用して、休止テストを開始できます。

# cfgadm -x quiesce-test sysctr10:slot number

システムの規模が大きい場合は、休止テストの実行に 1分近くかかる場合もありま
す。この間、cfgadmが互換性のないドライバを検出しなかった場合はメッセージは
まったく表示されませんが、これは正常な動作です。

使用不可ボードリスト
使用不可ボードリストに登録されているボードに接続処理を実行しようとすると、
次のエラーメッセージが出力されることがあります。

# cfgadm -c connect sysctrl0:slotnumber

cfgadm: Hardware specific failure: connect failed:

board is disabled: must override with [-f][-o enable-at-boot]

リストへの登録を無効にして使用可能な状態にするには、2つの方法があります。

■ 強制フラグ (-f)を使用する

# cfgadm -f -c connect sysctrl0:slot number
■ 使用可能設定オプション (-o enable-at-boot)を使用する

# cfgadm -o enable-at-boot -c connect sysctrl0:slot

number

使用不可ボードリストからすべてのボードを削除するには、コマンドを入力するプ
ロンプトに応じて、次のいずれかの手順を実行します。

■ スーパーユーザーのプロンプトからは、次のように入力します。

# eeprom disabled-board-list=

■ OpenBoot PROMプロンプトからは、次のように入力します。

OK set-default disabled-board-list
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disabled-board-list変数の設定については、『特記事項: Sun Enterprise 6x00、5x00、
4x00、3x00システム』の「固有のNVRAM変数」の節を参照してください。このマ
ニュアルは、このリリースのマニュアルセットに含まれています。

使用不可メモリーリスト
OpenBoot PROMコマンドの disabled-memory-list変数の設定については、このリ
リースで公開されています。Solaris Sunハードウェアマニュアルの『特記事項: Sun
Enterprise 6x00、5x00、4x00、3x00システム』の「固有のNVRAM変数」を参照して
ください。

切り離し危険ドライバの読み込み解除
切り離し危険ドライバの読み込みを解除するには、modinfoコマンドを使用してドラ
イバのモジュール IDを確認し、modunloadコマンドでそのモジュール IDを指定しま
す。

接続処理中のセルフテストの失敗
DR機能を利用してボードに接続処理を実行しているときに次のようなメッセージが
表示された場合は、ボードのセルフテストでエラーが発生しています。すぐにシス
テムからボードを取り外してください。

cfgadm: Hardware specific failure: connect failed: firmware operation error

ボードを取り外すことで、システムのリブート時に再構成エラーが起こるのを回避
できます。

セルフテストに失敗した状態では、それ以上操作を実行できません。したがって、
失敗した操作をすぐに実行し直す場合は、ボードをいったん取り外して操作可能な
状態に戻してから、取り付け直してください。

既知の障害
次の情報は随時変更されることがあります。

プログラムでネットワークデバイスが開いた状態に保持されてい
ると、デバイスの取り外しが失敗する (5054195)
プロセスによってネットワークデバイスが開いた状態に保持されていると、そのデ
バイスが関連するDR操作はすべて失敗します。参照カウントを保持しているデーモ
ンやプロセスによって、DR操作が中止されます。

回避方法:スーパーユーザーとして次の手順を実行します。

1. /rplbootディレクトリを削除するか、またはディレクトリ名を変更します。
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2. NFSサービスを停止します。

# sh /etc/init.d/nfs.server stop

3. ブートサーバーサービスを停止します。

# sh /etc/init.d/boot.server stop

4. DRによる切り離し操作を実行します。
5. NFSサービスを再起動します。

# sh /etc/init.d/nfs.server start

6. ブートサーバーサービスを再起動します。

# sh /etc/init.d/boot.server start

cfgadmコマンドを実行中、同時に別のボードに対して cfgadmに
よる切り離し操作を実行できない (4220105)
あるボードに対して cfgadmコマンドを実行しているときに、同時に別のボードに対
して cfgadmコマンドによる切り離し操作を実行しようとすると失敗します。次のエ
ラーメッセージが表示されます。

cfgadm: Hardware specific failure:

disconnect failed: nexus error during detach:address

回避方法:一度に実行する cfgadm操作は 1つだけにします。1枚目のボードに対して
cfgadm操作を実行しているときは、その操作が終了してから 2枚目のボードに対す
る切り離し操作を実行してください。
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サポート中止に関する情報

この章では、製品のサポート中止情報について説明します。

注 – Solaris 10 OSメディアキットには、Solaris 10 OSソフトウェアだけでなく、さまざ
まなボーナスソフトウェアのセットも含まれていま
す。http://www.sun.com/service/serviceplans/solaris/10/の情報には、Solaris 10
OSメディアキットのコンポーネントの一覧が記載されています。また、
SunSpectrumプログラムおよび Sunソフトウェアサポート契約の下でこれらのコン
ポーネントに提供されるサポートについても記載されています。

将来のリリースで提供されなくなる予定の製品
ここでは、Solarisオペレーティングシステムの将来のリリースに適用される、ソフ
トウェアのサポート中止情報について説明します。

インバウンドのオープンソースおよびサードパー
ティーベンダー提供のオープンソースコンポーネ
ントの方針転換
オープンソースコミュニティーがMozillaなどのインバウンドのオープンソースコン
ポーネントの開発を中止したときは、Sunでもこの製品バージョンの開発とサポート
活動をすべて中止します。Sunでは、管理している製品の EOSL (End-of-Software
Support List)を http://www.sun.com/service/index.jspで公開し、サポートが中止さ
れるコンポーネントの情報でそのリストを毎月更新します。
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Mozilla 1.Xのサポート
Solaris 10 10/08リリース以降、新たなインバウンドのオープンソースコンポーネント
の方針転換を受けて、MozillaTM 1.Xソフトウェアのサポートは中止されました。ユー
ザーは Firefoxにアップグレードするようにしてください。

x86: sbproドライバ
SoundBlaster Pro、SoundBlaster 16、および SoundBlaster AWE32 ISAデバイス用の
Sound Blaster Proデバイスドライバ (sbpro)は、将来のリリースでサポートされなくな
る可能性があります。

CacheFS
CacheFSファイルシステムは、将来の Solarisリリースでサポートされなくなる可能性
があります。

sdtudctool

sdtudctoolは、将来の Solarisリリースで使用できなくなる可能性があります。詳細
は、『User Defined Characters Migration Guide』 (http://developers.sun.com/
global/products_platforms/solaris/reference/techart/UDCGuide.html)の移行に関す
る説明を参照してください。

SPARC: SBusグラフィックスカード用の cg6ドライ
バ
次の SBusグラフィックスカード用の cg6ドライバは、将来のリリースに含まれない
可能性があります。

■ GX
■ GXplus
■ TurboGX
■ TurboGXplus

ctlmpおよび ctlconvert_txt

/usr/openwin/bin/ctlmpおよび /usr/openwin/bin/ctlconvert_txtユーティリティー
は、将来の Solarisリリースでサポートされなくなる可能性があります。代わりに、
mp(1)印刷フィルタなどの適切な印刷機構を使用するようにしてください。
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genlayouttblユーティリティー
複合文字言語 (CTL)のデータをCDE/Motif GUIツールキットに提供する
genlayouttbl(1)ユーティリティーは、将来のリリースで使用できなくなる可能性が
あります。

モバイル IP
mipagent(1M)のマニュアルページに記載されているMobile IPv4機能は、将来の
Solarisリリースで提供されなくなる可能性があります。

Gnopernicus
Java DSのスクリーンリーダーGnopernicusは、将来の Solarisリリースで提供されな
くなる可能性があります。代わりにOrcaスクリーンリーダーを使用するようにして
ください。

Xsunサーバー
XウィンドウシステムのXsunサーバーは、将来の Solarisリリースで提供されなくな
る可能性があります。Xorgサーバーに移行するようにしてください。

Display Postscript (DPS)やXイメージング拡張機能 (XIE)など、Xsunでは提供されて
いるがXorgでは提供されていない機能は、含まれなくなる可能性があります。

共通デスクトップ環境
共通デスクトップ環境 (CDE)は、将来の Solarisリリースで提供されなくなる可能性
があります。ユーザーは Java Desktop Systemに移行するようにしてください。

CDEイメージビューア
CDEのイメージビューア sdtimageは、将来の Solarisリリースで提供されなくなる可
能性があります。画像ファイルを開くには、GNOME Open gnome-openに移行するよ
うにしてください。

将来のリリースで提供されなくなる予定の製品

第 4章 • サポート中止に関する情報 141



Sun Java System Calendar Serverのクライアントア
プレット
Sun Java System Calendar Serverのクライアントアプレットである Nowアプレットは、
将来の Solarisリリースで提供されなくなる可能性があります。

DARPA簡易ネームサーバー
DARPA簡易ネームサーバー in.tnamed(1M)は、将来の Solarisリリースで提供されな
くなる可能性があります。同様の機能は、インターネットドメインネームサーバー
named(1M)で提供されています。

I2O Intelligent I/O
I2O Intelligent I/Oドライバフレームワークおよび対応するすべてのドライバは、将来
の Solarisリリースでサポートされなくなる可能性があります。これには、
i2o_bs(7D)と i2o_scsi(7D)ドライバ、および I2Oに関連するすべての機能が含まれ
ます。

PDFファイルおよびPostScriptファイルのGNOME
ビューア
PDFファイルおよび PostScriptTMファイルのGNOMEビューアは、将来の Solarisリ
リースで提供されなくなる可能性があります。代替アプリケーションで PDFファイ
ルと PostScriptファイルの表示が可能になる予定です。

グラフィカルなスマートカード管理インタフェー
ス
グラフィカルなスマートカード管理インタフェース sdtsmartcardadmin(1M)は、将来
の Solarisリリースで提供されなくなる可能性があります。同じ機能が smartcard(1M)

コマンドに用意されています。

iButtonスマートカード
ocf_ibutton(7d)で説明されているDallas Semiconductor製 iButton Java Cardスマート
カードおよびOCF (OpenCard Framework)の端末ドライバは、将来の Solarisリリース
でサポートされなくなる可能性があります。libpcsclite(3lib)でサポートされてい
るほかのスマートカードデバイスに移行するようにしてください。
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Cyberflexスマートカード
Cyberflexスマートカードは、将来の Solarisリリースの pam_smartcard(5)コマンドお
よび smartcard(1m)コマンドでサポートされなくなる可能性があります。
libpcsclite(3lib)でサポートされているほかのスマートカードデバイスとカードに
移行するようにしてください。

PAMスマートカード
PAMスマートカードモジュール pam_smartcard(5)は、将来の Solarisリリースで提供
されなくなる可能性があります。

OCF/SCFスマートカードフレームワーク
OCF/SCFスマートカードフレームワークは、将来の Solarisリリースで提供されなく
なる可能性があります。ocfserv(1M)の機能は、pcscd(1M)によって提供されます。
smartcard(1M)のカードプロビジョニング機能は、muscletool(1M)によって提供され
ます。smartcard(1M)によって提供されるドライバ構成機能は、通常は pcscd(1M)に
は必要ありません。ただし、システム管理者は必要な場合に reader.conf(4)ファイ
ルを編集することができます。

SCFスマートカードAPI
libsmartcardと smartcard.jarによってエクスポートされる SCF (SmartCard
Framework)インタフェースは、将来の Solarisリリースで提供されなくなる可能性が
あります。これらのインタフェースは旧式となりました。新しいCアプリケー
ションを作成するときは、libpscslite(3lib)からエクスポートされる PS/SCインタ
フェースを使用するようにしてください。現時点では、SCF Javaインタフェースの代
替は計画されていません。

Remote Program Loadサーバー機能
rpld(1M)および rpld.conf(4)によって提供されるRPL (Remote Program Load)サー
バー機能は、将来の Solarisリリースで提供されなくなる可能性があります。
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Sun4Vシステムのデフォルトの Ethernetドライバ
が ipgeから e1000gNICドライバに移行
Sun4Vシステム用の ipgeドライバとそのすべての SUNWipgeパッケージは、将来の
Solarisリリースで提供されなくなる可能性があります。Solaris 10 8/07リリース以
降、Ontarioやほかの SPARCプラットフォームは ipgeドライバから e1000gドライバ
に移行します。Intel 1Gチップセットを使用しているすべての Sunプラットフォーム
で、e1000gドライバがデフォルトの Ethernetドライバになります。

Solstice Enterprise Agentsのサポート
次の Solstice Enterprise AgentsTM (SEA)エージェント、ライブラリ、およびパッケージ
は、将来の Solarisリリースでサポートされなくなる可能性があります。

■ SEAベースの SNMPマスターエージェントおよびサブエージェント
■ libssagentおよび libssasnmpライブラリ
■ SUNWsacom、SUNWsasnm、SUNWmibiiパッケージ

システム管理エージェント (System Management Agent、SMA)は、前述のソースに対
して同様の機能を提供します。

32ビット x86:拡張メモリーファイルシステムの
サポート
拡張メモリーファイルシステム (xmemfs)は、将来のリリースでサポートされなくな
る可能性があります。

詳細は、xmemfs(7FS)のマニュアルページを参照してください。

Standard Type Services Frameworkのサポート
Standard Type Service Framwork (STSF)は、将来の Solarisリリースで使用できなくなる
可能性があります。

これには次のものが含まれます。

■ libSTおよび libXstライブラリ
■ xstlsコマンド
■ stfsloaderサービス
■ XsunおよびXorgサーバーのXST拡張機能
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この機能は、次のいずれかの代替ソースにあります。

■ libX11

■ libXft2

SPARC: jfcaドライバのサポート
JNI Fibre Channel Adapter (jfca)ドライバは、将来の Solarisリリースで使用できなくな
る可能性があります。

詳細は、jfca(7D)のマニュアルページを参照してください。

zic -sオプションのサポート
zicコマンドの -sオプションは、将来の Solarisリリースで使用できなくなる可能性
があります。

詳細は、zic(1M)のマニュアルページを参照してください。

リムーバブルボリューム管理のサポート
ボリューム管理デーモン (vold)、ボリューム管理ファイルシステム (volfs)、および関
連するボリューム管理コマンドは、将来の Solarisリリースに組み込まれなくなる可
能性があります。

リムーバブルメディアの自動マウントおよびマウント解除は、引き続きサポートさ
れます。

詳細は、vold(1M)および volfs(7FS)のマニュアルページを参照してください。

32ビット x86:コントローラデバイスとドライバ
次のデバイスは、将来の Solarisリリースでサポートされなくなる可能性がありま
す。

■ IBM PC ServeRAID SCSI
■ IBM ServeRAID II Ultra SCSI
■ IBM ServeRAID-3 Ultra2 SCSI

また、これらのコントローラに用のデバイスドライバもサポートされなくなる可能
性があります。

将来のリリースで提供されなくなる予定の製品

第 4章 • サポート中止に関する情報 145



64ビット SPARC:デュアル基本速度 ISDNインタ
フェースとマルチメディアコーデックチップ
T5900FCデュアル基本速度 ISDNインタフェース (DBRI)および関連するマルチメ
ディアコーデックチップは、将来の Solarisリリースでサポートされなくなる可能性
があります。また、これらのデバイス用のデバイスドライバもサポートされなくな
る可能性があります。

SPARC:将来の Solarisリリースでサポートされなく
なる可能性がある特定のドライバ
次のドライバは将来の Solarisリリースでサポートされなくなる可能性があります。

■ SUNWrtvc: SunVideoTMリアルタイムビデオキャプチャーおよび圧縮カード用デバ
イスドライバ

■ SUNWdial:ダイヤルとボタンデバイス用ストリームモジュール
■ SUNWdialh:ダイヤルとボタンデバイス用ヘッダーファイル

自動セキュリティー拡張ツールのサポート
/usr/asetディレクトリ内の自動セキュリティー拡張ツール (ASET)によって提供さ
れるチェックサム機能は、将来の Solarisリリースで使用できなくなる可能性があり
ます。

この機能は、次のいずれかの代替ソースにあります。

■ Solaris 10 OSの基本監査報告ツール、bart
■ Solaris Security Toolkit (http://www.sun.com/software/security/jass/)
■ Solaris Fingerprint Database

(http://sunsolve.sun.com/pub-cgi/show.pl?target=content/content7)

アジアの短縮 dtlogin名
次にリストするアジアの短縮ロケール名は、将来のリリースでは dtlogin言語リスト
に含まれない可能性があります。

■ zh

■ ko

■ zh_TW

Solaris 8リリース以降、下記を含む新しい ISO標準ロケール名を提供しています。
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■ zh_CN.EUC

■ zh_CN.GBK

■ zh_CN.UTF-8

■ ko_KR.EUC

■ ko_KR.UTF-8

■ zh_TW.EUC

監査デーモンインタフェース
Solaris監査デーモンが使用する次のインタフェースは、将来のリリースでサポート
されなくなる可能性があります。

■ auditsvc(2)
■ audit_data(4)

Cfront実行時サポートライブラリ
libC.so.3ライブラリは、Cfront C++コンパイラC++ 3.0でコンパイルされたプログ
ラムのための実行時サポートライブラリです。コンパイラ自体もコンパイラで作成
されたプログラムも、Solaris 10 OSでは動作しません。このライブラリは、Solarisの
将来のリリースでサポートされなくなる可能性があります。

Configuration Assistant (構成用補助)の fpプラグイ
ンハードウェアオプション
構成管理者の (cfgadm)の fpプラグインの次のオプションは、将来の Solarisリリース
ではサポートされない可能性があります。

■ show_FCP_dev
■ unusable_FCP_dev

基本セキュリティーモジュールのデバイス割り当
てインタフェース
基本セキュリティーモジュールのデバイス割り当てメカニズムに含まれる次のコン
ポーネントは、Solarisソフトウェアの将来のリリースには含まれない可能性があり
ます。

■ mkdevalloc(1M)
■ mkdevmaps(1M)
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■ /etc/security/dev

旧式となるデバイスドライバインタフェース
(DDI)
将来のリリースでは、一部のデバイスドライバインタフェース (Device Driver
Interface、DDI)がサポートされなくなります。

次の表に、将来のリリースでサポートが中止される予定のDDIインタフェースと、
代わりに推奨されるDDIインタフェースを示します。

旧式となるインタフェース 好ましいインタフェース

mmap devmap

identify nulldevに設定

copyin ddi_copyin

copyout ddi_copyout

ddi_dma_addr_setup ddi_dma_addr_bind_handle

ddi_dma_buf_setup(9F) ddi_dma_buf_bind_handle

ddi_dma_curwin ddi_dma_getwin

ddi_dma_free ddi_dma_free_handle

ddi_dma_htoc ddi_dma_addr[buf]_bind-handle

ddi_dma_movwin ddi_dma_getwin

ddi_dma_nextseg ddi_dma_nextcookie

ddi_dma_nextwin ddi_dma_nextcookie

ddi_dma_segtocookie ddi_dma_nextcookie

ddi_dma_setup ddi_dma_*_handle

ddi_dmae_getlim ddi_dmae_getattr

ddi_getlongprop ddi_prop_lookup

ddi_getlongprop_buf ddi_prop_lookup

ddi_getprop ddi_prop_get_in

ddi_getproplen ddi_prop_lookup
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旧式となるインタフェース 好ましいインタフェース

ddi_iopb_alloc ddi_dma_mem_alloc

ddi_iopb_free ddi_dma_mem_free

ddi_mem_alloc ddi_dma_mem_alloc

ddi_mem_free ddi_dma_mem_free

ddi_map_regs ddi_regs_map_setup

ddi_prop_create ddi_prop_update

ddi_prop_modify ddi_prop_update

ddi_segmap devmapを参照

ddi_segmap_setup devmap_setup

ddi_unmap_regs ddi_regs_map_free

free_pktiopb scsi_free_consistent_buf

get_pktiopb scsi_alloc_consistent_buf

makecom_g0 scsi_setup_cdb

makecom_g0_s scsi_setup_cdb

makecom_g1 scsi_setup_cdb

makecom_g5 scsi_setup_cdb

scsi_dmafree scsi_destroy_pkt

scsi_dmaget scsi_init_pkt

scsi_pktalloc scsi_init_pkt

scsi_pktfree scsi_destroy_pkt

scsi_resalloc scsi_init_pkt

scsi_resfree scsi_destroy_pkt

scsi_slave scsi_probe

scsi_unslave scsi_unprobe

ddi_peek{c,s,l,d} ddi_peek{8,16,32,64}

ddi_poke{c,s,l,d} ddi_poke{8,16,32,64}

in{b,w,l} ddi_get{8,16,32}

out{b,w,l} ddi_put{8,16,32}
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旧式となるインタフェース 好ましいインタフェース

repins{b,w,l} ddi_rep_get{8,16,32}

repouts{b,w,l} ddi_rep_put{8,16,32}

power.confのDevice Managementエントリ
power.confファイルのDevice Managementエントリは、将来のリリースでサポートが
中止される可能性があります。Solaris 10ソフトウェアでは、Automatic Device Power
Managementエントリによって同様の機能が得られます。

詳細は、power.conf(4)のマニュアルページを参照してください。

デバイスとドライバソフトウェアのサポート
次の表に、将来のリリースでサポートが中止される予定のデバイスとドライバソフ
トウェアを示します。

表 4–1 デバイスとドライバソフトウェア

物理デバイス名 ドライバ名 カードの種類

AMI MegaRAID host bus adapter, first generation mega SCSI RAID

Compaq 53C8x5 PCI SCSIおよびCompaq 53C876
PCI SCSI

cpqncr SCSI HBA

Compaq SMART-2/P Array Controllerおよび
Compaq SMART-2SL Array Controller

smartii SCSI RAIDコントローラ

FMLI (Form and Menu Language Interpreter)
FMLI (Form and Menu Language Interpreter)コマンドは旧式のため、将来の Solarisリ
リースではサポートされない可能性があります。次のコマンドは旧式です。

■ /usr/bin/fmli

■ /usr/bin/vsig

/etc/net/ti*のホストファイル
/etc/net/ti*にあるホストファイルは、Solarisソフトウェアに残ってはいますが、
Solarisオペレーティングシステムで参照されなくなりました。Solarisの将来のリリー
スでは、これらのホストファイルはすべて削除される可能性があります。
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Java 2 Platform, Standard Edition 1.4
Java 2 Platform, Standard Edition (J2SE Platform) 1.4は、将来の Solarisリリースには含ま
れない可能性があります。Solaris 10 OSのデフォルトの Javaバージョンは J2SE 5.0ソ
フトウェアですが、J2SE 1.4テクノロジと互換性があり、J2SE 1.4の代わりに利用で
きます。

krb5.confのKerberos Ticket Lifetimeパラメータ
Kerberos Ticket Lifetimeパラメータ max_lifeおよび max_renewable_lifeは、Solarisの
将来のリリースで提供されなくなる可能性があります。これらのパラメータは、
/etc/krb5/krb5.confファイルの appdefaultsセクションにあります。これらのパラ
メータの代わりに、/etc/krb5/krb5.confの libdefaultsセクションにある
max_lifetimeおよび renew_lifetimeを使用してください。

Korean CIDフォント
Korean CIDフォントは、将来のリリースでサポートが中止されます。Solarisソフト
ウェアには、Korean CIDフォントに代わるものとしてKorean TrueTypeフォントが組
み込まれているので、そちらを使用してください。

UTF-8でないレガシー (従来の)ロケール
Sunでは、文字エンコーディングにUnicodeの採用を進めています。これにともな
い、zh_CN.GB18030ロケールおよびCロケールを除き、UTF-8でないロケールは、
将来の Solarisリリースで Java Desktop Systemのログインロケールとしては削除される
可能性があります。

CPUパフォーマンスカウンタライブラリ (libcpc)
の関数
ハードウェアパフォーマンスカウンタを使用すると、CPU動作に関連するさまざま
なハードウェアイベントを測定できます。CPUパフォーマンスカウンタライブラリ
(libcpc)に含まれている次の関数は、Solaris OSの将来のリリースでサポートが中止
される可能性があります。

cpc_access cpc_bind_event
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cpc_count_sys_events cpc_count_usr_events

cpc_event_accum cpc_event_diff

cpc_eventtostr cpc_getcciname

cpc_getcpuref cpc_getcpuver

cpc_getnpic cpc_getusage

cpc_pctx_bind_event cpc_pctx_invalidate

cpc_pctx_rele cpc_pctx_take_sample

cpc_rele cpc_seterrfn

cpc_shared_bind_event cpc_shared_close

cpc_shared_open cpc_shared_rele

cpc_shared_take_sample cpc_strtoevent

cpc_take_sample cpc_version

cpc_walk_names

Solaris 10 OSでは、このライブラリに新しい関数が追加されています。上のリストに
示したインタフェースをコードで使用している場合は、対応する次の新しい関数を
代わりに使用してください。

cpc_open cpc_close

cpc_set_create cpc_set_destroy

cpc_set_add_request cpc_set_request_preset

cpc_buf_create cpc_buf_destroy

cpc_bind_curlwp cpc_bind_pctx

cpc_bind_cpu cpc_unbind

cpc_set_sample cpc_buf_sub

cpc_buf_add cpc_buf_copy

cpc_buf_zero cpc_buf_get

cpc_buf_set cpc_buf_hrtime

cpc_buf_tick cpc_walk_requests

cpc_walk_events_all cpc_walk_events_pic

将来のリリースで提供されなくなる予定の製品
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cpc_walk_attrs cpc_enable

cpc_disable cpc_caps

cpc_npic cpc_cpuref

cpc_cciname cpc_seterrhndlr

詳細は、cpc(3CPC)のマニュアルページを参照してください。

libXinputライブラリ
libXinput.so.0ライブラリは、Solarisソフトウェアの将来のリリースでサポートが中
止される可能性があります。libXinput.so.0ライブラリは、Solaris 2.1および Solaris
2.2の標準 (草案) X入力APIを使用して構築されたX11R4アプリケーションとの下位
互換性を目的として提供されています。X11標準X入力拡張ライブラリである libXi
は、Solaris 2.3に統合されました。

libXinput APIに依存するすべてのアプリケーションは、将来の互換性および標準適
合のために、libXi共有ライブラリを使用して構築すべきです。

NIS+ (ネットワーク情報サービスプラス)のネーム
サービスの種類
NIS+は、将来のリリースでサポートが中止される可能性があります。Solaris 9ソフ
トウェアには、NIS+から LDAPへの移行ツールが用意されています。詳細は、
http://www.sun.com/directory/nisplus/transition.htmlを参照してください。

nstestテストプログラム
nstestは、DNSクエリーの構築と送信を行うための対話式DNSテストプログラムで
す。このプログラムは、Solaris OSの将来のリリースでサポートが中止される可能性
があります。digコマンドと nslookupコマンドを使用することにより、このテスト
プログラムと同じ機能が得られます。

Perlバージョン5.6.1
Perlバージョン 5.6.1は、Solaris OSの将来のリリースでサポートが中止される可能性
があります。Solaris 10 OSでのデフォルトバージョンは Perlバージョン 5.8.4で、これ
は Perlバージョン 5.6.1とバイナリ互換ではありません。ただし、この Solarisリリー
スには以前のバージョンも残っています。サイトで独自にインストールしたカスタ
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ムモジュールは、Perlバージョン 5.8.4を使用して再構築および再インストールする
必要があります。スクリプトでバージョン 5.6.1を使用する必要がある場合は、スク
リプトを変更して、バージョン 5.8.4ではなくバージョン 5.6.1のインタプリタを使用
するよう指定してください。 Perlの各バージョンに対応するインタプリタは、それ
ぞれ次のディレクトリに置かれています。

Perl 5.6.1 /usr/perl5/5.6.1/bin/perl

Perl 5.8.4 /bin/perl、/usr/bin/perl、または /usr/perl5/bin/perl

Solaris管理コンソールのパッチツール (パッチマ
ネージャー)
Solaris管理コンソールのパッチツールであるパッチマネージャーは、将来のリリー
スでは提供されない可能性があります。

Solstice Enterprise Agents
Solstice Enterprise Agentsは、将来のリリースでサポートが中止される可能性がありま
す。

スタンドアロンのルーター検出
IPv4 ICMPルーター発見プロトコルの /usr/sbin/in.rdisc実装は、Solarisソフト
ウェアの将来のリリースではサポートされなくなる可能性があります。このプロト
コルとほぼ同等のバージョンが、/usr/sbin/in.routedのコンポーネントとして実装
されており、拡張された管理インタフェースをサポートしています。
/usr/sbin/in.routedコンポーネントは、経路制御情報プロトコル (RIP: Routing
Information Protocol)バージョン 2の実装をサポートします。/usr/sbin/in.routedコ
ンポーネントには、モバイル IP通知をルーター発見メッセージと区別する機能もあ
ります。

Sun Fire Linkインタフェース
Sun Fire Linkインタフェースは、将来の Solarisリリースではサポートされなくなる可
能性があります。

将来のリリースで提供されなくなる予定の製品
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Sun Java Desktop Systemアプリケーション
Java Desktop System, Release 3の次のアプリケーションは、将来のリリースから削除さ
れる可能性があります。

■ Sun Java Calendar Preview
■ GNOME Keyboard Layout Switcher
■ Java DS Diagram Editor
■ Java DS Java Text Editor
■ Java DS Java Dictionary
■ Java DS Disk Analyzer
■ Java DS Mr. Project

トークンリングおよび FDDIデバイスタイプ
トークンリング (DL_TPR)および FDDI (光ファイバ分散データインタフェース、Fiber
Distributed Data Interface)のデバイスタイプは、汎用 LANドライバ (GLD)でサポート
されていますが、Solarisの将来のリリースではこのサポートが中止される可能性が
あります。GLDでのサポートが中止されたあと、このサポートに依存しているトー
クンリングドライバや FDDIドライバは動作しなくなります。ただし、このサポート
を使用しないドライバやアプリケーションは、影響を受けません。ドライバがGLD
に依存しているかどうかを調べるには、次のスクリプトを実行します。

#!/bin/sh

#

# Test a driver binary for use of GLD

#

for file

do

/usr/ccs/bin/nm $file | /bin/awk ’

/\|gld_register$/ { isgld=1; }

END {

if (isgld)

print file, "uses GLD";
else

print file, "does not use GLD";
}’ file=$file

done

汎用 LANドライバの詳細は、gld(7D)のマニュアルページおよび『Writing Device
Drivers』を参照してください。

将来のリリースで提供されなくなる予定の製品
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WBEMベースの動的再構成
WDR (Web-Based Enterprise Management Dynamic Reconfiguration)と呼ばれる機能は、
Solarisの将来のリリースでサポートが中止される可能性があります。現在、WDRは
Sun Fireミッドレンジシステムおよびハイエンドシステムでサポートされています。

XILインタフェース
XILTMインタフェースは、将来のリリースでサポートが中止される可能性がありま
す。XILを使用するアプリケーションを使用すると、次のような警告メッセージが表
示されます。

WARNING: XIL OBSOLESCENCE

This application uses the Solaris XIL interface

which has been declared obsolete and may not be

present in version of Solaris beyond Solaris 9.

Please notify your application supplier.

The message can be suppressed by setting the environment variable

"_XIL_SUPPRESS_OBSOLETE_MSG.

xetopsユーティリティー
xetopsユーティリティーは、将来のリリースでサポートが中止される可能性があり
ます。xetopsユーティリティーは、アジア言語のテキストファイルを PostScript
ファイルに変換します。この変換により、アジア文字をその組み込みフォントを持
たない PostScriptプリンタでも印刷できるようになります。

同様の機能は、mpコマンドで提供されています。ネイティブなアジア言語のすべて
のエンコーティングについて、オプションおよび機能が追加され、サポートが拡張
されています。

x86: Xsun DDXのモジュール、ライブラリ、および
関連ファイル
Xsunの一部のDDXモジュールは、将来の Solarisリリースから削除される可能性があ
ります。これらのモジュールは、「XF86」という接頭辞が付いていないエントリを
選択して、kdmconfigの「Video Device Selection」画面でXsun Xサーバーを構成する
ときに使用されます。この削除通知には、次のファイルが関係します。

■ /usr/openwin/server/modulesディレクトリのファイルのうち、ファイル名に
ddxSUNWxf86接頭辞が付いていないもの

将来のリリースで提供されなくなる予定の製品
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■ /usr/openwin/server/lib/libaccel.so.1ライブラリ
■ /usr/openwin/share/etc/devdata/SUNWaccel/boardsディレクトリのファイルのう
ち、.xga接尾辞が付いているもの

優先度の高いXサーバーには、DDXモジュールがXsun Xサーバーと互換性を持つ、
Xorg Xサーバーを使用することをお勧めします。ただし、Xsun Xサーバーを使用す
る場合でも、XFree86 DDXモジュールを使用できます。これらのモジュールは、接頭
辞が ddxSUNWxf86で、kdmconfigの「Video Device Selection」画面には「XF86」で始ま
るエントリとして表示されます。これらのモジュールは、削除される可能性がある
Xsun DDXモジュールに相当する機能を提供します。

将来のリリースで提供されなくなる予定の製品
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マニュアルに関する情報

この章では、ドキュメントについて知られている問題を説明します。

『Solaris 10 10/08 Patch List』
Solaris 10 10/08リリース以降、Solarisパッチリストは Solaris 10リリースノートには記
載されません。パッチリストは、『Solaris 10 10/08 Patch List』と呼ばれる新しいマ
ニュアルに記載されます。

『SunOSリファレンスマニュアル1M :システム管理コマ
ンド』

zfs(1M)のマニュアルページに記載されているように、Solaris 10 10/08リリースには
Solaris CIFS環境をサポートするための変更点が追加されています。ただし、CIFS機
能は Solaris 10リリースではサポートされていません。そのため、これらのプロパ
ティーは読み取り専用の値に設定されています。CIFS関連のプロパティーをリ
セットしようとすると、次のようなメッセージが表示されます。

# zfs set utf8only=on rpool

cannot set property for ’rpool’: ’utf8only’ is readonly

5第 5 章
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『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』
MACアドレスが一意であることを確認ための手順のタイトルは「SPARC:インタ
フェースのMACアドレスが一意であることを確認する方法 (Solaris 10 3/05のみ)」で
す。この手順はすべての Solaris 10 Updateリリースに適用されるため、このタイトル
は正しくは「SPARC:インタフェースのMACアドレスが一意であることを確認する
方法」です。

『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリ
サービス : NIS+編)』

Solaris 10 8/07リリース以降では、Solaris OSに 2つの個別のホストファイルはなくな
りました。/etc/inet/hostsファイルが、IPv4エントリと IPv6エントリの両方を含む
単一のホストファイルになりました。IPv4エントリを 2つのホストファイルで管理
して常に同期を行う必要がなくなります。/etc/inet/ipnodesファイルは、下位互換
性のために、/etc/inet/hostsファイルへの同名のシンボリックリンクに置き換えら
れています。詳細は、hosts(4)のマニュアルページを参照してください。NISクライ
アントとサーバーは、IPv4または IPv6のどちらかのRPCトランスポートを使用して
通信することができます。

スウェーデン語版マニュアルの提供中止
Solaris 10 8/07リリース以降では、マニュアルはスウェーデン語に翻訳されなくなり
ます。最新の情報については、http://docs.sun.com/で英語版のマニュアルを参照し
てください。

Application Serverのマニュアルで、Java DBではなく
Derbyデータベースと記述されている

Application Serverのマニュアルでは、Java DBデータベースが「Derby」と記述されて
います。「Derby」という記述はすべて「Java DB」に置き換えてください。データ
ベースは /usr/appserver/javadbにインストールされます。

『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』

Solaris 10 10/08ご使用にあたって • 2008年 10月160

http://docs.sun.com/


Software Supplement CDに収録されていたマニュアル
Solaris 10オペレーティングシステム以降、Supplement CDはなくなります。これまで
Supplement CDに収録されていたマニュアルは、http://docs.sun.comで参照できる
ようになりました。このCDに収録されていたその他のコンテンツは、Solarisキット
または Sun MicrosystemsのWebサイトにあります。

『Solarisのシステム管理 (基本編)』
ここでは、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の特定の章に関する訂正について説明
します。

注 – Solaris 10 1/06リリースから、この節は Solarisのマニュアルに適用されなくなりま
す。

ディスクレスクライアントの管理 (手順)
「ディスクレスクライアントの追加方法」の手順 4で、ディスクレスクライアント
が追加されたかどうかを確認するためのコマンドは、正しくは次のとおりです。

4.ディスクレスクライアントがインストールされたことを確認します。

# /usr/sadm/bin/smdiskless list -H host-name:898 --

『Solaris 10インストールの手引き』と Solaris 10インス
トールガイド

注 – Solaris 10 1/06リリースから、この節は Solarisのマニュアルに適用されなくなりま
す。

『Solaris 10インストールの手引き』と Solaris 10インストールガイドで、Solaris 10リ
リースでは Sun Java Enterprise Systemがデフォルトでインストールされると記述され
ていますが、これは誤りです。Solaris 10 OSとともに Sun Java Enterprise Systemをイン
ストールするには、カスタムインストールを実行する必要があります。

次の各マニュアルで、Solaris 10のインストール時に Sun Java Enterprise Systemがデ
フォルトでインストールされると記述されていますが、これは誤りです。

『Solaris 10インストールの手引き』と Solaris 10インストールガイド

第 5章 • マニュアルに関する情報 161

http://docs.sun.com


『Solaris 10インストールガイド (基本編)』
■ CDまたはDVDメディアによる Solarisインストールの計画 (手順) -インストール
用のチェックリスト

■ Solarisインストールプログラムによるインストール (作業)
■ SPARCの手順 9: Solarisインストールプログラムを使用してインストールまた
はアップグレードを行う方法

■ x86の手順 17: Solarisインストールプログラムを使用してインストールまたは
アップグレードを行う方法

『Solaris 10インストールガイド (ネットワークイ
ンストール)』
■ Solarisのインストールおよびアップグレード (ロードマップ) -作業マップ: Solaris
ソフトウェアのインストールまたはアップグレード

■ インストールやアップグレードの前に収集すべき情報 (計画)
■ インストール用のチェックリスト
■ アップグレード用のチェックリスト

『Solaris 10インストールガイド (Solaris Live
Upgradeとアップグレードの計画)』
■ Solarisのインストールおよびアップグレード (ロードマップ) -作業マップ: Solaris
ソフトウェアのインストールまたはアップグレード

■ インストールやアップグレードの前に収集すべき情報 (計画) -アップグレード用
のチェックリスト

『Solaris 10インストールガイド (カスタム
JumpStart /上級編)』
「Solarisのインストールおよびアップグレード (ロードマップ) -作業マップ: Solarisソ
フトウェアのインストールまたはアップグレード」を参照してください。

『Solaris 10インストールの手引き』
「Solaris 10 OSのインストール」を参照してください。

『Solaris 10インストールの手引き』と Solaris 10インストールガイド
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Solaris 10のマニュアルとマニュアルページ
S2io社は、社名をNeterionに変更しました。Solaris 10のマニュアルおよびマニュア
ルページで S2ioに関する記述は、すべてNeterionと読み替えてください。

Solaris 10のマニュアルとマニュアルページ
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Solaris 10オペレーティングシステムで統
合された解決済みバグの表

この付録の表は、リリースノートに記載されているバグのうち、Solaris 10 OSで解決
されたバグの一覧です。Solaris 10 OSに適用されなくなったバグについては、使用し
ているリリースに対応する表を参照してください。

注 –これらの表にあるのは、解決されたバグの一部分です。オペレーティングシステ
ムのその他の解決済みバグのうち、以前のリリースノートに記載されていないもの
については、これらの表からは除外されています。完全な一覧については、『Solaris
10オペレーティングシステムのパッチについて』を参照してください。このパッチ
一覧には、現在のリリースに適用されている特定のパッチによって修正されている
バグを記載しています。これまでのリリースノートに記載されていないバグも含ま
れています。

解決済みの統合されたバグ
表 A–1 Solaris 10 OSソフトウェアで解決されたバグ

CR番号 タイトル

6684776 Solaris Live Upgradeのあと、SCSIの 2つめのディスクが接続に失敗する

6673751 Solaris 8 Migration Assistantのパッチ要件

6669169 Dell SAS6i/Rで raidctlがVDの作成に失敗する

6664694 MPxIOを有効にできない

6663570 最下位のCPU IDにかかわるDR処理が失敗する

6644276 nxgeドライバが nxge_fflp_stat_updateでパニックになる

6623803 KDCデーモンの起動に失敗する

A付 録 A
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表 A–1 Solaris 10 OSソフトウェアで解決されたバグ (続き)
CR番号 タイトル

6616030 ログイン画面からのマルチレベルの遠隔ログインが Solaris Trusted Extensionsで
サポートされない

6614737 一部のDRコマンドが失敗する

6579866 root以外の信頼できる管理役割はXウィンドウサーバーへの接続を許可されな
い

6579845 管理役割の作成時に、信頼できる $HOMEの所有者が間違っている

6573154 CDを使用したアップグレードで luupgradeが失敗する

6571030 ddi_dma_mem_alloc(9F)のマニュアルページにサポートされていないオプション
が記載されている

6565136 Thunderbirdの「ヘルプ」にリリースノートが表示されない

6564548 Trusted CDEの画面ロックによってユーザーがログアウトされる

6558400 パッチ 119914-12で SAN 4.4.13 Emulexエラーが発生する

6554915 ターゲットを別名で作成するとiscsitgtdで二重解放が発生する

6550104 最初のラベル変更時にTrusted Java DSワークスペースが起動しない

6546892 Trusted Java DSで役割を切り替えることができない

6546562 予期しない SIGTRAPシグナルによって dbxデバッガがハングアップする

6495454 ユーザーが役割を変更するとトラステッドストライプがクラッシュする

6494427 非大域ゾーンがインストールされているシステムをアップグレードしたあとの
ロケールの問題

6486416 x86システムでセキュアアテンションキーまたはホットキーが機能しない

6483258 構成解除コマンド cfgadmが失敗したあとで、通知なしで成功する場合がある

6481697 アジア言語入力方式およびWnn入力方式で補助ウィンドウが開かない

6478436 Solaris Trusted Extensionsの管理ツールで不正なラベルが表示される

6471594 Solaris管理コンソールで tnrhdbファイルは更新されるが tnctlが実行されず、
トラステッドホストのキャッシュが更新されない

6467756 GTKアプリケーションで一部のComposeキー入力が機能しない

6466526 Solaris 10 11/06へのアップグレードや特定のデバイス構成の変更によって、
PCI/PCIeホットプラグ管理が破壊される

6463842 日本語 106キーボードを kdmconfigから設定できない

6463576 Arabic6.ktキーテーブルにアラビア語シンボルが含まれていない

解決済みの統合されたバグ
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表 A–1 Solaris 10 OSソフトウェアで解決されたバグ (続き)
CR番号 タイトル

6462945 dtfileアイコンをドラッグするとき、マウスポインタと dtfileアイコンが表示
されない

6460106 Solaris Trusted Extensionsのアンインストールが失敗する

6456888 zpoolのスクラブによってメモリーが使い果たされ、システムがハングアップす
る

6454140 lofsタイプで定義された fs資源を持つゾーンは Solaris 10 11/06にアップグレー
ドできない

6452077 DR: cfgadm -c configureコマンドが Starcatおよび Silverstoneのスロットで失敗
する

6447833 Solaris管理コンソールCLIコマンドで Solaris Trusted Extensionsのオプションが
処理されない

6444457、
6444791

ゾーンがインストールされているシステムのアップグレードが失敗する

6438372 Trusted Java DS環境で入力方式スイッチが機能しない

6437617 SUNWgnome-a11y-libs-shareのゾーン作成エラー

6432114 認可上限が admin_highに設定されていないとGDMを使用してログインできな
い

6429880 EMEA UTF-8ロケールではデッドキーはXsun上のGTKアプリケーションで機能
しない

6429860 ZFSパッチを Solaris 10 11/06システムに追加すると誤った警告メッセージが表示
される

6428334 Solaris 10 11/06リリースへのアップグレード中に qlc.conf構成ファイルが更新さ
れない

6421471 ECCおよびRSA暗号化方式群でメモリーリークが発生する

6421275 Solaris 10から Solaris 10 11/06へのアップグレードで、リブート時に SMFエラー
が発生し、Solarisパッケージにパッチの適用に影響を与える可能性のある問題
が含まれる

6421216 ufsrestoreはACLの設定に acl_set()を使用しない

6414648 重複するデバイスが ZFSストレージプールに追加される場合がある

6411690 Solaris Flashアーカイブをインストールすると Sun4vシステムがハングアップす
る

6397893 エンドユーザー Solarisソフトウェアグループがインストールされていると
Solaris Flashアーカイブの作成に失敗する
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6397251 Solaris 9 9/05 OSから Solaris 10 11/06または Solaris Expressへの SVMアップグレー
ドが失敗する

6388988 IIIMFパッケージがインストールされないことがある

6387317 キーコード 50はヨーロッパ言語キー配列で機能しない

6379955 Solarisが PRLIをテープデバイスに送信しない

6378956 smosserviceまたは smdisklessは wbemの問題によって壊れている

6377485 iSCSIイニシエータは LUNアドレス報告を正しく処理しない

6377106 Javaの問題によって音声用のアクセシビリティー環境を正しく設定できない

6372197 Solaris Flashアーカイブを含むOSのインストール後のコンソールの表示に関す
る問題

6371273 255より大きい LUN番号は 2Gバイトと 4GバイトのQLogic HBAでは異なって処
理される

6363449 Sun Ultra 20または Sun Fire X2100上の ZFSの使用後に BIOSがハングアップする

6363365 Sun Blade 1500ワークステーションでアップグレードがハングアップする

6363262 多くのMozillaメニュー項目がロシア語のロケールで文字化けする

6361672 ゾーンを持つシステムをアップグレードしたあとに、ロケールの問題が発生す
る

6358227 完全ルートゾーン、ディスクレスクライアント、および Solaris Live Upgradeに関
するインストール後の問題

6353146 ドライバ更新を追加したときに、ネットワーク構成に失敗することがある

6352899 Veritas NetBackupは ZFS/NFSv4 ACLを含むファイルをバックアップおよび保持
しない

6351923 設定されている時間によっては、キーの組み合わせを使用して Sun Java Desktop
Systemのユーザー補助機能を開始できないことがある

6350869 Generic LAN Driver Version 3で Logical Link Controlフレームのフィールド長の設
定に失敗する

6350819 Solaris 10 1/06ソフトウェアインストール時の端末タイプの選択に関する問題

6350486 localeadmコマンドを使用して地域を追加できない

6348316 複数のCPUを使用するシステムが、インストールまたはシステムのブート時に
ハングアップすることがある

6347707 64ビットオブジェクトの処理中の dbxデバッガに関する問題
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6346843 ブルガリア語のロケールでロシア語の文字のマップが使用される

6346204 ファイルシステムの容量がいっぱいになっているNFSv4クライアントで、書き
込みエラーが検出されない

6341350 x86: GRUB (GRand Unified Bootloader)メニューが含まれる Solaris Live Upgrade
ブート環境を削除できない

6340714 Ctrl + Escキーを使って起動メニューを開くことができない

6340509 ロケールキーワードを含むカスタム JumpStartプロファイルテストが失敗する

6336069 CDメディアまたはDVDメディアを使用して Solaris Live Upgradeブート環境を
アップグレードするときに、エラーが発生する

6334517 UTF-8ロケールを使用するときの dtloginに関する問題

6330840 x86: Solaris 10 8/07リリースへのアップグレード時に、Agilent Fibre Channel HBA
Driverパッケージの削除に失敗する

6329929 GNOMEオンスクリーンキーボードを使用して設定するときの問題

6329642 Solaris OS DVDからシステムブートするときにロードキーの警告が表示される

6319383 一部の言語入力はU.S.キー配列以外では正しく機能しない

6316245 複数の Ethernetカードが存在する場合、間違ったMACアドレスが表示される

6314583 セルビア語のロケールでロシア語の文字のマップが使用される

6303564 Solaris OSへのシンボリックリンクが変更されると、SUNWceuowパッケージが
適切にアップグレードされない

6301627 ストレージエリアネットワークに含まれるサーバー上のリンクを再初期化する
と、すべてのサーバー上の論理ユニット番号がリセットされる

6300863 Solarisインストール起動ツールを終了すると再起動される

6288488 duが報告するRAID-Zに関する情報が間違っている

6278039 dtremoteを使用するとGNOMEアプリケーションが失敗する

6277164 GNOMEディスプレイマネージャーに関する問題の解決

6273030 全画面の拡大鏡とキーボードのアクセシビリティー機能が動作しない

6267922 Solaris OSで許可されるアプリケーションのリストが古い

6263122 ルート (/)ファイルシステムがRAID-1ボリューム (ミラー)の場合に、アップグ
レードオプションを使用できない

6260583 複数の添付ファイルの使用に関する問題
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6247943 $PATHの問題

6245563 キーボードインジケータを使用するときの問題

6241052 UpgradePatchesディレクトリからパッチをインストールすると Patchaddが失敗
する

6227666 録音の開始時に「CD品質、可逆」モードに失敗する

6222925 Solaris Live Upgradeを使用して Solaris Flashアーカイブを空のブート環境にイン
ストールするとインストールが失敗する

6221374 svccfg importサブコマンドで依存サービスが更新されない

6215527 特定のアジア言語のUTF-8以外のロケールでログインプロセスがハングアップ
することがある

6219932 一部のロケールでXキーボード拡張を使用するときにComposeキーシーケンス
が機能しないことがある

6219176 新しくインストールされたパッケージに patchaddでパッチを再適用できない

6218158 Solaris 10 OSのインストール後に Javaエラーメッセージが表示される

6216195 大域ゾーンのパッチ適用後に作成された非大域ゾーンにリモートログインサー
ビスでアクセスできない

6215847 Solaris Flashアーカイブのインストール時に Solaris 10インストールディスクが排
出される

6215739 主インタフェースでないインタフェースを構成しDHCPを有効にすると、
Solaris GUIインストールプログラムが失敗する

6214222 AccessKeyMouseListenersに関する問題の解決

6211279 2番目のデスクトップシステムにデスクトップアイコンが表示されない

6209619 USB 2.0ハブをUSB 1.xデバイスとともに使用すると、システムパニックが発生
することがある

6209566 グラフィックスメニューにGIMP (GNU Image Manipulation Program)が表示され
ない

6209092 初期インストールのあと、kdmconfigプログラムが 2回実行される

6208656 Solaris GUIインストールプログラムが Solaris Flashアーカイブのインストールで
失敗する場合がある

6205881 kdmconfigプログラム内のXorg Xサーバーの構成指示が不完全である

6204987 特定のマザーボードで EHCIドライバが使用できない

6204976 ローカライズされたコンテンツを含む添付ファイルの保存するときの問題

解決済みの統合されたバグ
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6203727 リモート接続の問題

6203680 FireWire (IEEE 1394)ストレージデバイスによってシステムパニックが発生する
ことがある

6203010、
5105006

ホームディレクトリの外部にあるファイルを削除できない

6202868 推奨パッチクラスタが適用された Solaris 9リリースからのアップグレードは部
分的にしか成功しない

6200999 Mozillaブラウザで「ユーザ設定」をローミングアクセスするように指定できな
い

6200924 再生または録音操作時にUSBオーディオデバイスを一時停止すると、システム
のデッドロックが発生することがある

6197548 Net Connect 3.1.1のインストールが失敗する

6192644 キーボードショートカットが機能しない

6192995 Solaris Flashアーカイブをインストールするときに、デフォルトのCライブラリ
によってブート障害が発生することがある

6189823 localeadm -lを実行してもインストールされた韓国語ロケールパッケージが表示
されない

6188748 patchaddコマンドでパッチをNFSサーバーからインストールできない

6178669 キーボード、ディスプレイ、およびマウスを構成するプログラムがXサーバー
に対して機能していない

6173972 Num Lockキーをオンにした状態ではキーボードの一部のキーが機能しない

5106987 lucreateコマンドでRAID-1ボリュームを作成できない

5100134 印刷サービスがデフォルトでオフライン設定になっている

5090222 SPARC:リビジョン IDが 32未満のGigaSwift FastとGigabit Ethernetデバイスに
よってシステムパニックが発生することがある

5087588 インストールログが不完全または不正確なことがある

5084183 keyservデーモンによって一部のファイルシステムサービスが無効になる

5077933 ストレージエリアネットワークのファブリックゾーンでデバイスがすぐに使用
できる状態にならない

5077631 特殊キーボードキーが機能しない

5062026 SPARC:保存停止・復元再開サイクル中にパニックが発生すると、システムがハ
ングアップすることがある
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5062018 保存停止・復元再開サイクル中にカーネルデバッガがアクティブになっている
システムがパニックになることがある

5043369、
4873161

Solaris OS (x86版)ではソフトシステムのシャットダウンがサポートされていな
い

5042573 共通デスクトップ環境のログインサービスにおいて、いくつかのUTF-8ロケー
ルが利用できない

5042195 fdiskコマンドまたは formatコマンドでディスクの一部分しか使用できない

5040248 ipfsコマンドを -Wオプション付きで使用すると失敗する

5030842 USB 2.0ホストコントローラを持つシステムがハングアップまたはパニックを起
こすことがある

5027771 Sun LX50サーバーにおいてXサーバーがマウスデバイスを開くことができない

5002175 Solaris 10 OSインストールプログラムは、特定の場合のパネルを適切に表示しな
いことがある

5001908 Sun Fire V65xサーバーでAdaptec SCSI Card 39320Dカードを 2枚使用すると、シ
ステムがパニックになることがある

4996542 修飾キーが正しく機能しない

4992478 マウントポイントのアクセス権が作成したブート環境に保存されない

4977300 中国語と韓国語の文字が、四角形として印刷される

4937266 テキストエディタで複数バイト文字を入力できない

4915974 Solaris Live Upgradeを使用してアップグレードを行うと、Solstice DiskSuiteの構
成が Solarisボリュームマネージャー形式に変換されない

4720192、
6215918

インストール後、/devおよび /devices/pseudoのアクセス権が不適切に設定さ
れる

4704046 ネットワークイメージを使用して Solarisをインストールするときにエラー
メッセージが表示される

4640568 インストールまたはアップグレード後、複数のインタフェースを持つシステム
がすべてのインタフェースを使用可能と認識する

4506562 Solaris Bandwidth Managerが原因でDR操作中にシステムパニックが生じる場合
がある

4441469 32ビットコンパイルと 64ビットコンパイルでRTM_IFINFOメッセージのサイ
ズが異なっている

2136811 中断された scrubまたは resilverをやり直す必要がないような処理順序が必要
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問題 USBマウスデバイスを拡張デバイスとしてGNOMEオンスクリーンキーボード
と一緒に使用するように設定するときの問題

問題 ボリュームコントロールオプションが動作しない

問題 NFS Version 4で新しく導入されたシステム初回ブート時のプロンプト

問題 StarSuiteパッチアプリケーションに必要な追加手順

問題 インテル社の i810および i815統合型グラフィックスチップセットのサポート

問題 zoneadmコマンドで非大域ゾーンをインストールしているときにエラーまたは警
告メッセージが表示されることがある

問題 Sun Remote Services Net Connectが大域ゾーンでしかサポートされない

問題 ログイン画面でUTF-8ロケールに推奨のマークが付いている
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日本語環境に関する追加情報

日本語入力方式に関する注意事項

ATOK for Solarisの候補文字が見にくい場合がある
ATOK for Solarisの候補文字がバックグラウンドの色と識別しづらく見にくい場合が
あります。候補文字のバックグランドの色は次の方法で変更できます。

$(HOME)/.atokx2client.cfというファイルを新規に作成し、次の内容を追加します。

[Candidate/UI]

SelectColor=2,0xffff,0,0

この例では候補文字のバックグランドの色を、赤(0xffff),緑(0x0),青(0x0)に変更しま
す。なお、これはサポートされた方法ではありません。

Wnn6からATOK for Solarisへの移行
wnn6setupなどで使用していたWnn6をATOK for Solarisに移行する場合には、
$(HOME)/.dtprofileから次の行を削除します。次回のログインからATOK for Solaris
を使用することができます。

# Launch the X Input Method Server.

if [ "_$DTSTARTIMS" = "_True" ]; then

_sunximswm="dtwm"
_file=/usr/openwin/lib/locale/$LANG/imsscript/S509Wnn6

if [ -f $_file ]; then

. $_file

fi

unset _sunximswm _file

B付 録 B
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fi

###==- Generated by wnn6setup to launch XIM for Japanese. == END == -==###

『SunOSリファレンスマニュアル』に関する注意事項
『SunOSリファレンスマニュアル』(http://docs.sun.com/app/docs/coll/153.13)に
は、Solaris 10 10/08の最新情報が含まれておりません。最新情報については、英文の
マニュアルページまたは Solaris 10 Reference Manual Collection
(http://docs.sun.com/app/docs/coll/40.10)に含まれる各『man pages section』をご
覧ください。

『SunOSリファレンスマニュアル』に関する注意事項
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